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はじめに 
 

本書は、ＡE5501 TrafficTesterMiniの取り扱い方法について記述したものです。 
本書は全５章から構成されています。 
第１章は概要、第２章は使用前の準備、３章は機能説明、第４章は使用方法、第５章は付録として

エラー表、消耗品一覧および PCと本器を直接接続する場合の PC側の設定方法について記載されて

います。 
 

平成 19年  9月  2. 2版 
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BCP(BCP(BCP(BCP(ベストコンディションプランベストコンディションプランベストコンディションプランベストコンディションプラン))))契約契約契約契約についてについてについてについて    
    
2006年 10月 1日以降に BCP契約付きでご購入いただいた製品を対象に、BCPサ

ービスをご提供させていただきます。 
BCPサービスを受けるためには、ホームページからお客様登録していただく必要が

あります。 
BCP契約付き製品をご購入いただいたお客様には、製品とは別に「登録ガイド」を

お送りいたします。 
「登録ガイド」には、お客様登録に必要な情報が記載されていますので、ガイドに

従って登録いただきますよう、お願いいたします。 
登録していただいたお客様に、BCPサービスに必要な「サービスガイド」をお送り

いたします。 
万一、「登録ガイド」または「サービスガイド」がお手元に届かない場合は、お買い

求め先にお問い合わせください。 
 
標準の製品には BCPは付いていません。 
本製品で契約可能な BCPには、次の種類があります。 
 
仕様コード  仕様内容 
 /7A   BCP 単年契約 1年定期校正付き 
 /7B  BCP 3年契約 1年定期校正付き 
 /7C  BCP 5年契約 1年定期校正付き 
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 記載事項の意味、使用方法について 

 
本取扱説明書の中で、下記事項の意味、使い方について定義します。 

１．DANGER(危険)、WARNING (警告)、CAUTION (注意)、NOTE (記)、脚注 

(1) 情報の重要度 

情報の重要度は(2)に示す意味から、DANGER＞WARNING＞CAUTION＞NOTE＞脚注の

順になります。 

(2) 意味 

DANGER      :「人命」に「直接危害」を及ぼす恐れのある事柄で、最も強調されるべき 

特別情報。 

WARNING    ：「人体」に「危害」を及ぼす恐れのある事柄。 

CAUTION     :装置に障害を及ぼす事柄で、装置の運用に「中断」の可能性がある場合の 

注意勧告。 

NOTE        ：本文の「例外」「修正」「制限」に関する補足説明で、DANGER・ 

WARNING・CAUTION・脚注以外の情報。 

脚注          ：本文中の用語、略式記号等の補足説明で、必ず本文と同一ページの下欄で 

示される注釈。アスタリスク(＊)または＊と数字の組み合わせで参照でき

るようにしてあります。 

２．参照先の案内 

参照すべきページはその都度、本文中に示します。 

    

    

・・・・    Linux は Linus Torvals の登録商標です。 

他の会社及び製品の名称は、総てそれぞれの所有する商標です。 

・・・・    記載されている会社名、製品名は各社の商標および登録商標です。
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安全安全安全安全にににに正正正正しくおしくおしくおしくお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために    

    
絵表示について 
  この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々

への危害や財産への損傷を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味

は次のようになっています。 
  内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 
危険危険危険危険    

本安全上の注意事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡ま

たは重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示して

います。 

 
警告警告警告警告    

本安全上の注意事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡ま

たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 
注意注意注意注意 

本安全上の注意事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を

負う可能性が想定される内容、および、物的損害のみの発生が想定され

る内容を示しています。 

 
 

 

誤った取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発

生が想定される内容を示しています。 

 

図記号の中に具体的な禁止事項の記号記入し、特定しない場合は一般的な禁止の通告を

示しています。 

 

誤った取扱をすると、発火の可能性を注意する通告を示しています。 

 

ドア－、挿入口等で、指が挟まれることによって起こる傷害の可能性が想定されること

を示しています。 

 

特定の条件に於いて、外気の火気によって製品の発火する可能性が想定されることを示

しています。 
 

 

特定の条件に於いて、感電の可能性が想定されることを示しています。 
 
 

 

特定しない一般的な使用者の行為を指示する表示を示しています。 

 

特定の条件に於いて、破裂の可能性が想定されることを示しています。 

 

機器を分解することで感電などの傷害が起こる可能性がある場合の禁止を示していま

す。 
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故障時や落雷の可能性がある場合、使用者に電源プラグをコンセントから抜くように指

示する表示を示しています。 

 

特定の条件に於いて、機器の特定の場所に触れることによって傷害が起こる可能性があ

る場合の禁止を示しています。 

 

防水処理のない機器を水場で使用して漏電によって傷害が起こる可能性がある場合の

禁止を示しています。 

 

特定の条件に於いて、高温による傷害の可能性が想定されることを示しています。 
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安全上のご注意 

ご使用になる前に、取扱説明書に記載された操作方法、注意事項をよく理解され、正しい操作によ

って本器をご使用されますようお願いいたします。 
ご使用の前に、この「取扱説明書」と「安全上のご注意」をよくお読みいただき、内容をよく理解

の上、正しくお使い下さい。 
お読みになった後は、いつでも見られる場所に必ず保管してください。 

１．使用環境の制限事項 

 

本機器に水が入ったりしないよう、また、ぬらさないようにご注意下さい。 
→火災・感電・故障の原因となります。 

 
2．使用条件の制限事項 

 

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。 
→火災・感電・事故の原因となります。 

 

商用電源と接続する場合は、専用コンセントへ直接接続してください。 

 

延長コ－ドは加熱・発火の危険があるので使わないで下さい。 

 
３．設置・据付 

３．１  設置・据付者の方へのご注意 

 

電源の接続はタコ足配線にしないでください。 
→ケーブルの加熱・火災の原因となります。 

 

電源プラグはコンセントに確実に差し込んでください。 
→電源プラグに金属等が触れますと火災・感電の原因となります。 

 
３．２  設置環境・条件の制限・禁止事項 

 

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。 
→感電・故障の原因となることがあります。 

 

ぐらついた台の上や傾いた所などの不安定な場所に置かないでください。 
→落ちたり、倒れたりして、怪我の原因となることがあります。 

 

振動・衝撃の多い場所に置かないでください。 
→落ちたり、倒れたりして怪我の原因となることがあります。 
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開口部から内部に金属類を差し込んだり、落とし込んだりしないでください。 
→火災・感電・事故の原因となります。 

 

電源コードを熱器具に近付けないでください。 
→コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因となることがあります。 

 

電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 
→電源コードを引っ張るとコードが傷ついて火災・感電の原因となることがあります。 

 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 
→感電の原因となることがあります。 

 

規定の電源以外で使わないで下さい。 
→火災・感電の原因となることがあります。 

 

直射日光の当たる所や温度の高い所に置かないでください。 
→内部の温度が上がり、火災の原因となることがあります。 

 
３．３  設置方法の禁止事項 

 

移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜き、外部の接続線をはずしたことを

確認の上、行ってください。 
→コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。 

 

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。 
→重いものをのせたり、加熱したり、引っ張ったりすると電源コードが破損し、火災・ 
感電の原因となります。 

 
４．使用前の準備 

 

取扱説明書をよくお読みください。 

 
５．使用方法 

 

取扱説明書の手順によりお使いください。 

 

警告マーク（「注意」「警告」「危険」）表示がある場合には、取扱説明書の指示にしたが

ってお使いください。 

 

移動等を行うときに、本器に衝撃を与えないようにして下さい。 
→本器には精密機器が内蔵されており、衝撃により故障を起こす可能性があります。 

 

本器には、AC100V、50/60[Hz]の電源をご使用下さい。 
→これ以外の電源を接続しますと、火災、故障の原因となります。 

 

感電による人身事故、異常電圧による機器内部の損傷、アース電流によるトラブルを未

然に防ぐため、電源コードは添付の３極電源コードを必ずご使用下さい。 
３極コンセントが設備されていない場合は、添付の３－２極変換アダプタをご使用下さ

い。 
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本機器の上や近くに水などの入った容器または小さな金属物を置かないでください。 
→水などがこぼれたり、中に入った場合、火災・感電・故障の原因となります。 

 

故障の原因となるおそれがあるので、落雷のおそれがあるときは電源プラグ、測定ポー

ト、リモートポートを本器から抜いて下さい。 

 

電源コードを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしないでくださ

い。 
→火災・感電の原因となります。 

 

本機器を分解・改造しないでください。 
→火災・感電・故障の原因となります。 

 

長時間、本機器をご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントか

ら抜いて下さい。 

 

長時間、本機器をご使用にならないときは、安全のため必ず電池を本器から抜いて下さ

い。 

 

オプションモジュール等の交換時に、指挟み、指のけがにご注意ください。 

 
６．保守・点検 

 

定期的に保守・点検することをお勧めいたします。本機器内部にほこりがたまったまま

長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります。ご相談は取扱説明書巻

末にある最寄りの営業担当へお願いいたします。 
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７．異常時の処置事項 

 

電源コードが傷んだら交換をご依頼ください。 
→そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

 

万一、異物が本機器の内部に入った場合は、まず、本体電源スイッチを切り、電源プラ

グをコンセントから抜いて、ご連絡ください。 
→そのまま使用すると火災・感電・故障の原因となります。 

 

万一、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態のまま使用すると、火災・感電・

故障の原因となります。すぐに電源スイッチを切り、その後、必ず電源プラグをコンセ

ントから抜き、煙がでなくなるのを確認して、修理をご依頼ください。お客様による修

理は危険ですから、絶対におやめください。 

 

万一、本機器を落としたり、破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プ

ラグをコンセントから抜いてご連絡ください。 
→そのまま使用すると火災・感電・故障の原因となります。 

 

万一、異物が本機器の内部に入った場合は、まず、本体電源スイッチを切り、電池を本

器から抜いて、ご連絡ください。 
→そのまま使用すると火災・感電・故障の原因となります。 

 

万一、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態のまま使用すると、火災・感電・

故障の原因となります。すぐに電源スイッチを切り、その後、必ず電池を本器から抜き、

煙がでなくなるのを確認して、修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですか

ら、絶対におやめください。 

 

万一本機器を落としたり、破損したりした場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電

池を本器から抜いてご連絡ください。 
→そのまま使用すると火災・感電・故障の原因となります。 

 

万一、本機器が異常となっても、お客様での修理はお止め下さい。 
→感電、怪我の原因になります。また、無断修理されたものは弊社保証の範囲外とな 

ります。 
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第1章 概要 

本章では、本製品の概要を知っていただくため、特長、概略仕様および製品構成について説明しま

す。 

 
1.1 特長 

本器は Ethernetの開通試験を行う操作性、携帯性に優れた低価格な試験器です。 
① 軽量コンパクト(H60×W120×D215[mm]、約 1[Kg]) 
② 電池駆動可能(約 2時間、1000BASE-T回線測定時は 1.5時間) 
③ GBIC対応 
④ 簡単操作 

• 主な設定は PCセットアップ用ソフトウェアで実施 

• リモート(LAN)で本器の設定を転送可能 

• 測定結果は測定器本体および PCで確認可能 
⑤ 2.8インチ LCDにより設定や結果の確認が可能 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
警告警告警告警告 

●本器は測定用ポートから高負荷でフレームを送信する機能を持った

試験器です。そのため誤って操作をした場合ネットワーク媒体および

関連機器をダウンまたは劣化させる可能性があります。 
●本器を実運用中のネットワークに接続して使用する場合は十分に注

意する必要があります。誤って使用した際に発生した問題に対して、

弊社は責任を負いません。 
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1.2 仕様 

本節では AE5501 TrafficTesterMiniの機能仕様および電気的仕様について説明します。 

 
1.2.1 機能仕様 

本器の機能仕様を表 1.2.1に示します。 

表 1.2.1 機能仕様 

項目 小項目 内容 

Constant/Continue、Burst/Continue 送信モード 

Constant/Count、Burst/Count 

送信パケットサイズ 26～9999Byte 

送信機能 

パケット生成 Ethernetヘッダ編集(VLANタグ対応) 
MPLSラベル編集(ラベルスタック対応) 
IPヘッダ編集 

トラフィック統計 フレーム数、バイト数、Frame/S、トラフィックレート 

エラー統計 アンダーサイズエラー、オーバーサイズエラー 
CRCエラー、アラインメントエラー 

統計機能 

その他 コリジョン数、PAUSEフレーム数 

遅延測定 遅延時間 
アイドル時間(ゆらぎ) 

10M時：分解能 1μs、最大誤差 3μs 
100/1000M時：分解能 100ns、最大誤差 300ns 

IPアドレス、パケット 手動指定、パケット長設定(64～1518Byte) PING測定 

判定結果 レスポンス時間(μs単位)表示 

LOOPBACK
機能 

LOOPBACK 受信フレームの送信元と宛先アドレスを入れ替えて送信

する。入れ替えアドレスは、「MAC アドレスのみ」また

は「MACアドレス＋IPアドレス」の２通りから選択可能 

測定情報  最大 10個＋1個まで登録可能 

測定結果  最大 100 個まで登録可能。それ以降は一番古いものを自

動的に消去 

オートネゴシエーション AUTO、MANUAL指定(10/100M)、1000Mは全二重固定 

フロー制御 PAUSEパケット受信時の送信動作一時停止 

フィルタ機能 48bit(6Byte)パターン×2、(バイト長とオフセット値設定

可能) 

アラーム機能 送信フレーム数、受信フレーム/S、エラーカウントの閾値

指定 

ARPリプライ機能 測定中の ARP リクエストに対する ARP リプライ処理を

行う。 

DHCP／ARP機能 DHCPや ARPにより測定ポートのアドレス取得を行う。 

遠隔操作機能 Telnetを使用した遠隔操作機能が可能。 

その他 

マクロ動作機能 あらかじめ測定動作を指定することにより自動測定を行

う。 
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NOTENOTENOTENOTE 

●本器では AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareで設定した測定情報の一部

を編集することが出来ます。 
●エラーの受信優先順位は以下の通りです。エラーを同時に検出した場合は優先順

位の低いものはカウントされません。 
 

Symbol Error 

Over Size Error Under Size 
Error 

Alingment Error 

CRC Error     

高 

低 
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1.2.2 電気的仕様 

本器の電気的仕様を表 1.2.2に示します。 

表 1.2.2 電気的仕様 

項目 小項目 内容 

測定ポート 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T 
GBICにより 1000BASE-SX/LXに対応 

ネットワーク I/F 

リモートポート 10BASE-T HALF 

表示 I/F 2.8インチ LCD(320×240ドットマトリックス) 

入力 I/F 専用キー入力 

表示・入力 I/F 

LED POWER(電源 ON/OFF表示) 
RUN(測定中)、LINK(L1リンク UP/DOWN) 
TX(送信)、RX(受信) 

AC電源 本体に添付の ACアダプタを使用 
最大消費電力：9W 
定格電圧：AC100V 
定格周波数：50/60Hz 

電源 

バッテリー電源 駆動連続 2時間程度（1000BASE-T回線測定時は 1.5
時間程度） 

サイズ H60×W120×D215[mm] 寸法・質量 

質量 本体約 1[Kg]、（電池、GBIC搭載時は約 1.2[Kg]） 

温度範囲 5～35℃ 動作環境 

湿度範囲 35%～85% 

 

 

 

 

 

 

 

 

NOTENOTENOTENOTE 

電池と充電器および GBIC に関しては弊社よりオプションとしてご購入頂いたもの

のみ使用することができます。 
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1.3 構成 

本節では AE5501 TrafficTesterMiniの本体構成およびオプション品構成について説明します。 

 
1.3.1 本体構成 

本体構成を表 1.3.1に示します。 

表 1.3.1 本体構成 

項番 品名 数量 備考 

1 AE5501 TrafficTesterMini 1 本体 

添付品 

2 ACアダプタ 1  

3 電源ケーブル 1  

4 AS-84708 1 AE5501 TrafficTesterMini取扱説明書 

 
1.3.2 オプション品構成 

オプション品構成を表 1.3.2に示します。 

表 1.3.2 オプション品構成 

項番 品名 数量 備考 

1 AE5501用 1000BASE-LX 
GBICモジュール 

1 

2 AE5501用 1000BASE-SX 
GBICモジュール 

1 

3 AE5501用 
充電式バッテリー一式 

1式 

4 AE5501用 
バッテリー充電器 

1 

電池と充電器およびGBICに関しては弊社よりオ

プションとしてご購入頂いたもののみ使用する

ことができます。 

5 AZ8128ソフトケース １ 本器を収納するショルダーバッグです。 
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1.3.3 オプション品 

AE5501で使用するオプション品に関して説明します。 
 

① GBIC 
GBICの供給メーカーおよび型名を表 1.3.3に示します。 

表 1.3.3 GBIC 

品名 供給メーカー 型名 

AE5501用 1000BASE-LX 
GBICモジュール 

Agilent 
 

HFCT-5611 

AE5501用 1000BASE-SX 
GBICモジュール 

Agilent 
 

HFBR-5601 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

お客様にお断りなく GBIC の供給メーカーや型名を変更することがありますのでご

了承下さい。 
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② 電池および充電器 
電池および充電器の供給メーカーおよび型名を表 1.3.4に示します。 

表 1.3.4 電池および充電器 

品名 供給メーカー 型名 

充電式バッテリー 
(ニッケル水素蓄電池) 

松下電器産業 HHR-3XPS 

バッテリー充電器 松下電器産業 BQ-390 

 
電池使用時には下記の点に十分注意して下さい。 

• 電源を切っても微少な電流が流れていますので長時間使用しないときは、本体より取り外

して下さい。 

• 使用済み電池はリサイクル処理を行って下さい。 

• 電池を購入した際は充電されていませんので充電して下さい。 

• 購入直後や長期間使用していなかった電池は動作時間が短くなっています。2～3度充電・

放電を繰り返し行うことにより元の状態に戻ります。 

• 電池を使い切らずに継ぎ足し充電を繰り返すと動作時間が短くなります。この場合充電器

の放電ボタンを使用して一度電池を空にして下さい。放電ボタンの使用方法については充

電器の説明書を参照して下さい。 

• 電池電圧が下がってしまうことがあるので定期的に電極の清掃を行って下さい。 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
警告警告警告警告 

● 火中に投入しないで下さい。破裂する場合があり非常に危険です。 
● 端子をショートさせないで下さい。発熱や破裂の危険性があります。 
● 分解しないで下さい。液漏れや発熱、破裂の危険性があります。 
● 誤って手にバッテリー液がついた場合は、ただちに多量の水で手を

洗い流して下さい。 

 

 

 
注意注意注意注意 

充電器はオプション品を使用して下さい。オプション品以外の製品は使

用しないで下さい。 

 

NOTENOTENOTENOTE    
お客様にお断りなく電池または充電器の供給メーカーや型名を変更することがあり

ますのでご了承下さい。 
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第2章 使用前の準備 

本章には、開梱、再梱包および受け入れ検査ならびに一般的注意事項について記述してあります。

本器を正しくお使い頂くために、使用前に必ずお読み下さい。 

 
2.1 開梱と再梱包 

本節では、開梱と再梱包、構成品の確認、機械的点検および動作点検について述べます。 

 
2.1.1 開梱 

本器は工場から出荷される際、機械的および電気的に十分な検査を受けて、正常な動作が

保証されています。本器を入手されましたら速やかに開梱し、輸送中に損傷を受けていない

かどうかを確認して下さい。 
開梱の際は、包装紙などの包装用消費材以外の内装用ダンボール箱およびクッション材等

はなるべく損傷しないよう注意し、転送時の再利用に備えて保管しておくことをおすすめし

ます。 

 
2.1.2 構成品の確認 

開梱後、本器の構成品が揃っているか、表 1.3.1を参照して確認して下さい。 

 
2.1.3 機械的点検 

本器の概観、スイッチの動作、コネクタ類について輸送中に受けた損傷、不具合の有無を

点検して下さい。 

 
2.1.4 動作点検 

機械的点検で異常がなければ、動作試験を行って性能の点検をします。本器が仕様のとお

りに動作しているかどうかを確認します。 
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2.1.5 損傷または異常を発見した場合 

点検の結果、本器の損傷あるいは動作上の不具合を発見したときは、最寄りの支店・営業

所へご連絡ください。 

 
2.1.6 再梱包 

輸送のため再梱包する場合は、受け入れ時に保管してある梱包材料を使用します。破損や

紛失のため使用できない場合は、次の方法で梱包してください。 
① 本器をターボリン紙などの丈夫な紙またはビニールシートで包装します。突出部分には予めク

ッションをあてて損傷を防止して下さい。 
② 本器の大きさに対して、各面から約 10[cm]の余裕を持った木箱またはダンボール箱に前記①

による包装品を収容します。 
③ 内容品と箱の隙間には、ポリウレタンフォーム、その他のクッション材を十分に詰め込んで下

さい。クッション材が少ないと輸送中の振動で損傷を受けることがあります。 
④ 箱の蓋をした後、段ボールの場合には粘着テープ等を使用してしっかり封印して下さい。 
⑤ 梱包の見やすい位置に、内容品の名称、宛名、発送者名などの必要事項をはっきりと表示して

下さい。 
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2.2 電源の接続 

本器は、AC100V，50/60Hzの電源を接続することにより、正常に動作しますが、下記の点を

未然に防ぐような処置をとった上で AC電源を供給してください。 
 

• 感電による人身事故 

• 異常電圧による機器内部の損傷 

 
 

 
危険危険危険危険 

電源コードの抜き差しは、プラグを持って確実に行って下さい。 
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第3章 機能説明 

本章ではパネル面の名称と機能、ソフトウェア機能について説明します。 

 
3.1 パネル面の名称と機能 

本節ではパネル面の名称および機能について説明します。 

 
3.1.1 正面パネルの説明 

本器の正面パネルを図 3.1-1に示します。 

 

図 3.1-1 正面パネル 

① 

② 

③ 
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① 表示部 
各種設定および結果の表示用 LCDです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② LED 
各種 LEDの機能を表 3.1.1に示します。 

表 3.1.1 LED の点灯条件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ キーボード 
各種キーの機能を表 3.1.2に示します。 

表 3.1.2 各種キーの機能 

表示 機能 

POWER 電源 ON/OFF 注 1 

RUN 測定開始 

STOP 測定終了 

ENTER 決定、サブ項目表示、サブ項目決定 

DISP 画面切り替え、項目決定 

UP 
DOWN 

サブ項目の選択 
 

↑ カーソル移動・スクロール移動 

↓ カーソル移動・スクロール移動 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

※ 注 1：電源起動時は 1秒間、電源切断時は 2秒間キーを押し続けて下さい。 

 
 

 
注意注意注意注意 

表示部は LCD を使用しているため、衝撃に弱くなっています。取扱時

には、表示部に衝撃を与えないように注意願います。 

 

表示 色 点灯条件 消灯条件 

TX フレーム送信時 IDLE中 

RX フレーム受信時 IDLE中 

LINK L1リンク確立中

注１ L1リンク切断中 

RUN 測定実行中(RUN処理中) 測定待機中(STOP処理中) 

POWER 

緑 

電源 ON時注 2 電源 OFF時 

※注 1：通信方式が FULLのときは点灯、HALFのときは点滅します。 
※注 2：起動処理中と終了処理中は点滅します。 
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3.1.2 右側面パネルの説明 

本器の右側面パネルを図 3.1-2に示します。 

 

図 3.1-2 右側面パネル 

① LCDコントラスト調整つまみ 
LCDコントラスト調整用のつまみです。上方向に操作するとコントラストが強くなり、下

方向に操作すると弱くなります。 
② リモートポート 

リモートモード等で使用する 10BASE-T HALF用ポートです。 
③ ACアダプタジャック 
添付品の ACアダプタ接続用のジャックです。 

① 

② 

③ 
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3.1.3 上面パネルの説明 

本器の上面パネルを図 3.1-3に示します。 
 
 

 
 

図 3.1-3 上面パネル 

 
 

① 10/100/1000BASE-T測定用ポート 
10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用のポートです。 

② 1000BASE-SX/LX測定用ポート 
1000BASE-SX、1000BASE-LX測定用の GBICスロットです。オプションの GBICモジ

ュールを実装して使用します。 
③ 電池カバー 
電池収納部のカバーです。 

④ 電池カバー止めネジ 
電池カバー用の止めネジです 

① 

② 

③ 

④ 
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3.2 測定機能 

本節では各測定機能についての概要を説明します。 

 
3.2.1 負荷発生モード 

負荷発生モードで測定を行うことで、測定対象の回線に対して指定したトラフィックを発

生することが可能となります。また、受信機能としては、フレーム数／フレームバイト数、

各種エラー情報、フレーム間隔情報の測定をすることが可能となります。 
負荷発生モードの詳細を表 3.2.1、表 3.2.2に示します。 

表 3.2.1 負荷発生モード 1 

項目 小項目 内容 

送信方式 Constant、Burst（IFG,IDLE,Count設定）

注２ 

送信数指定 Continue、Count（IFG,Count設定）

注２ 

最大４つまで設定可能 

パケット長設定（26～9999byte） 

MACアドレス設定 

VLANタグ設定（スタック４段まで） 

LLCヘッダ設定／SNAPヘッダ設定

注 1 

MPLSヘッダ設定（シムヘッダスタック４段）

注 1 

送信パターン 
 

IPv4ヘッダ／IPv4マルチキャスト／IPv6ヘッダ設定

注 1 

送信機能 

送信時間 テスト時間設定（0～1440分） 

オートネゴシ

エーション 
自動（10BASE-T、100BASE-TXで有効）

注 3 

フロー制御 PAUSEフレーム受信時の送信制御 

レイヤ 1設定 

コネクタ仕様 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用ポート

に接続するコネクタ仕様（CROSSOVER STATUS）の

選択 

※ 注 1：IPv4の場合は SrcIP、DstIPの編集可能で、IPv4 Multicastの場合は SrcIP
のみ編集可能です。その他のフィールド編集は AE5730 TrafficTesterMini Setup 
Softwareでのみ設定可能です。 

※ 注 2：IFGの設定単位は「μsec」「nsec」「%」「bit」「Frame/s」です。 
IDLEの設定単位は「s」「msec」「μsec」「bit」です。 

※ 注 3：1000BASE-T/SX/LXの場合、能力は 1000[Mbps]固定で Fullオートネゴシエ

ーション可能です。 
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表 3.2.2 負荷発生モード 2 

6 バイトまでのフィルタパターンを 2 通り設定可能で

す（ビット単位ドントケア有り） 
フィルタ機能 

オフセット指定可能（0～58） 

受信 Frame/Sの閾値指定 

送信フレーム数の閾値指定 

受信機能 

アラーム機能 

受信エラーカウント数の閾値指定 

トラフィック Tx/Rxレート（%）、Tx/Rxフレーム数、Tx/Rxバイト

数 
Tx/Rx Frame/S、Tx/Rx Bit/s 

エラー CRCエラー、オーバーサイズエラー、アンダーサイズ

エラー、アラインメントエラー 

アイドル時間

測定 
特定フレームの時間間隔を測定。 
10M時：分解能 1μs、最大誤差 3μs 
100/1000M時：分解能 100ns、最大誤差 300ns 

統計機能 

その他 コリジョン発生数、PAUSEフレーム数 

ARPリプライ機能  負荷発生モード試験時の ARP リクエストに対する

ARPリプライ 

 
 

ARPリプライ機能の詳細は下記の通りです。 
① ARPリプライを行う条件 
現在選択している測定条件の ARPリプライ設定が ONのとき ARPリクエストフレーム 
を受信すると ARPリプライフレーム（フレーム長は 64byte）を送信します。 
フィルタリングされた ARPリクエストフレームに対しても ARPリプライフレームを送信

しますが、受信フレームとしてカウントは行いません。 
② ARPリプライを行わない条件 

以下の ARPリクエストフレームを受信したときは ARPリプライフレームの送信を行いま

せん。 
・VLANタグの付加された ARPリクエストフレーム 
・MPLSラベルの付加された ARPリクエストフレーム 
・エラーカウントされた ARPリクエストフレーム 
・パケット長が 63byte以下、1519byte以上、オーバーサイズ閾値以上、のいずれかに該

当する ARPリクエストフレーム 
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3.2.2 遅延測定モード 

遅延測定モードで測定を行うことで、測定対象の回線に対して指定したトラフィックレー

トで送信することが可能です。対向に折り返し機能（LOOP BACK機能）を使用し、送信し

たフレームを折り返し受信した場合は、測定対象の遅延時間測定を行うことが可能です。 
また、受信機能としては、負荷発生モードと同様、フレーム数／フレームバイト数、各種

エラー情報、フレーム間隔情報の測定をすることが可能となります。 
 
遅延測定モードの詳細を表 3.2.3に示します。 

表 3.2.3 遅延測定モード 

※印注１：IPv4の場合は SrcIP、DstIPの編集可能で、IPv4 Multicastの場合は SrcIPの

み編集可能です。その他のフィールド編集は AE5730 TrafficTesterMini Setup 
Softwareでのみ設定可能です。 

※印注２：IFGの設定単位は「μsec」「nsec」「%」「bit」「Frame/s」です。 
IDLEの設定単位は「s」「msec」「μsec」「bit」です。 

※印注 3：1000BASE-T/SX/LXの場合、能力は 1000[Mbps]固定で Fullのオートネゴシエ

ーション可能です。 

項目 小項目 内容 

送信方式 Constant、Burst（IFG,IDLE,Count設定）

注 2 

送信数指定 Continue、Count（IFG,Count設定）

注 2 

最大 4つまで設定可能 

パケット長設定（64～9999byte） 

MACアドレス設定 

VLANタグ設定（スタック４段まで） 

LLCヘッダ設定／SNAPヘッダ設定

注 1 

MPLSヘッダ設定（シムヘッダスタック４段）

注 1 

送信パターン 
 

IPv4ヘッダ／IPv4マルチキャスト／IPv6ヘッダ設定

注 1 

送信機能 

送信時間 テスト時間設定（0～1440分） 

オートネゴシ

エーション 
自動（10BASE-T、100BASE-TXで有効）

注 3 

フロー制御 PAUSEフレーム受信時の送信制御 

レイヤ１設定 

コネクタ仕様 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用ポート

に接続するコネクタ仕様（CROSSOVER STATUS）の選
択 

6バイトまでのフィルタパターンを 2通り設定可能 
（ビット単位ドントケア有り） 

受信機能 フィルタ機能 

オフセット指定可能（0～５8） 

アイドル時間

測定 
10M時：分解能 1μs、最大誤差 3μs 
100/1000M時：分解能 100ns、最大誤差 300ns 

遅延時間 
分解能 

10M時：1μs 
100/1000M時：0.1μs 

遅延時間測定 

遅延時間確度 10M時：3μs±1デジット 
100/1000M時：0.3μs±1デジット 

ARPリプライ機能  遅延測定モード試験時の ARP リクエストに対する ARP
リプライ 
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ARPリプライ機能の詳細は下記の通りです。 
① ARPリプライを行う条件 
現在選択している測定条件の ARPリプライ設定が ONのとき ARPリクエストフレーム 
を受信すると ARPリプライフレーム（フレーム長は 64byte）を送信します。 
フィルタリングされた ARPリクエストフレームに対しても ARPリプライフレームを送信

しますが、受信フレームとしてカウントは行いません。 
② ARPリプライを行わない条件 

以下の ARPリクエストフレームを受信したときは ARPリプライフレームの送信を行いま

せん。 
・VLANタグの付加された ARPリクエストフレーム 
・MPLSラベルの付加された ARPリクエストフレーム 
・エラーカウントされた ARPリクエストフレーム 
・パケット長が 63byte以下、1519byte以上、オーバーサイズ閾値以上、のいずれかに該

当する ARPリクエストフレーム 

 



第 3章機能説明 

AS-84708Y                 3-9    

 
3.2.3 LOOP-BACK モード 

LOOP-BACKモード動作では、受信したフレームのうち、特定の宛先MACアドレスを持

つフレームのみを折り返し送信することが可能です。また、MACアドレスと同時に IPアド

レスの折り返し送信することも可能です。 
 
折り返しモードの詳細を表 3.2.4に示します。 

表 3.2.4 折り返しモード 

項目 小項目 内容 

MACアドレス 受信フレームの宛先と送信元の MAC アドレスを入れ替

え、CRC再計算後、折り返し送信する機能。 
折り返し機能

 

（送信機能） 

MAC アドレスおよ

び IPアドレス 
受信フレームの宛先と送信元の MACアドレスおよび IP
アドレスを入れ替え、CRC再計算後折り返し送信する機

能 

オートネゴシエー

ション 
自動（10BASE-T、100BASE-TXで有効）

注 1 
レイヤ１設定 

コネクタ仕様 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用ポート

に接続するコネクタ仕様（CROSSOVER STATUS）の選
択 

MACアドレス設定 測定ポート用MACアドレス設定。 

IPアドレス設定 測定ポート用 IPアドレス設定 

受信機能 

VLAN設定 受信フレームの VLANタグのスタック段数設定 

ARPリプライ

機能 

 LOOPBACK モード試験時の ARP リクエストに対する

ARPリプライ 

※印注 1：1000BASE-T/SX/LXの場合、能力は 1000[Mbps]固定で Fullのオートネゴシエ

ーション可能です。 

 
ARPリプライ機能の詳細は下記の通りです。 

① ARPリプライを行う条件 
現在選択している測定条件の ARPリプライ設定が ONのとき ARPリクエストフレーム 
を受信すると ARPリプライフレームを送信します。 
ARPリプライフレームの長さは ARPリクエストフレームと同じです。ただし 1519byte
以上の ARPリクエストフレームに対しては CRCエラーを付加した ARPリプライフレー

ムを送信します。 
フィルタリングされた ARPリクエストフレームに対しても ARPリプライフレームを送信

しますが、受信フレームとしてカウントは行いません。 
② ARPリプライを行わない条件 

以下の ARPリクエストフレームを受信したときは ARPリプライフレームの送信を行いま

せん。 
・VLANタグの付加された ARPリクエストフレーム 
・MPLSラベルの付加された ARPリクエストフレーム 
・パケット長が 63byte以下、1519byte以上、オーバーサイズ閾値以上、のいずれかに該

当する ARPリクエストフレーム 
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NOTENOTENOTENOTE    
●以下のフレームは LOOP BACKの対象外となります。 

・フレーム長が 63[byte]以下のフレーム。 
・ブロードキャストフレーム 
・マルチキャストフレーム 

●CRCエラーのフレームは CRCエラーのフレームとして LOOP BACKします。 
●フロー制御動作は行いません。 
●MACアドレス＋IPアドレスの折り返しを行う場合は、DIXフォーマットで以下の

フレーム構成を持つフレームのみ折り返し対象となります。 
・MAC＋TYPE＋IPv4 
・MAC＋VLAN+TYPE+IPv4 
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3.2.4 PING 測定モード 

指定した IPアドレスに対して PINGフレームを送信する機能です。 
PING測定モードの詳細を表 3.2.5に示します。 

表 3.2.5 PING 測定モード 

※印注 1：送信間隔時間には、多少の誤差が生じる場合があります。 
※印注 2：1000BASE-T/SX/LXの場合、能力は 1000[Mbps]固定で Fullのオートネゴシエ

ーション可能です。 
 

項目 小項目 内容 

MACアドレス 手動指定／グローバルMACアドレス設定 測定ポート用

アドレス設定 IPアドレス 手動指定／DHCPで取得した IPアドレスの設定 

送信間隔 １,5,10秒から選択可能

注 1 

パケット長設定（64～1518byte） 

ＭACアドレス設定 

VLANタグ設定（最大４段まで） 

送信パターン 
 

ＩＰアドレス設定 

送信機能 

送信数 PINGフレームの送信数を設定（1～4294267295フレー

ム） 

オートネゴシエー

ション 
自動（10BASE-T、100BASE-TXで有効）

注 2 
レイヤ 1設定 

コネクタ仕様 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用ポート

に接続するコネクタ仕様（CROSSOVER STATUS）の

選択 

受信判定機能 レスポンス時間 OK/NG判定及びレスポンス時間測定（μs単位） 
最大レスポンス時間、最小レスポンス時間、平均レスポ

ンス時間を表示 
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3.2.5 REPLY モード 

PINGフレームまたはARPフレームを受信した場合に、各REPLYを返送するモードです。 
REPLYモードの詳細を表 3.2.6に示します。 

 

表 3.2.6 REPLY モード詳細 

項目 小項目 内容 

MACアドレス 手動指定／グローバルMACアドレス設定 自アドレス設定 

IPアドレス 手動指定／DHCPで取得した IPアドレスの設定 

送信機能  PING/ARPレスポンスフレームの送信 
VLAN対応（最大４段まで） 

受信機能  PING/ARPリクエストフレームの受信 
VLAN対応（最大４段まで） 

オートネゴシ

エーション 
自動（10BASE-T、100BASE-TXで有効）

注 1 
レイヤ 1設定 

コネクタ仕様 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用ポート

に接続するコネクタ仕様（CROSSOVER STATUS）の

選択 

受信判定機能 レスポンス数 PING、ARPリプライ 

※印注 1：1000BASE-T/SX/LXの場合、能力は 1000[Mbps]固定で Fullのオートネゴシエ

ーション可能です。 
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3.2.6 DHCP／ARP 機能 

測定ポートの IPアドレス取得に DHCPを、測定対象のMACアドレス取得に ARPを使用

する機能です。DHCP／ARPモードの詳細を表 3.2.7に示します。 

表 3.2.7 DHCP 機能詳細 

項目 小項目 内容 

MACアドレス 測定ポートのMACアドレスを設定する。 

IPアドレス 測定ポートの IPアドレスを設定する。DHCPを使

用して取得した IPアドレスも設定可能 

サブネットマスク 測定ポートのサブネットマスクを設定する。DHCP
を使用して取得したサブネットも設定可能 

自アドレス設定 

デフォルトゲートウェイ 測定ポートのデフォルトゲートウェイを設定する。

DHCP を使用して取得したデフォルトゲートウェ

イも設定可能 

IPアドレス 宛先 IPアドレスを手動で設定 宛先アドレス設

定 MACアドレス ARP により取得した MAC アドレスを宛先 MAC
アドレスとして設定 

 
3.2.7 MACRO 機能 

測定前に測定に関する動作指定を行うことで、指定通りの測定を自動的に行う機能です。 
MACRO機能の詳細を表 3.2.8に示します。 

表 3.2.8 マクロ機能詳細 

 
 

項目 小項目 内容 

RUNコマンド 測定開始 

STOPコマンド 測定終了 

WAITコマンド 待ち時間設定 

SELコマンド 測定条件選択 

GOTOコマンド 指定コマンドへ移動する 

ENDコマンド マクロ動作の終了 

MACRO機能用コマンド 

; コマンド未入力状態 
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3.2.8 Telnet 遠隔操作機能 

Telnetにより、PC等から AE5501本体を遠隔操作する機能です。TELNET機能の一覧を

表 3.2.9に示します。 

表 3.2.9 TELNET 遠隔操作機能 

機能名称 概要 

権限変更 TELNET動作の権限変更 

リモート終了 AE5501の TELNET遠隔操作終了 

測定開始 測定開始 

測定停止 測定終了 

状態確認 AE5501の状態確認 

測定条件変更 測定時に使用する設定ファイルの選択 

測定条件一覧表示 測定時に使用する設定ファイルの一覧表示 

設定変更 設定ファイルの設定項目編集 

設定確認 設定ファイルの設定項目表示 

測定結果表示 測定結果の表示 

結果ファイル一覧表示 測定結果の一覧表示 

結果ファイル削除 測定結果の削除 

バージョン表示 AE5501のバージョン情報確認 

セルフテスト AE5501のセルフテスト実行 

日時設定 AE5501のカレンダー設定 

日時表示 AE5501のカレンダー表示 

全デフォルト設定 AE5501の設定全デフォルト化 

バージョンアップ AE5501のバージョンアップ 

AE5730リモート制御 AE5730－AE5501 間で設定ファイル、測定結果

ファイルを送受信する。 

DHCP処理実行 測定ポートに DHCPにより IPアドレスを取得 

ARP処理実行 指定した IP アドレスの端末の MAC アドレスを

ARP処理により取得 

パスワード設定 権限変更を行う際のパスワード設定を行う 

プロンプト設定 ターミナル画面に表示されるプロンプトを変更 

コマンド履歴一覧 ターミナル画面で入力した文字列の履歴一覧表

を表示 

ヘルプ TELNETコマンド用のヘルプ 

スクリプトコマンド 
登録 

スクリプトコマンド登録 

プログラム表示 登録済みスクリプトコマンドの表示 

スクリプト実行 登録済みスクリプトコマンドの実行 

Ｗａｉｔ TELNETコマンドの継続 

繰り返し TELNETコマンドの繰り返し 
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3.2.9 リモート設定機能 

リモート設定機能の詳細を表 3.2.10に示します。 

表 3.2.10 リモート設定機能 

 
3.2.10 解析機能 

解析機能の詳細を表 3.2.11に示します。 

表 3.2.11 解析機能 

項目 小項目 内容 

測定結果 各種測定結果を表示。 解析機能 

設定確認 各種設定を表示 

 
 

項目 小項目 内容 

自動 DHCP ON リモート設定 

手動 DHCP OFF、IP アドレス、サブネットマスク設定、デ

フォルトゲートウェイ設定 
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第4章 使用方法 

本章では本器の使用方法について説明します。 

 
4.1 準備および動作確認 

本節では本器の電源投入、基本的な使用方法および電源切断までを説明します。 

 
4.1.1 使用方法フローチャート 

基本的な使用方法の流れは以下の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

● 10BASE-T、100BASE-TXで測定を行う場合は GBICを取り外して

下さい。 
GBIC を挿入していると電池の消耗が大きくなり、持続時間が短くな

ります。 
●1000BASE-T で測定を行う場合に GBIC を装着していると画面に

「PULL OUT GBIC」という表示が出て測定を実行できません。 

 

オプションモジュールの挿入 

AE5501電源 ON 

リモートポート用 IPアドレス取得 

設定ファイルアップロード／システムバージョンアップ 

測定 

結果ファイルダウンロード 

AE5501電源 OFF 
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4.1.2 オプションモジュールの挿入 

1000BASE-SX/LXを測定する際に使用する GBICモジュールの挿入について説明します。 

 
図 4.1-1に示す面を上にして 1000BASE-SX/LX測定用ポートに挿入して下さい。 
GBICモジュールを引き抜く際はレバーを矢印方向に操作しながら抜いて下さい。 

 

図 4.1-1 Agilent 製 GBIC モジュール 

 

 
 

図 4.1-2 GBIC モジュール挿入 

上 

下 

レバー 

挿入方向 

1000BASE-SX/LX 
測定用ポート 
 

上 
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4.1.3 電源の準備 

本器は電源として電池と AC電源を選択できます。以下にそれぞれの準備方法を示します。 
① AC電源の場合 
図 4.1-3のように電源インレットに ACアダプタ端子を挿入して下さい。 
 

 

図 4.1-3 AC 電源接続方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
警告警告警告警告 

● 人体に影響を及ぼすおそれがあるのでGBIC装着時はGBICの測定

ポートを覗き込まないで下さい。 

● オプションモジュールの交換を行う場合には、必ず POWER-LED
が消灯していることを確認して下さい。 

 

 
注意注意注意注意 

AC アダプタは添付品のみ使用して下さい。標準添付品以外の製品を使

用すると故障の原因となります。オプション品には「この ACアダプタ

は AE5501のみに、ご使用できます。」というシールが貼ってあります。  

ACアダプタ端子 

電源インレット 



第 4章使用方法 

4-4 AS-84708Y 

 
② バッテリー電源の場合 
電池の挿入方法および電池の極性の方向を図 4.1-4に示します。 
 

 
図 4.1-4 電池挿入および電池の極性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
警告警告警告警告 

● 本器の故障または発熱、発火の原因となるおそれがあるので、電池

の挿入方向は図 4.1-4(b)に従って下さい。 
● 電池に著しい損傷がある場合は使用しないで下さい。  

 

 
注意注意注意注意 

本器の故障の原因となるので、電池の抜き差しは AC電源を本器から外

してから行って下さい。 
 



第 4章使用方法 

AS-84708Y                 4-5    

 
4.1.4 電源投入 

電源の準備が完了したら POWER-LEDが点灯するまで（約１秒）正面パネルの POWER
キーを押して下さい。 
電源を投入した際に画面には電源の種類によって LCDパネルの左上に以下に示すアイコ

ンが表示されます。 

 

図 4.1-5 電源表示 

各表示の内容は以下の通りです。 

表示 内容 

(a)の表示 電池の残容量が 50～100%の状態で表示されます。 

(b)の表示 電池の残容量が 20～50%の状態で表示されます。 

(c)の表示 電池の残容量が 0～20%の状態で表示されます。 
この場合、警告メッセージと共にアラーム音が鳴ります。ま

た、PowerLEDがオレンジ色に点灯します。 

(d)の表示 電池が挿入されていないか、電池の容量が著しく少ない場合

に表示されます。 

(e)の表示 AC電源を使用している場合に表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
注意注意注意注意 

● リモート状態にする際には電源表示が図 4.1-5(a)、(e)であることを確認し

て下さい。 
● 電源を再起動する場合、電源 OFF 状態になってから最低１５秒程度、時

間をあけてから、電源の再投入をしてください。 
● 電源投入後、POWER LEDが点滅状態で LCD上に何も表示されない状態

が１分以上続いている場合は、一度電源を OFF にし、１５秒程度時間を

あけてから電源を再投入してください。 
● 電源投入後に、BOOT画面ロゴが表示された状態で１分以上変化が無い場

合は、システムファイルが破損している可能性があります。この場合、

AE5730 TrafficTesterMini Setup Software 取扱説明書の「System 
Recovery画面」を参照し、復元処理を行ってください。 
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NOTENOTENOTENOTE    
● POWER-LEDが点灯するまで POWER キーを押すと 15秒ほどしてから図 4.2-6 に

示す BOOT画面が表示されます。次に図 4.2-7 に示す Mode Select画面が表示され

ますので、その後に各操作を行って下さい。 
● 満充電を行った後でも(a)が表示されない場合は電池の寿命なので交換して下さい。 
● 出荷後に必ず時計の設定を確認して下さい。時計の設定がされていないと、ファイル

の操作に不具合が生じる可能性があります。 
● 電池残容量の警告メッセージが表示されたら、速やかに電源を落とし、バッテリーを

充電した後、ご使用してください。 
● AC アダプタを使用した場合でも、長期間の連続通電状態の使用は想定しておりませ

ん。（７２時間程度の連続通電状態での検証をしております） 
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4.1.5 AE5730 搭載 PC との接続 

本器と AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載 PCを接続します。接続法として

は LANを通して接続する場合と直接接続する場合の 2通りあります。 
AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareを搭載する PCは、ネットワークインターフェ

ースカード（NIC）が実装されており、TCP/IPプロトコルが登録されているものをご用意く

ださい。 

 
① LANを通して接続する場合 
図 4.1-6に示すように接続して下さい。 

 

 
図 4.1-6 LAN を通して接続する場合 

 

NOTENOTENOTENOTE    
● 工場出荷時は、リモートポートのネットワーク設定は以下の通りになっております。 

IPアドレス  ： 192.168.  0.  1 
サブネット   ：  255.255.255.  0 
ゲートウェイ ：    0.  0.  0.  0 

● 電源立ち上げ時のリモートポートのネットワーク設定は必ず上記の設定になります。ご

使用のリモート回線に影響が出る可能性が有るため、ご注意ください。 
● リモートポートの設定は、【REMOTE SET】画面で設定することで変更することが出

来ます。 

REMOTE 
ポート 

LANケーブル 
（ストレートケーブル） 
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② 直接接続する場合 
図 4.1-7に示すように接続して下さい。 

 
 
 

 

図 4.1-7 直接接続する場合 

 
クロスケーブルを使用して AE5501 TrafficTesterMiniと AE5730 TrafficTesterMini 
Setup Software搭載 PCとを直接接続をする際には、AE5730 TrafficTesterMini Setup 
Software搭載 PCにおいて(a)～(d)に説明する設定を行う必要があります。なお本章では

例として AE5730搭載 PCにMicrosoft® Windows® 98 operating systemがインストール

されていた場合の設定方法を記載します。その他の OSがインストールされていた場合の

設定方法については「5.5 AE5730搭載 PCとの直接接続時の設定」に記載します。 

 

REMOTE 
ポート 

LANケーブル 
（クロスケーブル） 
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(a) Windowsのスタートメニューから［設定(S)］→[コントロールパネル(C)]と選択して下

さい。図 4.1-8が表示されます。 

 

 

図 4.1-8 [コントロールパネル©]ダイアログ 
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(b) 図 4.1-8で[ネットワーク]をダブルクリックすると図 4.1-9が表示されます。 
図 4.1-9の[TCP/IP－＞□](□はご使用の PCの NIC名です)をダブルクリックして下さ

い。 

 

 

図 4.1-9 [ネットワーク]ダイアログ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載PCのネットワーク設定は必要によ

り復旧できるように変更を行う前に控えをとっておくことをお勧めします。 
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(c) (b)の操作を行うと[TCP/IPのプロパティ]ダイアログが表示されます。[TCP/IPのプロ

パティ]ダイアログで表示される各設定項目を以下のように設定して下さい。 
 
[IPアドレス]の設定で[IPアドレスを指定(S)]をチェックして[IPアドレス]と[サブネッ

トマスク]を入力して下さい。なお下図に示す[IPアドレス]および[サブネットマスク]の値
は例として示します。既に設定済みの値が存在する場合は変更不要です。 

 

 

図 4.1-10 IP アドレス設定 
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[WINS設定]の設定を下図のように行って下さい。 

 

図 4.1-11 WINS 設定 

 
[ゲートウェイ]の設定を下図のように行って下さい。新しいゲートウェイ設定はしないで

下さい。既に設定されているゲートウェイは削除する必要はありません。 

 

図 4.1-12 ゲートウェイ設定 
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[DNS設定]を下図のように設定した後、[OK]をクリックして下さい。 

 

 

図 4.1-13 DNS 設定 

 
 

(d) 図 4.1-13で[OK]をクリックすると「図 4.1-9 [ネットワーク]ダイアログ」が表示され

ます。「図 4.1-9 [ネットワーク]ダイアログ」で[OK]をクリックして下さい。しばらくす

ると下図が表示されます。[はい(Y)]をクリックすると設定の変更を完了して PCを再起

動します。 
 

 

図 4.1-14 [システム設定の変更]ダイアログ 
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NOTENOTENOTENOTE    
● 直接接続する場合はクロスケーブルを使用して下さい。 
● AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載 PCと本器とをクロスケーブル

を使用して直接接続する場合、ケーブルを外した状態で長時間置いておくと、

ケーブルを再挿入しても本器と AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭
載 PC が通信出来ない状態になることがあります。その場合は AE5730 
TrafficTesterMini Setup Software搭載 PCを再起動して下さい。 

● AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareを使用する場合はAE5730以外のネ

ットワークを使用するアプリケーションソフトまたは常駐ソフトウェアは全て

終了し、起動を行わないようにして下さい。 
● 本器で設定するリモートポート用 IP アドレスと AE5730 TrafficTesterMini 

Setup Software搭載 PCの「図 4.1-9 [ネットワーク]ダイアログ」で設定する

IP アドレスはサブネットマスクで指定されるネットワークアドレス部分を同じ

値にして下さい。 
 

例） 

 
注意注意注意注意 

● 回線に影響を与えるおそれがあるため、10BASE-T、100BASE-TX、
1000BASE-T測定用ポートとREMOTEポートは用途別に使用して

下さい。 
● REMOTEポートは 10BASE-Tの半２重固定です。 

 

・ AE5501 TrafficTesterMini 
IP ADDR SET：192.168.0.1 

SUBNET MASK：255.255.255.0 

・ AE5730 TrafficTesterMini  
Setup Software 
IPアドレス：192.168.0.2 

サブネットマスク：255.255.255.0 
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4.1.6 リモート用 IP アドレスの設定 

リモートポート用の IPアドレスを設定して下さい。リモートポート用 IPアドレスの設定

方法の詳細に関しては、4.2.15の Remote Setup画面の項を参照して下さい。 

 
4.1.7 設定のアップロード 

① アップロード待機 
図 4.1-15(a)の OKボタンを押して下さい。AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭
載 PCとデータを送受信可能な状態になります。 

 

 

図 4.1-15 アップロード待機状態 

 
② 設定のアップロード 
AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載PCを使用して設定データのアップロード

を行って下さい。データのアップロード方法に関しては、AE5730 TrafficTesterMini Setup 
Software取扱説明書をご参照ください。設定データのアップロードが終了したら図 
4.1-15(b)の STOPボタンを押して下さい。 
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4.1.8 測定用ポートの使用方法 

10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-Tの回線を測定する場合は図 3.1-3①のポートを

使用して下さい。1000BASE-SX/LXの回線を測定する場合は図 3.1-3②のポートを使用して

下さい。 
GBICモジュール取り付けに関しては「4.1.2 オプションモジュールの挿入」を参照して下

さい。 
10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-Tの回線を使用する場合は CROSSOVERの設定

により、測定対象との接続ケーブル種類が異なります。 
TrafficTesterMiniと DTE(PCやハブ)との接続にはストレート又はクロスケーブルを使用

します。いずれのケーブルを使用するかは接続する機器のコネクタの仕様によります。 
TrafficTesterMiniでは、MDI/MDIX/AUTOの設定が可能であり対向器との柔軟な接続を

可能にしています。 
 
以下に、CROSSOVER設定毎の接続例及びMDIとMDIXの違いを示します。尚、立ち上

げ直後の CROSSOVER設定はMDIとなっています。 
 

 

図 4.1-16 接続ケーブルと CrossOver 設定の関係 

 
 

 

図 4.1-17 測定ポートインターフェース 
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4.1.9 測定 

以下に示す手順で測定を行って下さい。 
① 測定開始 

使用する測定ポートと回線を接続し各画面で設定後、正面パネルの RUNキーを押して測

定を開始して下さい。Mode Select画面、Setup Select画面、Setup画面いずれの画面に

おいても RUNキーを押すことが可能です。 
 

 

図 4.1-18 測定開始 

② 測定終了 
正面パネルの STOPキーを押して測定を終了して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.1.10  測定結果のダウンロード 

測定結果ダウンロードは設定のアップロードと同様に Remote画面で RUNNING状態を

確認した後、AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareで測定結果のダウンロードを行っ

て下さい。ダウンロードが終了した後 Remote画面の STOPボタンを押して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

NOTENOTENOTENOTE    
データの送受信中に測定ポートに接続しているケーブルの挿抜は行わないで下さ

い。送受信中に挿抜した場合、正しく送受信出来なくなる可能性があります。 

NOTENOTENOTENOTE    
測定結果をダウンロードすると、AE5501本体内の結果ファイルを削除します。 
尚、設定ファイルをアップロードした場合は、結果ファイルはそのまま残ります。 



第 4章使用方法 

4-18 AS-84708Y 

 
 

4.1.11 電源の切断 

測定中、リモート実行中でないことを確認した後、以下に示す方法で電源の切断を行って

下さい。 
① AC電源の場合 

正面パネルの POWERボタンを約２秒間押して下さい。POWER-LEDが点滅します。電

源の切断が完了すると POWER-LEDが消灯しますので、ACアダプタジャックから電源ケ

ーブルを引き抜いて下さい。 
② バッテリー電源の場合 

正面パネルの POWERボタンを約２秒間押して下さい。POWER-LEDが点滅します。電

源の切断が完了すると POWER-LEDが消灯します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

故障の原因となることがあるので、電源の切断は測定中、リモートリモートリモートリモート実行実行実行実行

中中中中でないことでないことでないことでないこと、及びメッセージメッセージメッセージメッセージ表示表示表示表示にににに「「「「Please WaitPlease WaitPlease WaitPlease Wait」」」」のののの表示表示表示表示がされてがされてがされてがされて

いないこといないこといないこといないことを確認してから行って下さい。  



第 4章使用方法 

AS-84708Y                 4-19    

 

4.2 詳細機能 

本節では各画面の説明をします。4.2.2節で各画面の相関関係を示す系統図および各画面の概要

を、それ以降の節で各画面の詳細について説明します。 

 
4.2.1  画面共通事項 

本器の LCDパネルに表示される画面は以-下のような部分からなっています。 

 

 

図 4.2-1 画面共通事項 

 
図 4.2-1に表示される内容は以下の通りです。 

① 電源状態表示部 
電池残容量、ＡＣ電源接続のアイコンが表示されます。 

② モード表示部 
画面名を表示します。 

③ 状態表示部 
測定 RUN/STOPおよびリモート実行中の表示をします。 

④ 各種表示項目部 
各種項目を表示します。 

⑤ スクロール表示部 
各種表示項目部がスクロールする場合、スクロール方向の矢印が表示されます。 

⑥ メッセージ表示部 
メッセージを表示します。 
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NOTENOTENOTENOTE    
● ONLINE以外の画面で、バッテリー駆動しており残容量表示が残り１つになった場合、

以下の状態になります。 
・・・・    残容量表示が反転する。 
・・・・    警告メッセージを表示する。 
・・・・    PowerLEDがオレンジ色に点灯する。 
上記の状態になった場合は、速やかに Powerキー長押しによる電源 OFFをしてください。 
再度使用する場合は、バッテリーを再充電した後にご使用くださいますようご注意くださ

い。 
 
●ONLINE画面表示中に残容量表示が残り１つになった場合は、メッセージバーに警告メッ

セージを表示します。 
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4.2.2  画面系統図 

AE5501の LCDで表示する各画面の相関関係を以下に記載します。 
各画面の概要および表示場所を表 4.2.1に示します。 
 

表 4.2.1 画面概要 

画面名称 概要 項番 

Boot Bootステータスの表示画面 4.2.3 

Mode Select モードセレクト画面(Boot後の初期画面) 4.2.4 

Setup Select セットアップ項目の選択画面 4.2.5 

OnLine 各測定モード実行中の画面 4.2.6 

Off Select オフラインセレクト画面 4.2.7 

File Select 結果ファイル一覧の表示および編集画面 4.2.8 

OffLine 各測定モードの測定結果表示画面 4.2.9 

Setup セットアップの編集用画面 4.2.10 

Free Setup PING/REPLY/LOOP-BACKモード設定画面 4.2.11 

DHCP DHCP設定および実行画面 4.2.12 

ARP ARP設定および実行画面 4.2.13 

MACRO MACRO動作設定画面 4.2.14 

MACRO 動作中

画面 
MACRO動作中の画面 4.2.14.5 

LOG VIEW MACRO動作の LOG表示画面 4.2.15 

Remote リモートモードの操作画面 4.2.16.1 

VerUp システムバージョンアップモードの操作画面 4.2.16.2 

TELNET TELNETによる遠隔操作の準備画面 4.2.16.3 

SelfTest セルフテスト操作画面 4.2.17 

TimeSet AE5501の時刻設定画面 4.2.18 

ALL DEFAULT コンパクトフラッシュのチェック機能を実行する画面 4.2.19 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

故障の原因となる可能性がありますので、メッセージメッセージメッセージメッセージ表示部表示部表示部表示部にににに    
「「「「Please waitPlease waitPlease waitPlease wait」」」」とととと表示表示表示表示されているときにはされているときにはされているときにはされているときには電源電源電源電源をををを切切切切らないようにらないようにらないようにらないように注意注意注意注意

してしてしてして下下下下さいさいさいさい。  

NOTENOTENOTENOTE    
説明書に記載されている「ボタン」は LCD パネル内の表示を、「キー」は本体の正

面パネル上のものを示しています。 
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図 4.2-2 GENERATE/LATENCY 画面遷移 

 
 
 

 

図 4.2-3 PING/REPLY/LOOPBACK 画面遷移 
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図 4.2-4 REMOTE/VERUP/TELNET 画面遷移 

 
 
 
 

 
 

図 4.2-5 DHCP/ARP 画面遷移 
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4.2.3  BOOT 画面 

BOOTステータスを表示する画面です。BOOT画面を図 4.2-6に示します。 
 

 

図 4.2-6 BOOT 画面 

BOOT処理中にエラーが発生した場合はエラーメッセージを表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

●Remote動作及び、VerUP動作が失敗している場合は、System画面
でネットワーク情報を確認の上、再度 Remote 動作、及び VerUP
動作を行うようにしてください。 

●BOOT時の LINK設定は以下の通りとなっています。 
I/F：TX 
Speed：100M 
Duplex：FULL 
Flow Ctrl：ON 
Negotiation：AUTO 

 

NOTENOTENOTENOTE 

● BOOT処理時にエラーが発生した場合はエラーメッセージが表示され、POWER
キー以外の入力を受け付けません。この状態になりましたら再起動をして確認

して下さい。 

● BOOT画面表示中に「DISPキー」を押し続けることで、手動で復旧モードを受

け付ける状態になります。復旧モードについての詳細は「 AE5730 
TrafficTesterMini Setup Software取扱説明書」または「5.6.2 復旧モードにつ

いて」を参照してください。 
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4.2.4  Mode Select 画面 

モード選択画面（初期画面）です。図 4.2-7にMode Select画面を、表 4.2.2にMode Select
画面におけるキーの機能を示します。 
 

 

 
 

図 4.2-7 Mode Select 画面 

 

表 4.2.2 キーの機能-Mode Select 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← 無効 

→ 無効 

RUN ①と③のみ有効(ONLINE画面へ切り替え) 

STOP 無効 

DISP 無効 

ENTER それぞれのモードへ画面切り替え 

UP 無効 

DOWN 無効 

 
 

① ENTERキーで Generate/Latencyの Setup Select画面へ移動します。 
② Setup Select画面で選択した項目を表示します。 
③ ENTERキーで Free用の設定編集画面（Free Setup画面）へ移動します。 
④ Free Setup画面で設定したモード（PING.REPLY,LOOPBACK）を表示します。 
⑤ ENTERキーで OFF SELECT画面へ移動します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
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⑥ ENTERキーで DHCP画面へ移動します。 
⑦ ENTERキーでMACRO画面へ移動します。 
⑧ ENTERキーで Remote画面へ移動します。 
⑨ ENTERキーで Self Test画面へ移動します。 
⑩ ENTERキーで Time Set画面へ移動します。 
⑪ ENTERキーで All Default画面へ移動します。 
⑫ ENTERキーで Log View画面へ移動します。 
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4.2.5  Setup Select 画面 

セットアップ項目の選択画面です。Mode Select画面で GENERATE/LATENCYを選択す

ると表示されます。 
測定したい項目で RUNキーを押すと測定を開始します。セットアップ内容を編集したい

場合は、その項目で ENTERキーを押すと編集画面、Setup画面に移動します。図 4.2-8に
Setup Select画面を、表 4.2.3に Setup Select画面におけるキーの機能を示します。 
 

 

図 4.2-8 Setup Select 画面 

 

表 4.2.3 キーの機能-Setup Select 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← 無効 

→ 無効 

RUN ONLINE画面へ切り替え 

STOP 無効 

DISP Mode Select画面へ戻る 

ENTER Setup画面へ切り替え 

UP 無効 

DOWN 無効 

 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● 図 4.2-7で表示される文字列は AE5730で設定した文字列となります。この文字

列は AE5501本体では編集できません。 
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4.2.6  ONLINE 画面 

測定中に表示される画面です。ONLINE画面の例を図 4.2-9、図 4.2-10、図 4.2-11、図 
4.2-12に示します。項目内容の表示場所に関しては表 4.2.4を参照して下さい。キーの機能

に関しては表 4.2.9を参照して下さい。 

 
 

 
 

図 4.2-9 ONLINE 画面 1(GENERATE モード) 
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図 4.2-10 ONLINE 画面 2(LATENCY モード) 
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図 4.2-11 ONLINE 画面 3(PING モード) 

 
 

 
 
 

図 4.2-12 ONLINE 画面 4(REPLY、LOOPBACK モード) 

 
 

(a)REPLYモード (b)LOOP BACKモード 
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表 4.2.4 項目表示場所 

内容 表示場所 

全モード共通表示項目 表 4.2.5 

GENERATE/LATENCY
モード共通表示項目 

表 4.2.6 

PINGモード表示項目 表 4.2.7 
REPLYモード表示項目 表 4.2.8 

 

表 4.2.5 全モード共通表示内容 

表示 内容 

SET 測定に使用しているセットアップ名 

TEST MODE 測定中のテストモード 

L1 測定中の回線種別 

FLOW CTRL PAUSEフレーム受信時の送信制御の ON/OFF 

NEGOTIATE オートネゴシエーションの ON/OFF 

LINK 測定中の Layer１のリンク状態 

CROSSOVER 現在の 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T 測
定用ポートのコネクタ仕様（CROSSOVER STATUS）
を MDI（ストレートケーブル仕様）/MDIX（クロス

ケーブル仕様）/AUTO（自動判別）で表示。詳細は図 
4.1-17を参照。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● オートネゴシエーション動作をさせている場合、FLOW CTRL判断は以下の様

に行います。 
＜10M/100Mの場合＞ 
自分と相手といずれも BaseLCWの PAUSEビットが ONになっている場合に限

り、FLOW CTRLのサポートが決定します。 
＜1000Mの場合＞ 
ネゴシエーションの結果でAE5501側が「Symmetric」または「Asymmetric->Loac 
Device」と判断した場合に、FLOW CTRLのサポートが決定します。 
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表 4.2.6 GENERATE/LATENCY 共通表示項目 

表示 内容 

STOP ACTION テスト時間設定の ON/OFFを表示。 

TX RATE 1秒あたりの送信側トラフィックレート 

RX RATE 1秒あたりの受信側トラフィックレート 

TX FRM/S 1秒あたりの送信フレーム数 

RX FRM/S 1秒あたりの受信フレーム数 

TX BIT/S 1秒あたりの送信ビット数 

RX BIT/S 1秒あたりの受信ビット数 

TX ERROR 総送信エラー数 

RX ERROR 総受信エラー数 

CRC ERROR 受信 CRCエラー数 

UNDERSIZE 受信アンダーサイズエラー数 

OVERSIZE 受信オーバーサイズエラー数 

ALIGNMENT 受信アラインメントエラー数 
受信シンボルエラー数 

COLLISION 総コリジョン数 

PAUSE Pkt 総受信 PAUSEパケット数 

TX BYTE 総送信バイト数 

RX BYTE 総受信バイト数 

TX FRAME 総送信フレーム数 

RX FRAME 総受信フレーム数 

IDLE 最大／最小／平均 IDLE時間 

ALARM 以下の数値のアラーム設定(Generate時のみ) 
①受信 Frame/s 
②送信フレーム数 
③受信エラーパケット数 

DELAY Latencyモード時の遅延時間(Latency時のみ) 

 

NOTENOTENOTENOTE 

● フィルタリングされたARPリクエストフレームは受信フレームとしてカウント

を行いません。 
● データの送受信中に測定ポートに接続しているケーブルの挿抜は行わないで下

さい。送受信中に挿抜した場合、正しく送受信出来なくなる可能性があります。 
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表 4.2.7 PING モード表示項目 

表示 内容 

SRC IP 測定ポート用 IPアドレス 

DST IP 送信先 IPアドレス 

SRC MAC 測定ポート用MACアドレス 

TX MODE 測定終了条件 

ARP RESULT ARP処理結果の表示 

PING PING要求に対する応答状態の内、最新の５個表示 

TX FRAME 総送信フレーム数 

RX FRAME 総受信フレーム数 

LOSS CNT リクエストに対するレスポンスが無い場合のカウント数 

LOSS RATE 送信フレーム数に対する LOSS CNT発生率 

 

表 4.2.8 REPLY モード表示項目 

表示 内容 

PING REPLY TOTAL PING受信数 

ARP REPLY TOTAL ARP受信数 

 

表 4.2.9 キーの機能-Online 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ 

↓ 
画面スクロール 

← 前のブランク行へ飛ぶ 

→ 次のブランク行へ飛ぶ 

RUN 送信モードが【RX&TX】の場合は無効。 
送信モードが【RX→TX】の場合は送信開始 

STOP 送信モードが【RX&TX】の場合は測定中止。 
送信モードが【RX→TX】の場合は送信中は送

信停止、送信停止中は測定中止。 

DISP 無効 

ENTER ポーズ、ポーズ解除 

UP 無効 

DOWN 無効 
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NOTENOTENOTENOTE 

●RUNの状態によって、画面左上(図 4.2-1 画面共通事項の③)の表示が異なり

ます。受信のみの状態では通常の RUNが表示され、送受信時には、反転表示

(白黒反転)の RUNが表示されます。 

●RUN MODEで「RX→TX」を指定した場合の動作を下図に時系列的に示します。 
R: RUNキー入力 
S:STOPキー入力 

            ---R-----R---------S-------R------S------------S----- 
受信＆統計    +---------------------------------------------+ 
送信               +---------+     +------+ 

 

NOTENOTENOTENOTE    
TX/RX RATE,FRM/S,BIT/Sの OFFLINEの統計値は以下の通りになります。 
 
●Ｒ03.10以前の動作 
測定終了時のレート統計値が格納されます。ただし、測定中に PAUSE 動作を行った場合は、その時

点のレート統計値が格納されます。 
①RUNと STOPが１秒以内にある場合 
 +----------+--R----S--+----------+----------+----------+----- 
  各種統計値は０と表示されます。 

 
②RUNと STOPの間に１秒境界がある場合 
 +----------+--R-------+----S-----+----------+----------+----- 
        (1)      (2) 
 各種統計は(2)の統計値が登録されます。 

 
③RUNと STOPの間に１秒境界が２つ以上ある場合 
 +----------+--R-------+----------+----------+------S---+----- 
        (1)      (2)      (3)     (4) 
  各種統計は(4)の統計値が登録されます。 
※TX/RX RATE,FRM/S,BIT/Sは必ず同インターバルの情報となります。 
 

●R03.12以降の動作 
測定中の Tx、Rx ピークレート統計値が格納されます。ただし、測定中に PAUSE 動作を行った場合

は、その時点のレート統計値が格納されます。 
 

 
上記のようなレート変動があった場合、TX RATEが 80%時の TX RATE,FRM/S,BIT/Sが保存され、

RX RATEが 70%時の RX RATE,FRM/S,BIT/Sが保存されます。 
 

例外動作として以下の項目があります。 
・測定中にリンクスピードが変わった場合は、保存されていたピークレート統計値もクリアされます。

また、PUASEで保存していたレート統計値も同様にクリアされます。 
・測定中にリンクダウンした場合でも、リンクアップ後のリンクスピードがリンクダウン前のリンク

スピードと同じであれば、それまで保存されていたピークレート統計値はクリアされません。 
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NOTENOTENOTENOTE 

●Generate モードと Latency モードにおいて統計データは 1 秒間隔で加算表示を

されます。 
●STOP キーによって測定を終了した場合、STOP キー入力されてから、次の１秒

インターバルの境目で送信受信終了となります。尚、その境目で送受信フレーム

が途中の場合、送信時にはそのフレーム送信後、測定終了となります。受信時に

はそのフレームは破棄されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●LINKがとれていない状態で RUNすると、送信しまうことがあります。LINKを

確立してから RUNするようにして下さい。 
●TIME で指定された時間が経過した場合、アラーム音を発生後、自動的に測定を

終了します。 
●PINGモードで Count数を設定した場合、設定された数を送信し 
INTERVAL TIMEで設定された時間が経過後、アラーム音を発生して自動的に測

定を終了します。 
●アラーム条件で UP を指定した場合は、対象統計値が閾値を以上に変化したポイ

ントでアラーム成立とします。また DOWN を指定した場合は、対象統計値が閾

値を以下に変化したポイントでアラーム成立とします。 
●LOOPBACKモード動作は、全二重の回線で使用することを前提としています。 

1s 

送信･受信終了 

STOPキー入力 

時間 

送受信フレーム 

１秒インターバル境界 
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NOTENOTENOTENOTE 

● PING画面で表示される ARP RESULT項目は以下の通りです。 
 

TARGET DST IPで指定した IPアドレスを持つ

機器が対象 

Acquired MAC 
 

GATEWAY GATEWAYで指定した IPアドレスを

持つ機器が対象 

MAC ARP処理で取得したMACアドレス  

 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● ONLINE画面を表示する（測定開始）前に、リンク設定が確立しているかを判定し、

確立していない場合は、以下のメッセージが表示されます。OK を押した場合、リン

ク確立をしていない状態で測定開始をします。 
 
 
 
 
 
 
 
● ONLINE画面を表示する（測定開始）時にすでに、測定結果が 100個存在する場合は、

一番日付の古い測定結果を対象とした削除確認画面を表示します。OK を選択した場

合、ファイルを削除し測定を開始します。 
 
 
 
 
 
 
● 測定を開始して、１秒未満で測定終了を下場合、測定結果ファイルは生成されません。 
● 測定終了時に測定結果をファイルとして保存します。その際のファイル名は測定終了

時刻を元にした数値となります。（例えば 2002年 6月 30日 12時 34分 56秒の場合は

「020630123456.re」となります） 
 

Now Link Down 
Continue ? 

 
CANCEL   OK 

File Count 100 
Delete OK ? 

 
CANCEL   OK 
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4.2.7  Off Select 画面 

Mode Select画面から FILE VIEWを選択すると Off Select画面に切り替わります。合計

１００回分の測定結果を保存できます。図 4.2-13に Off Select画面を、表 4.2.10にキーの

機能を示します。 
 
 

 

図 4.2-13 Off Select 画面 

 

表 4.2.10 キーの機能-Off Select 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← 無効 

→ 無効 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP Mode Select画面へ戻る 

ENTER Setup画面へ切り替え 

UP 無効 

DOWN 無効 

 
① NEW FILE VIEW上で ENTERキーを押すと OFFLINE画面へ移動し、最新の結果ファイル

を表示します。 
② SETUP01から FREE上で ENTERキーを押すと各セットアップに応じた File Select画面へ

移動します。 
③ ALL DELETE上で ENTERキーを押すと全ての結果ファイルを削除します。 

① 

② 

③ 
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4.2.8  File Select 画面 

Setup_No1～Setup_No10および FREEの各設定で測定した結果を表示する画面です。図 
4.2-14に File Select画面を、表 4.2.11にキーの機能を示します。 
 
 
 
 
 

 

図 4.2-14 File Select 画面 

 
(a) File Select初期画面です。 
(b) (a)で ALL DELETEを選択した場合の画面です。 
(c) (a)で DELETEを選択した場合の画面です。 
 
 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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表 4.2.11 キーの機能-File Select 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP Off Select画面へ戻る 

ENTER ファイル名上で押した場合、OFFLINE画面を

表示 
ALL DELETE、DELETE 上で押した場合、

それぞれの画面を表示 

UP 
DOWN 

項目切り替え 

 
 

画面内の表示内容を以下に示します。 
① SETUP FILE表示 
セットアップファイル名を表示します。Setup_No1～10、FREEのいずれかが表示されま

す。 
② ファイル数表示 
選択したセットアップファイル名で測定した結果ファイルの番号を 
「現在のファイル数／全ファイル数」の形で表示します。 

③ ファイル名表示 
結果ファイル名を測定の終了した時刻で「年（西暦下２桁）／月／日／時／分／秒」の形

で表示します。 
④ ALL DELETEボタン 
選択されているセットアップで生成された結果ファイルすべてを削除します。 

⑤ DELETEボタン 
現在選択されている結果ファイルを削除します。 
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4.2.9  OFFLINE 画面 

測定結果を表示する画面です。OFFLINE画面の例を図 4.2-15、図 4.2-16、図 4.2-17、 
図 4.2-18に示します。項目内容に関しては 

表 4.2.12を参照して下さい。キーの機能に関しては表 4.2.17に示します。 
 
Gengerateモードの OFFLINE画面例を以下に示します。 

 

 
 

図 4.2-15 OFFLINE 画面 1(GENERATE モード) 
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Latencyモードの OFFLINE画面例を以下に示します。 

 

 
 

図 4.2-16 OFFLINE 画面 2(LATENCY モード) 
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PINGモードの OFFLINE画面を以下に示します。 

 

 

図 4.2-17 OFFLINE 画面 3(PING モード) 
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REPLY、LOOP BACKモードの OFFLINE画面を以下に示します。 
 

 

 

図 4.2-18 OFFLINE 画面 4(REPLY、LOOP BACK モード) 

 

表 4.2.12 項目表示場所 

内容 表示場所 

全モード共通項目 表 4.2.13 
GENERATE/RETANCY共通表示項目 表 4.2.14 
PINGモード表示項目 表 4.2.15 
REPLYモード表示項目 表 4.2.16 

 
 
 

REPLYモード LOOP BACKモード 
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表 4.2.13 全モード共通表示項目 

表示 内容 

VER 現在のバージョン情報 

NAME 結果ファイル名 

SET 測定に使用したセットアップ名 

TEST MODE 測定時のテストモード 

L1 測定終了時（STOPキーを押したとき）の回線種別 

FLOW CTRL PAUSEフレーム受信時の送信制御の ON/OFF 

NEGOTIATE オートネゴシエーションの ON/OFF 

LINK 測定終了時（STOPキーを押したとき）の Layer１の

リンク状態 

CROSSOVER 測 定 終 了 時 の 10BASE-T 、 100BASE-TX 、

1000BASE-T 測 定 ポ ー ト の コ ネ ク タ 仕 様

(CROSSOVER STATUS)を表示します。 

START TIME 測定開始時刻：年(西暦下 2桁)/月/日/時/分/秒 

END TIME 測定終了時刻：年(西暦下 2桁)/月/日/時/分/秒 

 

表 4.2.14 GENERATE/LATENCY モード表示項目 

表示 内容 

STOP ACTION テスト時間設定の ON/OFFを表示。 

TX RATE 測定終了時の送信側トラフィックレート値 注 1 

RX RATE 測定終了時の受信側トラフィックレート値 注 1 

TX FRM/S 測定終了時の送信フレーム数 注 1 

RX FRM/S 測定終了時の受信フレーム数 注 1 

TX BIT/S 測定終了時の送信ビット数 注 1 

RX BIT/S 測定終了時の受信ビット数 注 1 

TX ERROR 総送信エラー数 

RX ERROR 総受信エラー数 

CRC ERROR 受信 CRCエラー数 

UNDERSIZE 受信アンダーサイズエラー数 

OVERSIZE 受信オーバーサイズエラー数 

ALIGNMENT 受信アラインメントエラー数 
受信シンボルエラー数 

COLLISION 総コリジョン数 

PAUSE Pkt 総受信 PAUSEパケット数 

TX BYTE 総送信バイト数 

RX BYTE 総受信バイト数 

TX FRAME 総送信フレーム数 

RX FRAME 総受信フレーム数 

IDLE 最大／最小／平均 IDLE時間 

ALARM 以下の数値のアラーム設定(Generate時のみ) 
①受信 Frame/s 
②送信フレーム数 
③受信エラーパケット数 

DELAY Latencyモード時の遅延時間(Latency時のみ) 

※印注１：但し、例外として、ONLINE中に PAUSE動作（ENTERキー入力）を

行った場合は、PAUSEした時点の各種統計値が表示されます。 
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表 4.2.15 PING モード表示項目 

表示 内容 

SRC IP 測定ポート用 IPアドレス 

DST IP 送信先 IPアドレス 

SRC MAC 測定ポート用MACアドレス 

TX MODE 測定終了条件 

TX FRAME 総送信フレーム数 

RX FRAME 総受信フレーム数 

LOSS CNT リクエストに対するレスポンスが無い場合のカウン

ト数 

LOSS RATE 送信フレーム数に対する LOSS CNT発生率 

 

表 4.2.16 REPLY モード表示項目 

表示 内容 

PING REPLY TOTAL PING応答数 

ARP REPLY TOTAL ARP応答数 

 

表 4.2.17 キーの機能-Offline 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ 

↓ 
画面スクロール 

← 前のブランク行へ飛ぶ 

→ 次のブランク行へ飛ぶ 

RUN 無効（※） 

STOP 無効 

DISP File Select画面へ戻る 

ENTER 無効 

UP 無効 

DOWN 無効 

※ 測定終了を行うと、OFFLINE画面が表示されます。この場合のOFFLINE画面のみRUN
キーが有効となり、直ちにに測定を再実行する事が可能です。 

 
 

NOTENOTENOTENOTE    
フィルタリングされた ARP リクエストフレームは受信フレームとしてカウントを

行いません。 
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NOTENOTENOTENOTE    
TX/RX RATE,FRM/S,BIT/Sの OFFLINEの統計値は以下の通りになります。 
 
●Ｒ03.10以前の動作 
測定終了時のレート統計値が格納されます。ただし、測定中に PAUSE 動作を行った場合は、その時

点のレート統計値が格納されます。 
①RUNと STOPが１秒以内にある場合 
 +----------+--R----S--+----------+----------+----------+----- 
  各種統計値は０と表示されます。 

 
②RUNと STOPの間に１秒境界がある場合 
 +----------+--R-------+----S-----+----------+----------+----- 
        (1)      (2) 
 各種統計は(2)の統計値が登録されます。 

 
③RUNと STOPの間に１秒境界が２つ以上ある場合 
 +----------+--R-------+----------+----------+------S---+----- 
        (1)      (2)      (3)     (4) 
  各種統計は(4)の統計値が登録されます。 
※TX/RX RATE,FRM/S,BIT/Sは必ず同インターバルの情報となります。 
 

●R03.12以降の動作 
測定中の Tx、Rx ピークレート統計値が格納されます。ただし、測定中に PAUSE 動作を行った場合

は、その時点のレート統計値が格納されます。 
 

 
上記のようなレート変動があった場合、TX RATEが 80%時の TX RATE,FRM/S,BIT/Sが保存され、

RX RATEが 70%時の RX RATE,FRM/S,BIT/Sが保存されます。 
 

例外動作として以下の項目があります。 
・測定中にリンクスピードが変わった場合は、保存されていたピークレート統計値もクリアされます。

また、PUASEで保存していたレート統計値も同様にクリアされます。 
・測定中にリンクダウンした場合でも、リンクアップ後のリンクスピードがリンクダウン前のリンク

スピードと同じであれば、それまで保存されていたピークレート統計値はクリアされません。 
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4.2.10 Setup 画面 

Generateと Latencyモードのセットアップ内容を編集する画面です。Setup Select画面
で、編集したい項目上で ENTERキーを押すと本画面に切り替わります。本画面では AE5730 
TrafficTesterMini Setup Softwareで設定した項目の編集を行います。 
Generate モードの画面例を図 4.2-19、Latencyモードの画面例を図 4.2-20に示します。 

 

 

図 4.2-19 Setup 画面 Generate 
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図 4.2-20 Setup 画面 Latency 
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本画面の表示内容を説明します。 
① RUN SETUP 
RUN時の測定方法を RX&TX／RX→TXから選択します。表示と設定内容を表 4.2.18に

示します。尚、RUNの状態によって、画面左上(図 4.2-1 画面共通事項の③)の表示が異なり

ます。受信のみの状態では通常の RUNが表示され、送受信時には、反転表示(白黒反転)の
RUNが表示されます。 

表 4.2.18 RUN 設定 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② LINK SETUP 
リンク時の設定を行います。表示と設定内容を表 4.2.19に示します。 

表 4.2.19 レイヤ 1設定 

表示 表示内容 

SET 測定に使用したセットアップ名 

TEST MODE テストモードを GENERATEまたは LATENCYから選択しま

す。 

L1 回線速度、通信方式、I/Fに関する設定を 
10BASE-T HALF、10BASE-T FULL、 
100BASE-TX-HALF、100BASE-TX FULL 
1000BASE-T/SX/LX FULL 
から選択します。 

FLOW CTRL フロー制御の ON／OFFを選択します。 

NEGOTIATE ネゴシエーションをMANUALと AUTOから選択します。 

CROSSOVER 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T 測定用ポートのコ

ネクタ仕様（CROSSOVER STATUS）をMDI（ストレートケ

ーブル仕様）、DIX（クロスケーブル仕様）AUTO（自動判別）

から選択可能です。詳細は図 4.1-17を参照。 

 
 
 
 

表示 表示内容 

RUN MODE RX&TX／RX→TXを選択します。 
・RX&TX：RUNボタンで送受信を同時に開始し、STOPボタン

で終了します。 
・RX→TX：１回目の RUN ボタンで受信のみ開始し、２回目の

RUN ボタンで送信も開始します。STOP ボタンで送信を終了

し、２回目の STOPボタンで受信も終了します。 

NOTENOTENOTENOTE 

RUN MODEで「RX→TX」を指定した場合の動作を下図に時系列的に示します。 
R: RUNキー入力 
S:STOPキー入力 
 
            ---R-----R---------S-------R------S------------S----- 
受信＆統計    +---------------------------------------------+ 
送信               +---------+     +------+ 
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注意注意注意注意 

● ネゴシエーション選択で、AUTOを選択した場合、設定した Speedや Duplex
は、オートネゴシエーションの能力指定になります。 
例えば、100BASE-TX Half で AUTO を選択した場合、本器のオートネゴシ

エーションの能力は 100BASE-TX Half、10BASE-T Half/Fullの三種類とな

ります。 
● オートネゴシエーションにより切り替えられる I/Fは以下の通りです。 

100BASE-TX ：Full 
100BASE-TX ：Half 
10BASE-T：Full 
10BASE-T：Half 
※1000BASEは、T,SX,LX共通で 1000MbpsFullのみ動作可能です。 

● CROSSOVERで AUTOを選択した場合、SETUP DISP画面または 
ONLINE画面で現在の 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用ポー

トのコネクタ仕様(CROSSOVER STATUS)を表示します。 
● データの送受信中に測定ポートに接続しているケーブルの挿抜は行わないで

下さい。送受信中に挿抜した場合、正しく送受信出来なくなる可能性がありま

す。 

 

NOTENOTENOTENOTE 

L1設定で以下の状態の場合、現在の設定による測定実行は出来ません。現在実装されてい

る I/Fと設定を確認してください。 
 
＜L1設定＞    ＜GBIC＞ 

① 1000BASE-T     GBICが実装されている（SXまたは LX） 
② 1000BASE-SX    GBICが未実装または LXの GBICが実装されている 
③ 1000BASE-LX    GBICが未実装または SXの GBICが実装されている 
 
＜表示されるメッセージ＞ 
①が成立している場合    「Pull Out Gbic Module」  
②、③が成立している場合  「I/F Mismatch」 

NOTENOTENOTENOTE 

● オートネゴシエーション=ON かつ FLOW CTRL=ON とした場合は以下の様に設定さ

れます。 
＜10M/100M電気インターフェースの場合＞ 
BaseLCWの D10が「１」となります。 

＜1000M電気インターフェースの場合＞ 
BaseLCWの D10、D11が「１」となります。 

＜10M/100M光インターフェースの場合（GBIC）＞ 
BasePageの D7、D8が「１」となります。 
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③ TX SETUP 
測定対象の回線に対して送信するトラフィック条件（負荷率）の設定になります。ここで

の設定値により、負荷率が決まります。AE5501上の設定編集では、IFGは bit及び％単位

で、IDLEは bit単位の設定のみとなります。 
送信フレームに関する設定です。表示および内容を以下に示します。 

表 4.2.20 Transmit 設定 

表示例 表示内容 

TRANSMIT IFGを算出する際の、回線速度を指定します。 
10M/100M/1000Mより指定します。 

フレームの送信方式、送信数指定を以下から選択します。 

Constant／Continue 連続送信モードです.IFG 設定のみ有効とな

ります。 

Constant／Count 連続カウント送信モードです。IFG／Count
設定のみ有効となります。 

Burst／Continue バースト連続送信モードです。IFG／IDLE
設定のみ有効となります。 

Constant／Count 

Burst／Count バーストカウント送信モードです .IFG／
IDLE／Count設定総てが有効になります。 

IFG フレーム間の値を設定します。IFGの設定範囲は Speedの値によって

以下のように変化します。 
・10[Mbps]時：最小 32[bit]、最大 9999424[bit]、増減値 4 
・100[Mbps]時：最小 32[bit]、最大 99999424[bit] 、増減値 4 
・1000[Mbps]時：最小 32[bit]、最大 999999424[bit] 、増減値３２ 

IDLE IDLE時間の設定を行います。IDLEの設定範囲は Speedの値によっ

て以下のように変化します。 
・10[Mbps]時：最小 32[bit]、最大 2500000000[bit] 、増減値 4 
・100[Mbps]時：最小 32[bit]、最大 2500000000[bit] 、増減値 4 
・1000[Mbps]時：最小 32[bit]、最大 3125000000[bit] 、増減値３２ 

CNT 送信フレーム数を 10進数で 1～4294967295の範囲で設定可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
●本器の受信性能では、IFG の値として下記の値未満では正しく受信できなくなり

ます。 
・10BASE-T→32bit 
・100BASE-TX→48bit 
・1000BASE-T→64bit 
・1000BASE-LX/SX→32bit 
●IFGの単位には[bit]と[%]があります。[bit]と[%]の変換式は以下の通りです。 
%=(96+64+平均フレーム長(bit))/(IFG(bit)+64+平均フレーム長(bit))×100 
フレーム平均長は登録されているフレーム数の平均値を指します。 
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④ STOP ACTION 
Generateモード及び Latencyモード時のテスト時間の設定を行います。設定項目および

内容は以下の通りです。 

 
 
 

⑤ TX FRAME 
送信フレームの設定を行います。「FRM－PTN－1～4」の右横に表示されている「EDIT

ボタン」を選択すると以下に示す画面が表示されます。 

 

 

図 4.2-21 送信フレーム設定画面 

 

表示 表示内容 

STOP ACTION テスト時間設定の ON/OFFを選択します。 

TIME テスト時間を 10進数で 0001～1440の範囲で設定可能です。単位

は分です。 
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設定項目および内容は以下の通りです。 

表 4.2.21 TX FRAME 設定 1 

設定項目 サブ設定項目 表示内容 

LEN  フレーム長の設定を行います。10 進数で 26～9999[byte]の範
囲で設定可能です。 
また、この行の右端にイーサネットフレームタイプを表示しま

す。（DIX／IEEE） 

アドレス 宛先MACアドレスの設定を行います。 
AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareで IPv4マルチキ
ャストを選択している場合、マルチキャストアドレス

（01-00-5E-00-00-01）が固定的に割り当てられます。 

MANUAL 手動入力で各桁とも 16進数（0～f）入力が可能です。 

Dst MAC 

ARP ARP画面でARP処理によるアドレス解決結果を、設定します。

アドレス解決が出来ていない場合は 
「00-00-00-00-00-01」が設定されます。 

アドレス 送信元MACアドレスの設定を行います。 

MANUAL 手動設定で各桁とも 16進数（0～f）入力が可能です。 

GLOBAL 本器固有のグローバルMACアドレスが設定されます。 

Src MAC 

DHCP DHCP画面で設定されている SRC MACの値が設定されます。 

VLAN Cnt  VLANタグのスタック段数を示します。 

TPID  タグプロトコル IDを 16進数で 4文字まで表示します。 

UP  フレームのユーザプライオリティを設定します。10 進数入力

で 0～7の範囲で設定可能です。 

CFI  フレームの CFIを ON／OFFから選択します。 

ID  フレームの VLAN IDを設定します。10進数で 0～4095の範

囲で設定可能です。 
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表 4.2.22 TX FRAME 設定 2 

設定項目 サブ設定項目 表示内容 

Type  フレームのレイヤ 3 プロトコルの種類を指定することが出来

ます。AE5730 TrafficTesterMini SetupSoftwareのフレーム

ビルダでMPLS無し及び IPHeader有り（AUTOBUILD:ON）
の場合のみ選択可能です。 
・・・・    「IPv4」「IPv4-MC」「IPv6」「USER」 
L3 プロトコルを設定していない場合は「NONE」と表示され

選択は出来ません。 

アドレス 送信元 IPアドレスの設定です。 
Typeが IPv4または IPv4マルチキャストの場合のみ編集可能

です。 

MANUAL 手動設定で 10進数入力が可能です。 

Src IP 

DHCP DHCP画面で設定されている SRC IPの値が設定されます。 
DHCP でアドレス取得が出来ていない場合は、192.168.01 が

設定されます。 

アドレス 送信先 IPアドレスです。Typeが IPv4の場合のみ編集可能で

す。IPv4マルチキャストの場合は"224.0.0.1"固定となります。 

MANUAL 手動設定で 10進数入力が可能です。 

Dst IP 

ARP ARP画面で設定されている Dst IPの値が設定されます。 

ToS  IPv4ヘッダの ToSフィールド設定です。 
Typeが IPv4または IPv4マルチキャストの場合のみ編集可能

です。 

ERROR  CRCエラー付加の ON／OFFを選択します。 

OK  設定を登録して Setup初期画面(前画面)に戻ります。 

CANCEL  設定を破棄して Setup初期画面(前画面)に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● Typeは設定されているフレームに L3フィールド（IPv4、IPv4-MC、IPv6）が

存在する場合のその種別を表示します。但し、以下の場合は、すべて「NONE」
と表示されます。 

 
TYPE フィールドに IPv4、IPv4-MC、IPv6 のいずれかを指定しているが、フレー

ム構成に L3フィールドが存在しない場合。（Auto Buildが無効の場合） 
例）AE5730のフレームビルダ画面で以下の様になっている場合。 

・Frame Format：DIX 
・Auto Build   ：無効 
・TYPE       ：IPv4 

● TYPEでMPLSが指定されている場合は選択できませんが、以下のように表示

されます。 
・IPv4     (MPLS) 

・IPv4-MC  (MPLS) 

・IPv6     (MPLS) 

・USER     (MPLS) 
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⑥ RX SETUP 

受信フィルタの設定を行います。ここで設定したフィルタパターンを持つフレームのみ測

定対象と成ります。 
フィルタの設定を行います。表示と設定内容を表 4.2.23に示します。 

表 4.2.23 フィルタ設定 

表示 表示内容 

FILTER1 フィルタ 1の設定の ON／OFFを選択します。ONを選択し

た場合は「EDITボタン」が表示されて設定を行えます。 

FILTER2 フィルタ 2の設定の ON／OFFを選択します。ONを選択し

た場合は「EDITボタン」が表示されて設定を行えます。 

FILTER INIT フィルタ 1,2の動作条件を ANDか ORから選択します。 

 
FILTER1または FILTER２で ONを選択した場合に表示される「EDITボタン」を選択す

ると図 4.2-22に示す画面でフィルタの詳細設定を行えます。 

 

 

図 4.2-22 フィルタ設定画面 

 
図 4.2-22の表示項目の内容は以下の通りです。 

表 4.2.24 フィルタ設定内容 

表示 表示内容 

OFFSET オフセット値を 10進数で 0～58までの範囲で設定可能です。 

LENGTH フィルタ長を 0～6の範囲で設定可能です。 

PATTERN フィルタパターンを各桁 16 進数で 0～f までの範囲で設定可能で

す。 

MASK マスクパターンを各桁 16進数で 0～fまでの範囲で設定可能です。 

OK 設定内容を保存して Setup初期画面(前画面)に戻ります。 

CANCEL 設定内容を破棄して Setup初期画面(前画面)に戻ります。 

 
 

⑦ OVER SIZE 
受信したフレームをオーバサイズと判断するための閾値となります。設定値以上のフレー

ム長のフレームを受信した場合、オーバサイズと見なします。 
オーバーサイズフレームの値を 65～10000の範囲で設定可能です。 
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⑧ ARP REPLY 
ARPリプライ機能の ON／OFFを選択します。ONLINE画面中にルータ等からの ARP

リクエストを受信した際に、測定を中止することなく ARPレスポンスを送信する機能です。

ARPレスポンスに必要な送信元のMACアドレスおよび IPアドレスはDHCP画面の設定値

を使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ ALARM(Generate時のみ) 
送受信したフレームに対して、アラーム条件を指定することで、ブザー音による通知及び

表示による通知を行います。 
表 4.2.25に示す項目について、設定した閾値に対する条件を設定することが可能です。 
アラームに関する設定を行います。表示項目と内容を以下に示します。 

表 4.2.25 Alarm 設定 

項目 閾値の範囲 条件 

RX-FRM/S 毎秒の受信フレーム数を 10 進数で 0～
4294967295[frame/s]の範囲で設定可能

です。 

UP：閾値以上 
DOWN：閾値未満 
 

ERROR CNT 受信フレームにおける総エラーカウン

ト数の閾値を 10進数で 0～4294967295
の範囲で設定可能です。 

UP：閾値以上

注１ 
 

TX-FRM CNT 送信フレーム数を 10 進数で 0～
4294967295の範囲で設定可能です。 

UP：閾値以上

注１ 
 

※印注１：UPのみ指定することが可能です。 

 
 

⑩ FIXED DELAY 
LATENCYモードと LOOPBACKモードの AE5501対向試験（遅延測定）を行う際、

LATENCY側のDELAY統計値からLOOPBACK処理にかかる固定遅延時間を減算して表示

するか否かの設定となります。 
・OFF→表示される DELAY値は LOOPBAK処理時間も含めた値となります。 
・ON→表示される DELAY値は LOOPBACK処理時間を除いた値となります 

 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● フィルタリングされた ARP リクエストフレームに対しても ARP リプライフレ

ームを送信しますが、受信フレームとしてカウントは行いません。 
● 以下の ARP リクエストフレームに対しては ARP リプライフレームを送信しま

せん。 
・VLANタグの付加された ARPリクエストフレーム 
・MPLSラベルの付加された ARPリクエストフレーム 
・エラーカウントされた ARPリクエストフレーム 
・パケット長が 63byte 以下、1519byte 以上、オーバーサイズ閾値以上、のいず

れかに該当する ARPリクエストフレーム 
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4.2.11 Free Setup 画面 

Mode Select画面から PING/REPLY/LOOPBACKでENTERキーを押すと Free Setup画
面に切り替わります。PING、REPLY、LOOPBACKモードの選択および各モードの設定を

行う画面です。 

 

 

図 4.2-23 Free 共通設定画面 

 
画面内の共通項目を以下に示します。 

① TEST MODE 
PING/REPLY/LOOPBACKからモードを選択します。TEST MODEを切り替えることで、

各 TEST MODEに応じた設定が表示されます。 
② L1 
10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T/SX/LX、Half Duplex(半２重)か Full Duplex(全

２重)を選択します。I/Fが 1000BASE-T/SX/LXの場合は FULLのみ使用できます。 
③ FLOW CTRL 
フロー制御の ON／OFFです。PING/REPLY/LOOPBACKでは OFF固定です。 

④ NEGOTIATE 
AUTO/MANUALからネゴシエーション方法を選択します。 

⑤ CROSSOVER 
10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T測定用ポートのコネクタ仕様(CROSSOVER 

STATUS)をMDI（ストレートケーブル仕様）、DIX（クロスケーブル仕様）AUTO（自動
判別）から選択します。詳細は図 4.1-17を参照してください。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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⑥ SRC MAC ADDR 
測定ポート用MACアドレスを、GLOBAL、MANUAL、ALL、DHCPから選択します。 

GLOBALを選択した場合 ：本器固有のグローバルMACアドレスが設定されます。 
MANUALを選択した場合 ：各桁 16進数で 0～Fまで入力可能です。 
ALLを選択した場合  ：全てのMACアドレスに対応します。LOOPBACKモー 

ド時のみ選択可能です。 
DHCPを選択した場合 ：DHCP画面の設定内容を反映します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

● ネゴシエーション選択で、AUTO を選択した場合、設定した Speed や
Duplexは、オートネゴシエーションの能力指定になります。 
例えば、100BASE-TX Halfで AUTOを選択した場合、本器のオートネ

ゴシエーションの能力は 100BASE-TX Half、10BASE-T Half/Fullの３

種類となります。 
● オートネゴシエーションにより切り替えられる I/Fは以下の通りです。 

100BASE-TX ：Full 
100BASE-TX ：Half 
10BASE-T：Full 
10BASE-T：Half 
※1000BASEは、T,SX,LX共通で 1000MbpsFullのみ指定可能です。 

 

NOTENOTENOTENOTE 

L1設定で以下の状態の場合、設定を登録することが出来ません。現在実装されてい

る I/Fと設定を確認してください。 
 
＜L1設定＞    ＜GBIC＞ 

① 1000BASE-T     GBICが実装されている（SXまたは LX） 
② 1000BASE-SX    GBICが未実装または LXの GBICが実装されている 
③ 1000BASE-LX    GBICが未実装または SXの GBICが実装されている 
 
＜表示されるメッセージ＞ 
①が成立している場合   「Pull Out Gbic Module」  
②、③が成立している場合 「I/F Mismatch」 
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4.2.11.2 TEST MODEが PINGの場合 

指定した IPアドレスに対して PINGフレームを送信します。 
PINGモードの各種設定用画面です。図 4.2-24に PING画面を、表 4.2.26にキーの機能を

示します。 

 

 

図 4.2-24 PING 画面 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑤ 

⑦ 

⑧ 
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表 4.2.26 キーの機能-Ping 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

RUN ONLINE画面へ切り替え 

STOP 無効 

DISP Mode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが [OK]上にある場合は、Mode 
Select画面を表示します。 
②カーソルが [CANCEL]上にある場合は、

Mode Select画面を表示します。 
③上記以外は[OK]へ飛びます。 

UP 
DOWN 

数値および項目切り替え 

 
 
画面内の表示内容を以下に示します。 

 
① SRC IP 
測定ポート用 IPアドレスをMANUAL／DHCPから選択します。 
MANUALを選択した場合、測定ポート用 IPアドレスを 10進数で各桁 0～255の範囲で

設定可能です。 
DHCPを選択した場合、DHCP画面で設定されている内容を表示します。DHCPによる

IPアドレスの取得を行っていない場合は以下の様に表示されます。 

 
SRC IP 192.168.  0.  1 

SUBNET 255.255.255.  0 

GATEWAY 192.168.  0.254 

 
 

② SUBNET MASK 
測定ポート用 SUBNET MASKの表示となります。 
SRC IPでMANUALを選択した場合、SUBNET MASKを 10進数で各桁 0～255の範囲

で設定可能です。 
SRC IPで DHCPを選択した場合、DHCP画面で設定されている内容を表示します。この

場合は手動入力出来ません。 

 
③ GATEWAY 
測定ポート用 GATEWAYの表示となります。 
SRC IPでMANUALを選択した場合、GATEWAYを 10進数で各桁 0～255の範囲で設定

可能です。 
SRC IPで DHCPを選択した場合、DHCP画面で設定されている内容を表示します。この

場合は手動入力できません。 
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④ DST IP 
宛先 IPアドレスを 10進数で各桁 0～255の範囲で設定可能です。 

⑤ FRAME LEN 
送信フレーム長を 10進数で 64～1518[byte]の範囲で設定可能です。(VLANタグのスタッ

ク段数によりフレーム長は最大 1534byteまで設定可能) 
⑥ INTERVAL 
PINGの送信間隔を 1、5、10秒から選択できます。 

⑦ TX MODE 
PING信号の送信パターンを Continue/Countから選択します。Continueを選択した場合

は INTERVALの設定した周期で連続送信します。Countを選択した場合、送信数を 1～
4294967295の範囲で設定可能です。設定した値とPINGフレーム送信数が一致した場合、

INTERVAL で設定した時間が経過後に自動的に測定が終了します。 
 

⑧ VLAN CNT 
VLANのスタック段数を設定します。設定は０～４まで可能で、値に応じて VLAN設定が

増減します。各VLANパラメータは TPIDが 0x0000～0x9999までのHEX入力、UP（User 
Priority）が０～7までの DEC入力、CFI（Canonical Format Indicator）が０または１

入力、ID（VLAN ID）が０～4095までの DEC入力が可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● PINGモードで使用できるのは DIX標準の IPv4フレームとなります。 
● PING の送信間隔設定によって、タイムアウトとする値は以下のようになりま

す。但し、送信間隔は多少の誤差が生じる場合があります。 
１秒：800msec 
５秒：4000msec 

１０秒：9000msec 
● フラグメントされた PING、REPLYは正しく受信できません。 
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4.2.11.3  TEST MODEが REPLYの場合 

REPLYモードの各種設定用画面です。REPLY画面を図 4.2-25に、キーの機能を表 4.2.27
に示します。 

 

図 4.2-25REPLY 画面 

 

表 4.2.27 キーの機能-Reply 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

RUN ONLINE画面へ戻る 

STOP 無効 

DISP Mode Select画面へ切り替え 

ENTER ①カーソルが [OK]上にある場合は、Mode 
Select画面を表示します。 
②カーソルが [CANCEL]上にある場合は、

Mode Select画面を表示します。 
③上記以外は[OK]へ飛びます。 

UP 
DOWN 

数値および項目切り替え 

① 

② 

④ 

③ 
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画面内の表示内容を以下に示します。 

① SRC IP 
測定ポート用 IPアドレスをMANUAL／DHCPから選択します。 
MANUALを選択した場合、測定ポート用 IPアドレスを 10進数で各桁 0～255の範囲で

設定可能です。 
DHCPを選択した場合、DHCP画面で設定されている内容を表示します。DHCPによる

IPアドレスの取得を行っていない場合は「192.168.0.1」が表示されます。 

 
② VLAN CNT 

受信する PINGの VLANスタック段数を指定します。最大４段まで指定可能です。 

 
③ CMP 
REPLY条件として VLANタグフィールドの一致判定を行うか否かの設定です。 
OFFの場合、VLAN段数のみが有効になり、VLANタグフィールドの一致判定は行いま

せん。ONの場合、VLAN段数に加えて、VLANタグフィールドの一致判定を行い、一致し

た PING要求フレームのみリプライ動作を行います。 

 
④ VLANタグフィールド 

VLANCNTで指定した段数分の VLANタグフィールドを編集可能です。 
受信した PING応答フレーム内の VLANフィールド（TPIDかつ VLAN ID）が、以下の

設定値と一致している場合のみ PINGリプライを行います。 
（a）TPID 

TPIDを HEX入力で 0x0000～0xFFFFまで入力可能です。 
（b）ID 

VLAN IDを DEC入力で 0～4095まで入力可能です。 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● REPLYの対象となるのはDIX標準のARP及び IPv4フレームのみとなります。 
● IPのオプションフィールドが有効になっている PINGフレームは REPLYの対

象にはなりません。 
● フラグメントされた PINGフレームに対して正しく REPLYできません。 

● UP（UserPriority）と CFI（Canonical Format Indicator）は PINGリプラ

イの判定条件に含みません。 
● リプライ処理として 10msec～60msec程度かかる場合があります。 
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4.2.11.4   TEST MODEが LOOP BACKの場合 

LOOPBACKモードの各種設定を行う画面です。図 4.2-26に LOOPBACK画面を,表 
4.2.28にキーの機能について示します。 
 
 

 
 

図 4.2-26 LOOPBACK 画面 

 

表 4.2.28 キーの機能-Loop back 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

RUN ONLINE画面へ切り替え 

STOP 無効 

DISP Mode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが [OK]上にある場合は、Mode 
Select画面を表示します。 
②カーソルが [CANCEL]上にある場合は、

Mode Select画面を表示します。 
③上記以外は[OK]へ飛びます。 

UP 
DOWN 

数値および項目切り替え 

 

① 

② 
③ 

④ 
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画面内の表示内容を以下に示します。 
① LOOPBACK 

受信フレームの折り返し作業をMACアドレスのみ確認して行うか、MACアドレスおよび IP
アドレスを確認して行うか、の設定を行います。MAC／MAC+IP から選択します。MAC／
MAC+IPを選択すると「SRC IP」、「VLAN CNT」、「ARP REPLY」が表示されます。 

 

 
 

② SRC IP 
MANUAL／DHCPから選択します。それぞれの詳細は以下の通りです。 
MANUAL を設定した場合は、IP アドレスを各桁 0～255 の範囲で入力します。受信フレー

ムの宛先 IPアドレスと設定値が一致した場合に受信フレームを LOOP BACKします。 
DHCP を設定した場合は、DHCP 画面で設定されている内容を表示します。DHCP による

IPアドレスの取得を行っていない場合は「192.168.0.1」が表示されます。 
 

③ VLAN CNT 
受信フレームの VLANタグのスタック段数を 1～4の範囲で設定します。 

 
④ ARP REPLY 

LOOP BACKモード動作中の ARP リクエストに対する ARP REPLYの動作条件を 
ON／OFFから選択します。 

 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
●以下のフレームは LOOP BACKの対象外となります。 

・フレーム長が 63[byte]以下のフレーム。 
・ブロードキャストフレーム 
・マルチキャストフレーム 

●CRCエラーのフレームは CRCエラーのフレームとして LOOP BACKします。 

NOTENOTENOTENOTE    
● フィルタリングされた ARP リクエストフレームに対しても ARP リプライフレ

ームを送信しますが、受信フレームとしてカウントは行いません。 
● 以下の ARP リクエストフレームに対しては ARP リプライフレームを送信しま

せん。 
・VLANタグの付加された ARPリクエストフレーム 
・MPLSラベルの付加された ARPリクエストフレーム 
・パケット長が 63byte 以下、1519byte 以上、オーバーサイズ閾値以上、のいず

れかに該当する ARPリクエストフレーム 
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4.2.12 DHCP 画面 

DHCPを使用して測定ポート用の IPアドレスを取得する際に必要な設定等を行う画面で

す。図 4.2-27に画面を、表 4.2.31にキーの動作を示します。 

 

図 4.2-27 DHCP 画面 

DHCP画面の表示内容を以下に説明します。 
① LINK SETUP設定 

表 4.2.29 DHCP 画面設定 1 

表示 表示内容 

L1 回線速度、通信方式、I/Fに関する設定を 
10BASE-T HALF、10BASE-T FULL、 
100BASE-TX-HALF、100BASE-TX FULL 
1000BASE-T/SX/LX FULL 
から選択します。 

NEGOTIATE ネゴシエーションをMANUALと AUTOから選択します。 

CROSSOVER 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T 測定用ポートのコネ

クタ仕様（CROSSOVER STATUS）をMDI（ストレートケーブ

ル仕様）、MDIX（クロスケーブル仕様）AUTO（自動判別）か

ら選択可能です。詳細は図 4.1-17を参照。 
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② ADDR INFO設定 

表 4.2.30 DHCP 画面設定 2 

表示 表示内容 

SRC MAC Global／Manualから選択します。 
Globalを選択した場合は本器測定ポート固有の Global MACアドレスが設定さ

れます。Manualを選択した場合は各桁 16進数で 00～ffの範囲で設定可能です。 

SRC IP Manual／Autoから選択します。 
Manualを選択した場合は各桁 10進数で 0～255の範囲で設定可能です。Auto
を選択した場合は DHCPで取得した値を表示します。DHCPでの取得を行って

いない場合は「＊」が表示されます。 

SUBNET 
MASK 

「SRC IP」の設定でManualを選択した場合は各桁 10進数で 0～255の範囲で

設定可能です。「SRC IP」の設定で Auto を選択した場合は DHCP で取得した

値を表示します。DHCPでの取得を行っていない場合は「＊」が表示されます。 

GATEWAY 「SRC IP」の設定でManualを選択した場合は各桁 10進数で 0～255の範囲で

設定可能です。「SRC IP」の設定で Auto を選択した場合は DHCP で取得した

値を表示します。DHCPでの取得を行っていない場合は「＊」が表示されます。 

 
DHCP画面のキーの機能を示します。 

表 4.2.31 キーの機能-DHCP 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑↓←→ カーソル移動 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP ADDR INFO設定の変更を反映してMode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが[OK]上にある場合は、ADDR INFO設定の変更を反映してMode 
Select画面を表示します。 

②カーソルが[CANCEL]上にある場合は、ADDR INFO設定の変更を破棄して

Mode Select画面を表示します。 
③カーソルが[DHCP]上にある場合は、DHCP による測定用ポートのアドレス

取得を行います。 
④カーソルが[ARP]上にある場合は、ADDR INFO設定の変更を反映して ARP
画面を表示します。 

UP 
DOWN 

数値および項目切り替え 
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NOTENOTENOTENOTE    
● DHCPによる IPアドレスを行った場合、リース期限を監視しません。DHCPのプロトコ

ル処理中以外は DHCPサーバーからのリクエストにも応答しません。 
● リース期限が切れた IPアドレスを使用した IPフレームをネットワークへ送信すると、ネ

ットワーク障害が発生する可能性がありますので、ご注意ください。 
● DHCP画面で DHCPによるアドレス取得が完了していない状態で、SETUP画面や FREE
画面のアドレス設定で「DHCP」を選択した場合は、以下のアドレスを選択したことにな

ります。 
 

SRC IP 192.168.  0.  1 

SUBNET 255.255.255.  0 

GATEWAY 192.168.  0.254 

 
● 以下の条件の場合、ARPボタンが表示され選択可能になります。 

・・・・    SRC IPがMANUALの場合 
・・・・    SRC IPが AUTOで、DHCPのアドレス取得が完了している場合。 

● GENERATE／LATENCYモードの測定条件設定で「ARP REPLY＝ON」とすると、DHCP
画面で設定されている「SrcMAC」「SrcIP」を使用することになります。 
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4.2.13 ARP 画面 

ARPを使用して測定対象のMACアドレスを取得するための設定等を行う画面です。 
図 4.2-28に画面を示します。 

 

図 4.2-28 ARP 画面 

ARP画面の表示内容を以下に示します。 
① ARP SETUP設定 

表 4.2.32 ARP 画面設定 1 

表示 表示項目 表示内容 

DST IP アドレス MACアドレスを取得したい対象機器の IPアドレスの設定場所

です。各桁 10進数で 0～255の範囲で設定可能です。 

アドレス ARPを使用した結果取得したMACアドレスを表示します。対

象機器のMACアドレスを取得する前は「＊」が表示されます。 

TARGET 同一ネットワーク内で対象機器への ARP 解決が出来たことを

示します。 

DST MAC 

GATEWAY 対象機器が同一ネットワーク内に存在しないと判断したため、

GATEWAY へ ARP 解決を行ったことを示します。表示される

DSTMACアドレスはGATEWAYのMACアドレスとなります。 
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ARP画面のキー機能を以下に示します。 

表 4.2.33 キーの機能-ARP 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑↓←→ カーソル移動 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP ARP画面の値を反映してMode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが[OK]上にある場合は、ARP画面の値を反映してMode 
Select画面を表示します。 

②カーソルが[CANCEL]上にある場合は、ARP画面の値を破棄して

Mode Select画面を表示します。 
③カーソルが[ARP]上にある場合は、ARP による測定対象の MAC

アドレス取得を行います。 

UP 
DOWN 

数値および項目切り替え 

 
 

NOTE 
● ARP動作は以下の順番で行います。各ブロードキャストは３回繰り返し、

正常な応答が無い場合は次の処理へ移行します。 
・・・・    ブロードキャスト（宛先 IPは対象端末） 
・・・・    ブロードキャスト（宛先 IPは GATEWAY） 
・・・・    タイムアウト（ARP解決失敗） 
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4.2.14 MACRO 画面 

4.2.14.1 概要 

測定前にあらかじめ、専用コマンド（マクロ命令）で測定動作を規定しておくことで測定

を自動作する機能です。 
MACRO画面は「MODE SELECT」画面上で[MACRO]を選択することで移動可能です。 
 
図 4.2-29に画面例を示します。 

 

図 4.2-29 MACRO 画面 

MACRO画面でのキーの機能を以下に示します。 

表 4.2.34 キーの機能-MACRO 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑↓←→ カーソル移動 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP MACRO画面の設定を反映してMODE SELECT画面へ戻る 

UP 
DOWN 

マクロ命令及びサブパラメータ（数値および項目）切り替え 

ENTER ユーティリティボックスを表示 

 
マクロ命令の概要一覧を以下に示します。 

表 4.2.35 MACRO 機能用コマンド 

コマンド コマンド概要 

RUN RUNキーと同等の機能です 

STOP STOPキーと同等の機能です。 

WAIT WAITの直前のコマンドを指定した時間だけ継続します。0001～3600秒
の範囲で設定可能です。 

SEL 測定条件のファイルを指定します。SETUP01～SETUP10、および FREE
を選択可能です。 

GOTO 指定したラインのコマンドを実行します。00～49の範囲で設定します。 

END マクロ動作を終了します。 

； コマンド未入力状態を示します。デフォルト状態では全てのコマンドラ

インは「；」に設定されています。 

 



第 4章使用方法 

4-72 AS-84708Y 

 
4.2.14.2 マクロ命令のエディット機能 

マクロ命令は、入力したい行に上下キーにてカーソルを合わせ UP/DOWNキーにより必要な

命令を選択することで入力を行います。 
最大で５０行（０～４９）まで入力することが可能です。マクロ命令の間は必ずしも隣接さ

せる必要はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、マクロ命令によっては、サブパラメータが必要となる場合があります。サブパラメー

タが表示されたら、カーソル移動を行い、UP/DOWNキーにて項目または値を指定してくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 

 
4.2.14.3 ユーティリティボックスの操作 

MACRO画面におけるユーティリティ操作を選択できます。 
ユーティリティボックスはマクロ画面上で「ENTER」キーを入力することで表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

MACRO STOP  

00:SEL  SETUP01 

01:RUN 

02:; 

03:RUN 

04:WAIT 0010Sec 

05:STOP 

06:STOP 

07:END 

 

・ ↑↓キーでカーソル移動 
・ UP/DOWNキーで命令選択 

00:; 

01:SEL  SETUP01 

02:; 

03:; 

マクロ命令 
サブパラメータ 

行番号 

MACRO STOP  

00:SEL  SETUP01 

01:RUN 

02:; 

03:RUN 

04:WAIT 0010Sec 

05:STOP 

06:STOP 

07:END 

 

 CANCEL 

 LINE INSERT 

 LINE DELETE 

 SAVE CLOSE 

 CANCEL CLOSE 

 ALL CLEAR 

ユーティリティ 
ボックス 

・ ↑↓キーでカーソル移動 
・ UP/DOWNキーでパラメータ選択 
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以下に、ユーティリティボックスの機能を示します。 

① CANCEL 
ユーティリティボックスの操作をやめて、MACRO画面へ戻ります。 
 

② LINE INSERT 
カーソルがある行に対して空行挿入を行います。この場合、カーソル行以降に登録されてい

る命令は全て後方移動します。但し、４９行目に「；」以外のマクロ命令がある場合は、エラ

ーメッセージ（「Disable Instert」）を表示して挿入処理は行いません。 
また、空行挿入を行うことで、GOTO命令のサブパラメータである飛び先行も更新されます。 
 

③ LINE DELETE 
カーソルがある行に対して行削除を行います。この場合、カーソル行以降に登録されている

命令は全て前方移動します。また、４９行目には「；」が設定されます。 
また、空行挿入を行うことで、GOTO命令のサブパラメータである飛び先行も更新されます。 
 

④ SAVE CLOSE 
現在編集している０～４９行目までのマクロ命令をすべて保存して、MODE SELECT 画面

へ移動します。 
MACRO画面上での DISPキーと同等の機能です。 
 

⑤ CANCEL CLOSE 
現在編集している０～４９行目までのマクロ命令をすべて破棄して、MODE SELECT 画面

へ移動します。 
 

⑥ ALL CLEAR 
現在編集している０～４９行目までのマクロ命令をすべて消去します。 
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4.2.14.4 マクロ動作の実行 

MACRO画面で登録した動作規定を実行するためには、以下の２つの方法があります。 
・・・・    MACRO画面上で「RUN」キーを入力する。 
・・・・    MODE SELECT 画面上で、「MACRO」にカーソルを合わせ「RUN」キーを入力

する。 
 
また、実行直前にWAIT命令のサブパラメータチェックを行います。範囲外になっている場

合は自動的に校正してマクロ実行を行います。 
校正内容は以下の通りです。 

・・・・    サブパラメータが０となっている場合は１に校正します。 
・・・・    サブパラメータが３６００を越えている場合は３６００に校正します。 

 
 

4.2.14.5 マクロ動作中 

① 画面遷移 
 
MACRO動作中は実行されているMACROコマンドによって画面が遷移します。 
以下にMACRO動作中の画面遷移とMACROコマンドの関係を示します。 

 

 
 

図 4.2-30 MACRO 動作中画面遷移 
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② 画面表示 

MACRO動作中は画面にMACRO動作実行中を示すアイコンが表示されます。下図は

MACRO動作中のMODE SELECT画面です。 

 

 

図 4.2-31 MACRO 動作中画面 

 
マクロ実行中は実行中のマクロ命令をメッセージバーに表示します。 
また、マクロ実行の終了時にもメッセージバーに終了メッセージを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ キー受付 
MACRO動作中画面のキー機能を以下に示します。 

表 4.2.36 キーの機能-MACRO 動作画面 

キーの種類 動作内容 

POWER 無効 

↑↓←→ ONLINE、OFFLINE時に画面スクロール 

RUN 無効 

STOP MACRO動作を強制終了する 

DISP 
ENTER 
UP 
DOWN 

無効 

 

メッセージ 内容 

MACRO EVENT:RUN RUN 命令を実行中 

MACRO EVENT:STOP STOP命令を実行中 

MACRO EVENT:WAIT WAIT 命令を実行中 

MACRO EVENT:SEL SEL 命令を実行中 

MACRO EVENT:GOTO GOTO命令を実行中 

MACRO EVENT:END END 命令を実行中 

MACRO FINISH マクロ動作の終了 

ONLINE RUN  

TX RATE :100.000% 

RX RATE :100.000% 

TX FRM/s:148810 

RX FRM/s:148810 

TX BIT/s: 

RX BIT/s: 

TX ERROR: 

RX ERROR: 

MACRO EVENT:WAIT 

メッセージバー 
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4.2.14.6 マクロ動作終了 

マクロ命令動作は、以下の条件で終了します。 
・・・・    END命令が実行された。 
・・・・    マクロ動作中に STOPキーを入力した。 
・・・・    RUN命令で測定開始時に、I/F不適合が発生した。 

マクロ動作が終了した場合、マクロ動作で行ったログを見ることが可能です。 
詳しくは「4.2.15 LOG VIEW画面」を参照してください。 
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4.2.14.7 マクロ命令詳細 

マクロ命令の詳細を以下に示します。 
① RUN命令 

（a）機能 
ＲＵＮキー入力の動作を行います。 

（b）フォーマット 
ＲＵＮ 
※ サブパラメータはありません。 

（c）動作説明 
動作は、現在の画面や「RUN MODE」により以下の様に異なります。 

画面 RX&TX RX->TX 

受信中 

RX->TX 

送受信中 

ONLINE画面 無効 送信開始 無効 

MODE SELECT画面 測定開始 

OFFLINE画面 測定開始 

 
「RUN MODE」に関しては 4.2.10①を参照して下さい。 

 
● RUN MODEが RX&TXの場合 
測定停止中で RUN コマンドを受け付けると、測定を開始します。また、測定

中に RUN コマンドを受け付けた場合はその RUN コマンドは無効として、次の

ラインのコマンド実行を行います。 
以下に、コマンドの受付と出力されるログメッセージの関係を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

● RUN MODEが RX→TXの場合 
測定停止中で RUNコマンドを受け付けると統計動作を開始し、統計動作

中に再度 RUNコマンドを受け付けると送信動作を開始します。また、送信

動作中に RUNコマンドを受け付けた場合は無効として、次のラインのコマ

ンド実行を行います。 
以下に、コマンドの受付と出力されるログメッセージの関係を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RUNコマンド STOPコマンド 

測定開始 
ログ出力

「RUN:RX&TX」 

送信 

受信 

RUNコマンド 

無効 
ログ出力

「RUN:VOID」 

測定終了 
ログ出力

「STOP:RX&TX」 

RUNコマンド STOPコマンド 

統計開始 
ログ出力

「RUN:RX」 

送信 

受信 

RUNコマンド 

送信開始 
ログ出力

「RUN:TX」 

測定終了 
ログ出力

「STOP:RX」 

STOPコマンド 

測定終了 
ログ出力

「STOP:TX」 

無効 
ログ出力

「RUN:VOID」 
RUNコマンド 
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測定開始時には以下のチェックを行い、不適合が発生した場合はポップアップ

メッセージでユーザ通知を行います。ただし、マクロ動作中ではユーザ通知は行

わず、不適合時は自動的に処理し、その結果をログ出力を行います。 
不適合時の自動処理内容を以下に示します。 
 
・・・・    Ｉ／Ｆ確認 

実行不可能なＩ／Ｆ設定の場合は、マクロ動作を中断します。 
実行不可能な組み合わせは以下の通りです。 

L1設定 I/F状態 

1000BASE-SX 1000BASE-SX用GBICが実装されていない。 

1000BASE-LX 1000BASE-LX用GBICが実装されていない。 

1000BASE-T GBICが実装されている。 

ログ出力は「＠Ｉ／Ｆ－ＮＧ」となります。 
 

・・・・    結果ファイル数確認 
既に結果ファイルが１００個ある場合は、最古のファイルを削除して、

ＲＵＮ処理を継続します。 
ログ出力は「＠１００ＦＩＬＥ」となります。 

 
・・・・    リンク状態のチェック 

リンク状態のチェックでリンクダウンになっていても、そのままＲＵＮ

処理を継続します。 
ログ出力は、リンクダウン時は「＠ＬＩＮＫ－ＤＯＷＮ」となり、リン

クアップ時は「＠ＬＩＮＫ－ＵＰ」となります。 
 

 
（d）画面表示 

測定停止状態（MODE SELECT／OFFLINE 画面）で、ＲＵＮ命令が実行され

た場合はONLINE画面へ移動します。既にONLINE画面である場合は、ONLINE
画面のままとなります。 
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② STOP命令 

（a）機能 
ＳＴＯＰキー入力の動作を行います。 

（b）フォーマット 
ＳＴＯＰ 
※ サブパラメータはありません。 

（c）動作説明 
動作は、現在の画面や「RUN MODE」により以下の様に異なります。 

画面 RX&TX RX->TX 

受信中 

RX->TX 

送受信中 

ONLINE画面 測定終了 測定終了 送信終了 

MODE SELECT画面 無効 

OFFLINE画面 無効 

 
「RUN MODE」に関しては 4.2.10①を参照して下さい。 

 
● RUN MODEが RX&TXの場合 
測定中で STOPコマンドを受け付けると、測定を終了します。また、測定終了

中に STOPコマンドを受け付けた場合は、その STOPコマンドは無効として、次

のコマンド実行を行います。 
以下に、コマンドの受付と出力されるログメッセージの関係を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

● RUN MODEが RX→TXの場合 
フレーム送信中に STOPコマンドを受け付けると送信動作を終了し、統計のみ

動作中に再度 STOPコマンドを受け付けると測定を終了します。また、測定終了

中に STOPコマンドを受け付けた場合は無効として、次のコマンド実行を行いま

す。 
以下に、コマンドの受付と出力されるログメッセージの関係を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（d）画面表示 
測定停止状態（MODE SELECT／OFFLINE 画面）で、ＳＴＯＰ命令が実行さ

れた場合は動作無効ですので画面移動は行いません。ONLINE画面である場合は、

送信停止時には ONLINE画面のままで、測定終了時は OFFLINE画面へ移動しま

す。 

RUNコマンド STOPコマンド 

測定開始 
ログ出力

「RUN:RX&TX」 

送信 

受信 

STOPコマンド 

無効 
ログ出力

「STOP:VOID」 

測定終了 
ログ出力

「STOP:RX&TX」 

STOPコマンド 

送信 

受信 

測定終了 
ログ出力

「STOP:RX」 

STOPコマンド 

測定終了 
ログ出力

「STOP:TX」 

無効 
ログ出力

「STOP:VOID」 

STOPコマンド 
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③ WAIT命令 

（a）機能 
秒単位にウェイト処理を行います。 

（b）フォーマット 
ＷＡＩＴ ＸＸＸＸ 
※ ＸＸＸＸは１～３６００の範囲となります。 

（c）動作説明 
マクロ命令間のウェイト処理を行います。 
範囲は１～３６００秒となります。 
ログ出力は、WAIT命令を実行した時点で出力されます。 
ログメッセージは「ＷＡＩＴ：ＸＸＸＸ」となります。（ＸＸＸＸは設定値と同

等の値） 
但し、３６００秒で最大±１０秒程度の誤差が発生します。 

（d）画面表示 
WAIT命令が実行されても画面移動は行いません。 
 

④ SEL命令 

（a）機能 
指定された設定をロードする。 

（b）フォーマット 
ＳＥＬ  ＸＸＸＸ 
※ ＸＸＸＸは以下の通りです。 

選択項目 内容 選択項目 内容 

SETUP01 SETUP番号１の設定 SETUP07 SETUP番号７の設定 

SETUP02 SETUP番号 2の設定 SETUP08 SETUP番号８の設定 

SETUP03 SETUP番号３の設定 SETUP09 SETUP番号９の設定 

SETUP04 SETUP番号４の設定 SETUP10 SETUP番号１０の設定 

SETUP05 SETUP番号５の設定 FREE PING/REPLY/LOOPBACK設定 

SETUP06 SETUP番号６の設定   

※ SETUP番号１～１０は GENERATEモードまたは LANTECYモードが選択

できる SETUPです。 
※ FREEは PINGモード、REPLYモードまたは LOOPBACKモードが選択でき

る SETUPです。 
 

（c）動作説明 
ＲＵＮ命令の前に指定することで、測定条件を選択します。 
ログ出力は、SEL命令を実行した時点で出力されます。 
ログメッセージは「ＳＥＬ ：ＸＸ」となります。（ＸＸは設定値と同等の値） 
 
ただし、ONLINE中のＳＥＬ命令は無効となります。その場合のログメッセー

ジは「ＳＥＬ：ＶＯＩＤ」となります。 
 

（d）画面表示 
OFFLINE画面上で SEL命令が実行されたときのみ、MODE SELECT画面へ

移動します。その他の画面で実行された場合は、画面移動しません。 
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⑤ GOTO命令 

（a）機能 
指定行へジャンプします。 

（b）フォーマット 
ＧＯＴＯ ＸＸ 
※ ＸＸは０～４９の範囲となります。 

（c）動作説明 
指定した行へ、実行位置を移動します。 
範囲は０～４９となります。 
ログ出力は、GOTO命令を実行した時点で出力されます。 
ログメッセージは「ＧＯＴＯ：ＸＸ」となります。（ＸＸは設定値と同等の値） 

（d）画面表示 
GOTO命令が実行されても画面移動は行いません。 
 

⑥ END命令 

（a）機能 
マクロ動作を終了します。 

（b）フォーマット 
ＥＮＤ 
※ サブパラメータはありません。 

（c）動作説明 
マクロ実行を終了します。 
END命令より後に、他の命令が登録されていても END命令を実行された時点

でマクロ動作は終了となります。 
また、マクロ登録画面に END命令が無い場合は４９行目が終了した時点で、マ

クロ動作を終了します。（４９行目が GOTO命令で無い場合に限ります） 
 
ログ出力は、GOTO命令を実行した時点で出力されます。 
ログメッセージは「END」となります。また、メッセージバーには「ＭＡＣＲ

Ｏ ＦＩＮＩＳＨ」と表示し、マクロ動作が終了したことを通知します。 

（d）画面表示 
END命令が実行されても画面移動は行いません。 
 

⑦ ；命令（NOP命令） 

（a）機能 
無し。 

（b）フォーマット 
； 

（c）動作説明 
空行となり、次行へ処理が移動します。 

（d）画面表示 
画面移動は行いません。 
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4.2.15 LOG VIEW 画面 

4.2.15.1 概要 

マクロ動作を行った後、マクロ命令の動作履歴を確認する画面です。マクロ動作が実行さ

れる度に現在保存されているログ情報に上書きします。 
LOG VIEW画面は「MODE SELECT」画面上で[LOG VIEW]を選択することで移動可能

です。また、マクロ動作のログが無い場合は、この画面へは移動できません。 

 

 

図 4.2-32 LOG VIEW 画面 

 
LOG VIEW画面のキーの機能を以下に示します。 

表 4.2.37 キーの機能-LOG VIEW 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑↓ スクロール 

←→ 

RUN 
STOP 

無効 

DISP MODE SELECT画面を表示 

ENTER 
UP 

DOWN 

無効 

 



第 4章使用方法 

AS-84708Y                 4-83    

 
4.2.15.2 表示フォーマット 

LOG VIEW画面の表示内容を以下に示します。 
１行につき、１事象が対応しています。また、各事象は「マクロ命令開始時刻」と「メッ

セージ」に分かれています。 
マクロ命令実行時刻はマクロ命令を実行開始した時刻となります。 
メッセージにはマクロ命令に基づくログと、それ以外のログがあります。詳しくは次項を

参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.2.15.3 メッセージ種別 

① マクロ命令に対するメッセージ 
マクロ画面に END命令がない、またはマクロ動作中に STOPキー入力による強制終

了をした場合は、ログの最後に必ず END命令のメッセージが表示されます。 

表 4.2.38 マクロ命令に対するメッセージ 

マクロ命令 LOG出力表示 発生条件 

RUN ：RX 「RUN MODE」が RX→TXの測定条件で受信動作を開始した

場合。 

RUN ：TX 「RUN MODE」が RX→TXの測定条件で送信動作を開始した

場合。 

RUN ：RX&TX 「RUN MODE」が RX&TXの測定条件で RUNコマンドを実

行した場合。 

RUN 

RUN ：VOID 既に送信／受信状態の時に更に RUN命令を実行した場合。 

STOP ：RX 「RUN MODE」が RX→TXの測定条件で受信動作を終了した

場合。 

STOP ：TX 「RUN MODE」が RX→TXの測定条件で送信動作を終了した

場合。 

STOP ：RX&TX 「RUN MODE」が RX&TXの測定条件で測定終了した場合。 

STOP 

STOP ：VOID ONLINE状態ではない時に STOP命令を実行した場合。 

WAIT WAIT  XXXX WAITコマンドを実行した場合。XXXXは設定値(10進数) 

SEL  XXXX SEL コマンドを実行した場合。XXXX は 0001～0010 および

FREE。 SEL 
SEL  VOID ONLINE中に SELコマンドが実行された場合。 

GOTO 
GOTO  XX GOTOコマンドが実行された場合。 

XXは 00～49。 

END END ENDコマンドが実行された場合。 

 

15:15:40  SEL  :01 

15:15:40  RUN  :RX 

15:15:41  @100FILE 

15:15:41  @LINK-UP 

15:15:41  RUN  :TX 

15:15:41  WAIT:10 

マクロ命令実行時刻 
（HH:MM:SS） 

メッセージ 
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② その他のメッセージ 

マクロ命令に対応したメッセージ以外に、測定動作としてのシステムメッセージを以

下に示します。 
システムメッセージは、必ず「＠」が先頭についています。 
 

表 4.2.39 システムメッセージ 

LOG出力表示 発生条件 

＠CNT-TXEND GENERATE/LANTECY 測定の送信モードが[Constant/Count]また

は[Burst/Count]で指定したフレーム数を送信完了した場合。 

＠LINK-DOWN ONILINE中にリンクダウンした場合。 

＠LINK-UP ONILINE中にリンクアップした場合。 

＠ARP-MISS PING測定時の ARP処理が完了しなかった場合。 

＠I／F－NG 実行不可能な設定ファイルに対して RUNコマンドを実行した場合。 
例：GBICを挿入していない状態で「L1」に「1000BASE-SX FULL」
を設定している設定ファイルを実行しようとした場合。 

＠100FILE 結果ファイルが 100 個ある状態でＲＵＮ命令による測定実行された

場合。最古の結果ファイルが削除されたことを示します。 

＠LOAD ERR 設定ファイルのロードエラーが発生した場合。 

＠STOP ACT GENERATE/LANTECY 測定で STOP ACTION の動作が完了した

場合。 

＠ABORT END STOPキー入力により、マクロ動作が手動で中断された場合。 

 
 



第 4章使用方法 

AS-84708Y                 4-85    

 
4.2.16  Remote Setup 画面 

使用目的によって 3つのモードがあります。 
AE5730と設定及び測定結果を送受信する際に使用  →4.2.16.1を参照 
AE5501のシステムファイルをバージョンアップする際に使用 →4.2.16.2を参照 
AE5501を PCから TELNETを使用して遠隔操作  →4.2.16.3を参照 

 
Remot Setup画面中のキー操作は以下の表の通りです。 
 

表 4.2.40 キーの機能-Remote 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP 設定を反映してMode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが[OK]上にある場合は、REMOTE 画面へ
切り替え。 

②カーソルが[CANCEL]上にある場合は、設定を破棄し

てMode Select画面へ戻る 
③カーソルが[GET-ADDR]上にある場合は、IP アドレ

ス、サブネットマスク、ゲートウェイを取得します。 

UP 
DOWN 

数値および項目切り替え 
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4.2.16.1 Remote画面 

MODEを REMOTEにして各設定後 OKボタンを押して下さい。AE5730 
TrafficTesterMini Setup Software搭載 PCとデータを送受信可能な状態になります。

Remote動作後 STOPボタンでMode Select画面に戻ります。画面例を図 4.2-33に、キ

ーの機能を表 4.2.40に示します。 

 

 
 
 

図 4.2-33 Remote 画面 

 
① MODE 
REMOTEの動作種別を選択します。 
・REMOTE：設定ファイルの転送または測定結果ファイルの転送を行うモードです。 
・VERUP ：システムのバージョンアップを行うモードです。 

② IP ADDR SET 
本器のリモートポート用 IPアドレスをMANUALか AUTOで設定します。MANUALを

選択した場合は自分で IPアドレスを設定可能です。AUTOを選択した場合は⑤が表示さ

れます。 
③ SUB NET MASK 
②でMANUALを選択した場合、本器のリモートポート用サブネットマスクの値を各桁 10

進数の 0～255で設定可能です。②で AUTOを選択した場合は設定できません。 
④ GATEWAY 
②でMANUALを選択した場合、本器のリモートポート用ゲートウェイの値を各桁 10進

数の 0～255で設定可能です。 
⑤ GET ADDR 
②で AUTOを選択した場合に表示されます。DHCPサーバが起動している LANに本器の

リモートポートを接続した状態でGET-ADDRボタンを押すことによって自動的に IPアドレ

ス、サブネットマスク、ゲートウェイの設定を行います。 
⑥ FTP 
FTPサーバ側（AE5501側）の FTPデータ転送ポートの選択です。「PASS」は 1024より

大きいのポート番号となり、「ACT」は 20番固定で FTPデータ転送を行います。 
 
 

⑤ 

② 

③ 

④ 

① 

(a) (b) 

⑥ 
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NOTENOTENOTENOTE 

● Remote 画面を表示する際、リモートポートの L1 リンクが確立できない場合は、以下のメ

ッセージを表示します。これは、リモートポートの L1リンクが確立出来ない状態を示しま

す。 
● OKを選択した場合に、ネットワークの設定を行います。IP ADDR SETで AUTOが選択さ

れている場合は、このときに、DHCP サーバに対してリクエストします。DHCP サーバの

設定によっては、Remote Setup画面と Remote画面、又は Verup画面で表示される IPア

ドレスが異なる場合があります。その場合、Remote 画面又は Verup 画面で表示される IP
アドレスに対して、リモート接続して下さい。 

● GATEWAY設定値がシステム内で反映できない場合は、0.0.0.0となります。 
● 以下の画面で ENTERキーを押すことで、一度、Remote Setup画面へ戻ります。リモート

ポートにケーブルを接続し、L1 リンクが確立した状態で再度 Remote 画面の表示を行うよ

うお願いします。 

 

 
 

Set Remote Cable 
[ENTER] & Retry 

OK 
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4.2.16.2 Verup画面 

MODEを VERUPにして各設定後 OKボタンを押すことで、AE5501本体をパージョ

ンアップ受付状態にします。以下図に示される画面が表示されたことを確認して、

AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareからのバージョンアップ作業を行ってくださ

い。 
バージョンアップ待機画面はシステムバージョンにより異なりますので、ご注意くださ

い。また、バージョンアップ画面中は本体のキー操作は「POWERキー」以外受け付け

なくなります。 
バージョンアップ終了後は本器を以下の方法で再起動して下さい。 

・・・・    POWERキー長押し（R02.01の場合）で PowerLEDが消灯した後、POWER
キー入力。 

・・・・    ACアダプタを一度挿抜後、POWERキー入力。 
・・・・    バッテリー駆動の場合は、AE5501裏のバッテリー収容蓋を一度開閉した後、

POWERキー入力。 
 

① R02.01以前のバージョンアップ画面 

 

図 4.2-34 R02.01 以前の Verup 画面 

（a）リモートモード実行の選択用画面です。本画面でバージョンアップに関する設定を行

います。OKボタンを押すと(b)が表示されます。各設定内容については、4.2.16の
Remote画面の項を参照してください。 

（b）バージョンアップ確認画面です。CANCELボタンを押すと(a)の画面に戻り、OKボタ

ンを押すと(c)の画面になります。 

（c）バージョンアップ待機中画面です。本画面が表示されている間のみバージョンアップ

を行えます。 

（d）バージョンアップが終了した際に表示される画面です。この画面が表示された場合は、

Powerキーを長押しして電源 OFFしてください。 
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② R02.04以降のバージョンアップ画面 

 

 

図 4.2-35 R02.04 以降の Verup 画面 

（a）リモートモード実行の選択用画面です。本画面でバージョンアップに関する設定を行

います。OKボタンを押すと(b)が表示されます。各設定内容については、4.2.16の
Remote画面の項を参照してください。 

（b）バージョンアップ確認画面です。CANCELボタンを押すと(a)の画面に戻り、OKボタ

ンを押すと(c)の画面になります。 

（c）バージョンアップ待機中画面です。本画面が表示されている間のみバージョンアップ

を行えます。この画面になっていることを確認して、AE5730 TrafficTesterMini 
Setup Softwareからバージョンアップ処理を行ってください。 

（d）バージョンアップ中であることを示す画面です。この画面中は電源 OFFをしないでく

ださい。 

（e）バージョンアップが完了したことを示す画面です。この画面が表示されてから約 12
秒後に自動的にシステムをシャットダウンします。シャットダウンが完了すると、

PowerLEDが点灯しており、LCD表示が消えた状態になります。再度起動する場合

は、ACアダプタ駆動の場合は ACアダプタを一度挿抜してください。またバッテリ

ー駆動の場合は、本体裏の電池収納パネルを一度開閉してください。 
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NOTENOTENOTENOTE 

● R02.04以降のバージョンアップで、バージョンアップ中にエラーが発生した場合

は、５秒間エラーメッセージを表示した後、図 4.2-35 R02.04以降の Verup画面
の（ｃ）に戻ります。この画面を確認して、再度バージョンアップ動作を行って

ください。 

● R02.04 以降のバージョンアップで、【State06】で処理時間が最大で 5 分間かか

る場合がありますが、電源 OFFをしないようご注意ください 

 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● バージョンアップ終了後、図 4.2-34 (d)が表示されましたら、一度電源をOFF

にし、再度電源投入をしてください。 
● Remote画面を表示する際、リモートポートの L1リンクが確立できない場合は、

以下のメッセージを表示します。これは、リモートポートの L1リンクが確立出

来ない状態を示します。 
● 以下の画面で ENTERキーを押すことで、一度、Remote Setup画面へ戻ります。

リモートポートにケーブルを接続し、L1 リンクが確立した状態で再度 Remote
画面の表示を行うようお願いします。 

 
 
 
 
 
 

Set Remote Cable 
[ENTER] & Retry 

OK 
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4.2.16.3 TELNET画面 

MODEを TELNETにして各設定後 OKボタンを押して下さい。TELNET MODE画
面を表示して TELNETによる制御を受け付ける状態になります。ここでは AE5501側の

説明のみを記載します。PCからの TELNET遠隔操作の詳細に関しては 4.3TELNET遠
隔操作を参照して下さい。 

「MODE」項目で「TELNET」を選択すると、「PROMPT」と「PASSWD DELETE」
の設定が可能になります。 
画面例を図 4.2-36に示します。 

 
 

 
 

図 4.2-36 TELNET 制御待機画面 

 
① PROMPT 

外部ターミナルから TELENET制御を行う際に、ターミナルに表示されるプロンプトの指定

となります。OFFに指定した場合は、プロンプトは「＞」だけになります。 
またプロンプトとして指定できる文字列長は８文字までで、各キャラクタは、スペースを除

く英数記号となります（アスキーコードの 0x21～0x7Eまでのキャラクタ）。 
プロンプト文字列中にスペースが指定された場合は、設定は出来ません。ただし、文字数を

７文字以下にする場合には、右端にスペースを指定してください。 

 
② PASSWD DELETE 

TELNET の SU コマンドに必要なパスワードを消去する機能です。（パスワードの設定は

passwdコマンドを使用します） 
通常は OFF設定となっています。パスワードを忘れてしまった場合のみ ONにして、「OK」

ボタンを選択してください。 
 

TELNET 受付中

であることを示す

キャラクタ 
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4.2.17  Self Test 画面 

本器の動作確認テストの設定用画面です。Self Test画面を図 4.2-37に、キーの機能を図 
4.2-37に示します。 
 
自己診断機能は以下の３種類で構成されています。 
【ＴＥＳＴ１】：ＣＦのリードライトチェック 
【ＴＥＳＴ２】：送信メモリチェック 
【ＴＥＳＴ３】：ＰＨＹ動作チェック 
 

 

図 4.2-37 SelfTest 画面 

 
図 4.2-37の各画面の概要を以下に示します。 
(a) Self Test待機画面です。 
(b) Self Test 中の画面です。 
(c) Self Testの結果画面です。 
(d) Self Test の結果画面です。 

 
 

① 

③ 

② 

④ 
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表 4.2.41 キーの機能-Self test 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ 無効 

↓ 無効 

← 項目変更 

→ 項目変更 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP Mode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが[START]上にある場合は、Self 
Testを実行します。 
②カーソルが[END]上にある場合は、Mode 
Select画面を表示します。 

UP 無効 

DOWN 無効 

 
 

画面内の表示内容を以下に示します。 
① テスト結果 

本器のセルフテストの結果です。 
② STARTボタン 
セルフテスト開始用ボタンです。 

③ ENDボタン 
Mode Select画面を表示します。 

④ STOPボタン 
セルフテスト中断ボタンです。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

Selftestを実行中は、すべての LEDが点滅します。 

 
注意注意注意注意 

● セルフテスト実行中は、測定対象の回線からは切り離した状態

（測定ポートにケーブル実装しない状態）で行ってください。

測定回線に対して影響が出る可能性が有ります。  
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4.2.18  Time Set 画面 

TimeSet画面で本器の時刻設定を行えます。図 4.2-38に Time Set画面を、表 4.2.42に
Time Set画面でのキーの機能を示します。 
 

 

図 4.2-38 TimeSet 画面 

 

表 4.2.42 キーの機能-Timer 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ カーソル移動 

↓ カーソル移動 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP 設定を反映してMode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが[OK]上にある場合は、設定内容

を登録後、Mode Select画面へ切り替えます。 
②カーソルが[CANCEL]上にある場合は、設定

内容を破棄後、Mode Select画面へ切り替えま

す。 

UP 
DOWN 

数値切り替え 

 

① ② ③ ④ ⑥ ⑤ 

⑦ ⑧ 



第 4章使用方法 

AS-84708Y                 4-95    

Time Set画面の表示内容を以下に示します。 
① 年設定 
西暦の下 2桁を 10進数で設定します。設定範囲を表 4.2.43に示します。 

② 月設定 
月を 10進数で設定します。設定範囲を表 4.2.43に示します。 

③ 日設定 
日を 10進数で設定します。設定範囲を表 4.2.43に示します。 

④ 時設定 
時を 10進数で設定します。設定範囲を表 4.2.43に示します。 

⑤ 分設定 
分を 10進数で設定します。設定範囲を表 4.2.43に示します。 

⑥ 秒設定 
秒を 10進数で設定します。設定範囲を表 4.2.43に示します。 

 

表 4.2.43 時刻設定範囲 

設定内容 設定範囲 

年 00～19 

月 01～12 

日 01～31 

時 00～23 

分 00～59 

秒 00～59 

 
⑦ CANCELボタン 

設定内容を破棄後Mode Select画面へ移動します。 
⑧ OKボタン 

設定内容を登録後Mode Select画面へ移動します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

NOTENOTENOTENOTE 

設定時間は内蔵電池によって保存されています。内蔵電池の寿命が切れると設定時

間の保存ができなくなります。内蔵電池の寿命が切れた場合は弊社サービス部が有

料にてお取り替えします。内蔵電池の交換には本体を引き取る必要があります。 
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4.2.19 ALL DEFALUT 画面 

AE5501本体に内蔵されているコンパクトフラッシュのチェックを行う機能です。チェッチェッチェッチェッ

クククク後後後後ははははセットアップファイルセットアップファイルセットアップファイルセットアップファイルをををを初期化初期化初期化初期化してしてしてして、、、、結果結果結果結果ファイルファイルファイルファイルはすべてはすべてはすべてはすべて削除削除削除削除しますしますしますします。。。。システムエシステムエシステムエシステムエ

ラーラーラーラーがががが頻繁頻繁頻繁頻繁にににに発生発生発生発生するするするする場合場合場合場合にごにごにごにご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。    
 

 

図 4.2-39 ALL DEFAULT 画面 

 

表 4.2.44 キーの機能-ALL DEFAULT 

キーの種類 動作内容 

POWER 電源 ON/OFF 

↑ 無効 

↓ 無効 

← カーソル移動 

→ カーソル移動 

RUN 無効 

STOP 無効 

DISP Mode Select画面へ戻る 

ENTER ①カーソルが [OK]上にある場合は、ALL 
DEFAULT機能を実行します。 
②カーソルが[END]上にある場合は、Mode 
Select画面へ切り替えます。 

UP 
DOWN 

無効 
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図 4.2-39の各画面の概要を以下に示します。 

（a）初期画面です。【START】にカーソルを合わせて ENTERキーを入力することで ALL 
DEFAULT機能を実行します。 

（b）ALL DEFAULT機能を実行中であることを示します。ENTERキー押すことで処理を

中断します。 

（c）ALL DEFAULT機能の処理結果を表示します。画面を終了する場合は、DISPキーを

入力するか、カーソルを【END】に合わせて ENTERキー入力をしてください。 
 
各処理項目は以下の通りです。 

・・・・    FILE SYSTEM 
コンパクトフラッシュ内部のファイルシステムのチェックを行います。内部に

壊れているファイルがあった場合は削除します。（システムファイルでも削除して

しまいます） 
ALL DEFAULT処理を行った後に再起動しても AE5501が起動しない場合は、

復旧処理を行ってください。（復旧処理の詳細は 5.6.2復旧モードについてを参照

してください） 
 
・・・・    SETUP DEFAULT 

設定ファイルを初期化します。 
 
・・・・    RESULT DEFAULT 

結果ファイルをすべて削除します。 

 
処理結果に NGが表示された場合は、１～２回繰り返し実行をしてください。 
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4.3 TELNET 遠隔操作 

本節では TELNETによる AE5501の遠隔操作について記載します。 
本器の TELNET遠隔操作は、TELNETを使用することにより PC等から AE5501本体を遠隔

操作する機能です。操作は TELNETコマンドを使用して行います。TELNETコマンドの一覧を

下表に示します。 

 

表 4.3.1 TELNET コマンド一覧 

名称 コマンド 詳細 

権限変更コマンド su 4-111ページ 

リモート終了 quit または exit 4-112ページ 

測定開始 run 4-113ページ 

測定停止 stop 4-114ページ 

状態確認 status 4-115ページ 

測定条件変更 select 4-117ページ 

測定条件一覧表示 setlist 4-118ページ 

設定変更 set 4-119ページ 

設定確認 display 4-126ページ 

測定結果表示 result 4-130ページ 

結果ファイル一覧表示 list 4-136ページ 

結果ファイル削除 delet または remove 4-138ページ 

バージョン表示 version 4-141ページ 

セルフテスト selftest 4-142ページ 

日時設定 datetime 4-143ページ 

日時表示 datetime 4-143ページ 

全デフォルト設定 init 4-144ページ 

バージョンアップ versionup 4-145ページ 

AE5730リモート制御 remote 4-146ページ 

DHCP処理実行 dhcp 4-147ページ 

ARP処理実行 arp 4-148ページ 

プロンプト設定 prompt 4-149ページ 

パスワード設定 passwd 4-150ページ 

コマンド履歴一覧表示 history 4-151ページ 

ヘルプ help または? 4-152ページ 

スクリプト系コマンド 4-154ページ 
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4.3.1 TELNET 遠隔操作基本手順 

TELNETによる遠隔操作は基本的に以下の流れで行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.3.1.1 準備 

遠隔操作を行うための準備を行います。 
 

① 物理結線の確認 
遠隔操作を行う場合は、以下の様な接続形態が考えられます。それぞれ結線が正しいかを

確認してください。 
リモート回線を AE5501の測定ポートに接続しても、遠隔操作を行うことは出来ません。

必ず、本体右側面にあるリモートポートへリモート回線を接続するようにしてください。 

 
 

 

図 4.3-1 遠隔操作するための接続概念図 

 

準備 

遠隔操作の開始 

ログイン 

遠隔操作 

遠隔操作の終了 
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② AE5501およびコントローラのネットワーク設定 

各種のネットワーク設定については、「4.1.5 AE5730搭載 PCとの接続」を参照してくだ

さい。 
 

③ ターミナルソフトの設定 
遠隔操作するためのターミナルソフトをコントローラで用意してください。Windows系の

OSには通常、「ハイパーターミナル」または「TELNET」というアプリケーションが標準

でインストールされています。 
ターミナルソフトのエミュレーションモードは「VT100」を選択してください。 
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4.3.1.2 遠隔操作の開始 

遠隔操作を開始するためには、以下の手順が必要となります。 
 

① AE5501を TELNET接続待ち受け状態にする 
AE5501の REMOTE SETUP画面で「MODE」項目に「TELNET」を選択し、「OK」選

択します。 
その後、TELNET MODE画面へ自動的に移動します。また、TELNET MODE画面では、

TELNET接続の待ち受け状態となります。この場合、STOPキー以外は無効となります。

（STOPキーは TELNET制御を強制解除するキーとなります） 
 
 
 

 

図 4.3-2 TELNET 接続の待ち受け状態 

 
 

TELNET MODE画面で表示される項目を以下に示します。 
 
（a）IP ADDR 

REMOTE SETUP画面で確定したリモートポートの IPアドレスが表示されます。 
 

（b）PROMPT 
REMOTE SETUP画面で設定または、TELNET制御中の「PROMPT」コマンドで

設定されたプロンプトを表示します。 
 

TELNET接続の待

ち受け状態を表す

キャラクタ 

OKボタン 
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（c）CURRNET SETUP 

現在、選択されている SETUPを表示します。 

 
② コントローラのターミナルソフトから TELNET接続する 

AE5501が受け付け状態になっていることを確認して、コントローラのターミナルソフト

より TELNET接続を行います。 
以降はWindows98 SEに標準搭載されている TELNETを使用した接続例を示します。 
・・・・    ターミナルソフトの起動 

Windowsのスタートメニューより「ファイル名を指定して実行」を選択し、「telnet」
と入力し「OK」をクリックします。 

 

 
 

図 4.3-3 ターミナルソフトの起動例 
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図 4.3-4 ターミナルソフト（TELNET）の起動画面 

 
 

・・・・    宛先 IPアドレスの指定 
ターミナルソフトのメニューバーより「接続」→「リモートシステム」を選択します。 

 

図 4.3-5 接続設定画面 

「ホスト名」に AE5501のMODE SELECT画面に表示されている IPアドレスを入

力します。「ポート」は「telnet」として、「ターミナルの種類」は「VT100」としてく

ださい。 
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4.3.1.3 ログイン 

ターミナル接続で TELNET接続が完了すると、ログイン名とパスワードを要求されます。 

 

 

図 4.3-6 ログイン画面 

 
 

ログインログインログインログイン名名名名ととととパスワードパスワードパスワードパスワードはそれぞれはそれぞれはそれぞれはそれぞれ小文字小文字小文字小文字でででで「「「「ttttttttminiminiminimini」」」」とととと入力入力入力入力してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。成功すると

以下の図の様に表示されます。 

 

 

図 4.3-7 ログイン完了画面 

 

Password には何も表示されませ

んが、正確に「ttmini」と入力し

てください。 

ログインが完了した場合の

メッセージです。 
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ここで、ログイン名やパスワードが間違ってしまうと、再度入力を要求されます。入力ミス

を３回続けると TELNET接続が切断されますのでご注意ください。 
また、既に他のターミナルより ttminiのログインをしている場合、以下の図の様にメッセー

ジを表示し、TELNET接続が切断されます。（複数端末複数端末複数端末複数端末からのからのからのからのログインログインログインログインはははは禁止禁止禁止禁止していますしていますしていますしています） 

 

 

図 4.3-8 ２重ログイン時のメッセージ 

 

NOTENOTENOTENOTE 

TELNET 制御中に、通信回線が障害により一定時間切断された場合、AE5501 本体で

TELNET セッションを保持したままとなる場合があります。その場合、ログイン時の

ログイン名に「clear」パスワードに「clear」と入力すると、AE5501 が保持している

TELNETセッションが開放されます。 
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4.3.1.4 遠隔操作 

ログインが完了直後では、AE5501を遠隔制御する状態になっていません。設定や結果の表

示のみ実行可能な状態（USERモード）です。現在の接続状態は「status」コマンドで判断す

ることが出来ます。 
制御状態へ移行は「su」コマンドを入力します。制御状態になることで、測定実行・停止や、

測定条件の表示・編集、測定結果の表示・削除等の各種の動作を行うことが可能になります

（ADMINモード）。 
コマンド種別は「4.3.2 TELNETコマンド」を参照してください。 
以下に「su」コマンドにより、制御状態へ移行した様子を示します。 

 

 

図 4.3-9 制御状態への移行 

 
TELNETコマンド命令の入力には、以下の注意事項を参照してください。 
 

① TELNETコマンド入力に有効なキー 
・・・・    英数／記号キー 
・・・・    [Esc]キー（スクリプト途中中止用、スクリプト実行中以外は入力の中止） 
 

現在のステータスを表示するコマンドで

す。ログイン直後は、USER モードとな

ります。 

制御モードへ移行するためのコマンドで

す。成功すると次行にプロンプトが表示さ

れます。 

制御モード（AMDINモード）であること

を示しています。 
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② TELNETコマンド入力の際の注意事項 

・・・・    TELNETコマンド入力のフォーマットは以下の通りです。 
[コマンド] [サブコマンド] [パラメータ]：[サブパラメータ]=[値] 
例）>set setup01 link:L1=10BASE-T_FULL 

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) 

> set  setup01  link:L1 = 10BASE-T_FULL 

(a) プロンプト表示です。 
(b) コマンドです。 
(c) スペース。コマンドとサブコマンド間、またはコマンドとパラメータ間は必

ずスペース入力を行ってください。 
(d) サブコマンド（省略することも可能です） 
(e) スペースです。サブコマンドとパラメータ間は必ずスペース入力を行ってく

ださい。 
(f) パラメータおよびサブパラメータ。この場合「LINK設定群の L1項目」を指

します。 
(g) 値入力する場合の記号です。 
(h) 登録する値です。文字列または数値（DECまたは HEX）があります。 
 

・・・・    TELNETコマンドは省略形でも有効です。 
例）>display setup03 tx_frame1:vlan1 
 
>disp 3 tf1v1 
 

・・・・     [コマンド]、[サブコマンド]、[パラメータ]の入力は半角英数大文字／半角英数小文字

を区別しません。 
例）>set setup01 link:L1=10BASE-T_FULL の場合、以下のように入力しても問題

はありません。 

 

>SET SetuP01 Link:L1=10Base-t_Full 

>sEt sETUp01 liNK:l1=10baSE-T_fuLL 

 
 
・・・・    先頭に[#]を入力した場合はコメント行と見なして、何も動作を行いません。 

 
③ 入力支援機能 

コマンド入力の支援機能としてキー入力に以下の機能を割り当てています。 
 
キー 機能 

↑↓ コマンド履歴を表示。最大 50行分の履歴を保存可能。 

PageUp,PageDown 
ctrl+N,ctrl+B 

サブコマンド、サブパラメータ、設定値の項目切替。 

※ ターミナルソフトによっては PageUp/PageDownは使用できない場合があります。そ

の場合は「ctrl+N」「ctrl+B」（CTRLキーを押しながら NまたはＢを押す）を使用し

て項目切替を行ってください。 
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4.3.1.5 遠隔操作の終了 

操作を終了する場合は、プロンプト上で「quit」または「exit」と入力します。入力すると、

自動的に TELNET接続が切断されます。この場合、AE5501において TELNET接続の待ち受

け状態は保持されます。 
再度、TELNET接続を行う場合は、AE5501を TELNETモード受付状態にしてください。 
 

 

図 4.3-10 遠隔操作の終了コマンド 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● 遠隔操作の終了は、「quit」または「exit」の終了コマンドで終了するか、ターミナ

ルソフトの切断指示を行ってください。（ターミナルソフトの終了でも可） 
● 再度 TELNET 接続する際には、終了後、１０秒程度経過してから再度接続を行う

ようにしてください。 
● TELNET接続中にリモートケーブルが抜けた場合（イーサネットのリンクが切断さ

れた場合）、必ず AE5501本体を TELNETモードの再設定をしてください。 
● TELNETモードの再設定は、以下の手順で行います。 

・・・・    AE5501上で STOPキーを押下する。 
・・・・    REMOTE SETUP画面へ移動して、TELNETを指定する。 

（「4.3.1.2遠隔操作の開始」項を参照してください） 

● TELNET接続中に、TELNETモードの再設定を行うと、TELNETセッションが切

断されます。 
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4.3.2 TELNET コマンド 

AE5501を遠隔操作する際に使用する TELNETコマンドについて説明します。 
各 TELENTコマンドは条件によって入力可能／不可能があります。表 4.3.2、表 4.3.3に

条件による TELNETコマンドの入力可能／不可能一覧を示します。 

 

表 4.3.2 通常入力モードコマンド 

AE5501－PC接続状態 

ログイン直後 
【ＵＳＥＲ権限】 

suコマンド受付後 
【ＡＤＭＩＮ権限】 

AE5501動作状態 AE5501動作状態 

ONLINE ONLINE ONLINE ONLINE 

コマンド名称 コマンド 

OFFLINE 

(受信のみ) （送受信） 

REMOTE OFFLINE 

(受信のみ) （送受信） 

REMOTE 

権限変更 su ○ ○ ○ ○ × × × × 

リモート終了 quit(exit) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

測定開始 run × × × × ○ ○ × × 

測定停止 stop × × × × × ○ ○ ○ 

状態確認 status ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

測定条件変更 select × × × × ○ × × × 

測定条件一覧表示 setlist ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 

設定変更 set × × × × ○ × × × 

設定確認 display ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 

測定結果表示 result ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 

結果ファイル 

一覧表示 

list 

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 

結果ファイル削除 delete 

(remove) 

× × × × ○ × × × 

バージョン表示 version ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

セルフテスト selftest × × × × ○ × × × 

日時設定 datetime × × × × ○ × × × 

日時表示 datetime ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

全デフォルト設定 init × × × × ○ × × × 

バージョンアップ versionup × × × × ○ × × × 

AE5730 
リモート制御 

remote 

× × × × ○ × × × 

DHCP処理実行 dhcp × × × × ○ × × × 

ARP処理実行 arp × × × × ○ × × × 

パスワード設定 passwd × × × × ○ ○ ○ × 

プロンプト設定 prompt × × × × ○ ○ ○ × 

コマンド履歴一覧 history ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ヘルプ help(?) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
×：実行不可（エラーメッセージを表示する。） 
○：接続／動作状態では、実行可能ただし、測定条件の組み合わせで実行できない場合もある。 

その場合、エラーメッセージを表示する。 
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表 4.3.3 スクリプト系コマンド 

ADMIN権限 

動作状態 コマンド名称 コマンド 
USER 
権限 

OFFLINE 
ONLINE 
(Rx) 

ONLINE REMOTE 

登録開始 shell ○ ○ ○ ○ ○ 

登録終了 shellend ○ ○ ○ ○ ○ 

プログラム表示 shellview ○ ○ ○ ○ ○ 

スクリプト実行 shellgo ○ ○ ○ ○ ○ 

Ｗａｉｔ wait ○ ○ ○ ○ ○ 

繰り返し開始 loop ○ ○ ○ ○ ○ 

ス

ク

リ

プ

ト 

繰り返し終了 loopend ○ ○ ○ ○ ○ 

×：実行不可（エラーメッセージを表示する。） 
○：接続／動作状態では、実行可能ただし、測定条件の組み合わせで実行できない場合もある。 

その場合、エラーメッセージを表示する。 
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4.3.2.1 SU（権限変更）コマンド 

TELNET動作の権限を変更するためのコマンドです。権限状態は以下の通りです。 
 

USER ・・・・    ログイン直後の状態 
・・・・    設定および結果の表示のみ動作可能 

ADMIN ・・・・    設定及び結果の表示 
・・・・    設定変更、測定実行制御、結果削除 
・・・・    セルフテスト／時刻設定／初期化処理 
・・・・    AE5730リモート／バージョンアップ設定 

SUコマンドは「USER権限」の場合のみ有効となり、コマンドが受け付けられると「USER
権限」から「ADMIN権限」へ権限変更します。逆に「ADMIN権限」から「USER権限」

への変更は出来ません。 
SUコマンドを入力した状態では測定条件として SETUP01が選択されます。 
 

① コマンド入力 
ADMIN権限変更のパスワード設定を設定されている場合は suコマンドの後にパスワード

を入力します。 
権限変更のパスワードは ADMIN状態で PASSWDコマンドを入力することで設定可能で

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 
 

③ 画面例 
正常動作時は何も表示せず、次のコマンド待ちとなります。 

 
 
 
 
 
 
 

パスワードが設定されている場合は以下のように入力します。 

 
 
 
 
 
 
 

もし、パスワードを忘れてしまった場合は、AE5501本体の REMOTE SETUP画面の

「PASSWD DELETE」を ONに設定してパスワードを消去することができます。 

>su 

> 

>su 12345 

> 

>su ******** TELNET コンソールウィンドで

「>su ********」と入力後(*はパ
スワード)、[Enter]キーを押して下

さい。 
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4.3.2.2 QUIT（リモート終了）コマンド 

制御用端末からのリモート制御を中止して AE5501本体の操作を有効にするコマンドです。

QUITコマンドでリモート終了が受け付けられと、AE5501の TELNETコマンド受付状態も

解除されます。再度リモート開始を行う場合は、AE5501を TELNETコマンド受付状態に

してから「su」コマンドをご使用ください。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 

>quit 

TELNETコンソールウィンドで「>quit」（省

略形「>q」）または「>exit」（省略形「>x」）
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 
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4.3.2.3 RUN（測定開始）コマンド 

AE5501本体の[RUN]キーと同様の機能を持ったコマンドです。 
測定条件の「RUN MODE」設定（「RUN MODE」については 4-49ページの 4.2.10①を

参照）により測定開始コマンド入力後の動作が異なります。 
 
・「RUN MODE」が「RX→TX」の場合 
→「>run」入力で受信のみ開始、更に「>run」を入力すると送受信開始 

・「RUN MODE」が「RX&TX」の場合 
→「>run」入力で送受信開始 

 
測定開始時に LINKダウンが発生した場合もそのまま測定を開始します。 
測定結果ファイルが 100個を超えている状態で測定を開始すると、一番古いファイルを削

除してから測定を開始します。 
① コマンド入力書式 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

③ 画面例 
正常動作時は何も表示せず、次のコマンド待ちとなります。 

 
 
 
 
 
 
 

>run 

Please Wait... 

> 

 

>run 

TELNETコンソールウィンドで「>run」（省

略形「>r」）と入力後、[Enter]キーを押して

下さい。 
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4.3.2.4 STOP（測定停止）コマンド 

AE5501本体の[STOP]キーと同様の機能を持ったコマンドです。 
測定条件の「RUN MODE」設定（「RUN MODE」については 4-49ページの 4.2.10①を

参照）により測定停止コマンド入力後の動作が異なります。 
 
・「RUN MODE」が「RX→TX」の場合 
→送受信中に「>stop」入力で送信のみ停止、更に「>stop」を入力すると測定停止 

・「RUN MODE」が「RX&TX」の場合 
→「>stop」入力で測定停止 

 
また AE5730制御コマンド（4.3.2.19を参照）を使用中に実行した場合は AE5730制御コ

マンドを中止します。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 
③ 画面例 

正常動作時は何も表示せず、次のコマンド待ちとなります。 

 
 
 
 
 
 
 

AE5501が OFFLINE状態で実行すると下図のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 

AE5730制御コマンド中止時は下図のようになります。 

 
 
 
 
 
 

>stop 

> 

>stop 

>stop 

Now Offline... 

> 

 

>stop 
> 

>stop TELNETコンソールウィンドで「>stop」と

入力後、[Enter]キーを押して下さい。 
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4.3.2.5 STATUS（状態確認）コマンド 

現在の AE5501の動作状態や選択中の測定条件等を表示するコマンドです。 
① コマンド入力 

 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

③ 画面例 
状態確認コマンド入力で表示される内容は下表の通りです。 

表 4.3.4 状態確認コマンド表示内容（１／２） 

概要 画面表示 内容 

<USER (Read Only)> USER権限であることを示します。 
接続状態 

<ADMIN (Ctrl+Read)> ADMIN権限であることを示します。 

OFFLINE AE5501がオフライン状態であることを示します。 

ONLINE AE5501がオンライン状態（フレーム送受信中）である

ことを示します。 

ONLINE(Rx) AE5501がオンライン状態（フレーム受信中）であるこ

とを示します。 

動作状態 
(MODE) 

REMOTE AE5730制御コマンド実行中であることを示します。 

GENERATE 選択中のテストモードが GENERATE であることを示

します。 

LATENCY 選択中のテストモードが LATENCYであることを示し

ます。 

PING 選択中のテストモードがPINGであることを示します。 

REPLY 選択中のテストモードが REPLY であることを示しま

す。 

選択中 
テストモード 
(TEST ＭＯＤ

Ｅ) 

LOOPBACK 選択中のテストモードが LOOPBACK であることを示

します。 

選択中測定条件 
(Setup01～10 

FREE) 

 現在選択中の測定条件とその測定条件の名称を表示し

ます。ただし AE5730 制御コマンド実行中は表示され

ません。 

ARP MISS PING 測定開始時の ARP 処理が失敗したため

OFFLINE状態に遷移したことを示します。 

STOP ACTION STOP ACTIONが成立して、送信停止または測定終了

状態になったことを示します。。 

I/F MISSMATCH I/F不適合により RUN出来なかったことを示します。 

通知メッセージ 
(NOTIFY) 

COUNT SEND 

OVER 

カウント送信が終了して、送信停止になったことを示

します。 

AC_ADAPTER ACアダプタを使用していることを示します。 

BATTERY_HIGH バッテリーの残量が HIGHであることを示します。 

BATTERY_MIDDLE バッテリーの残量がMIDDLEであることを示します。 
バッテリーを早急に充電することをお勧めします。 

電源供給状態 
(POWER) 

BATTERY_LOW バッテリーの残量が LOWであることを示します。 
直ちに電源を落とし、バッテリーを充電する必要があ

ります。 

>status 
TELNETコンソールウィンドで「>status」
（省略形「>sts」）と入力後、[Enter]キーを

押して下さい。 
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表 4.3.5 状態確認コマンド表示内容（２／２） 

概要 画面表示概要 画面表示項目 内容 

10BASE-T HALF 回線状態が 10BASE-T HALFであることを

示します。 

10BASE-T FULL 回線状態が 10BASE-T FULLであることを

示します。 

100BASE-TX HALF 回線状態が 100BASE-TX HALFであること

を示します。 

100BASE-TX FULL 回線状態が 100BASE-TX FULLであること

を示します。 

1000BASE-T FULL 回線状態が 1000BASE-T FULLであること

を示します。 

1000BASE-SX FULL 回線状態が 1000BASE-SX FULL であるこ

とを示します。 

インターフェース 

1000BASE-LX FULL 回線状態が 1000BASE-LX FULL であるこ

とを示します。 

UP リンクアップしていることを示します。 

リンク 
状態 

リンク状態 

DOWN リンクダウンしていることを示します。 

 
 

状態確認コマンドを実行した際の画面例を下図に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>status 

 <ADMIN(Ctrl+Read)> 

 MODE      : OFFLINE 

 TEST MODE : GENERATE 

 SETUP01   : Setup_No01 

 NOTIFY    : 

 POWER     : AC_ADAPTER 

 LINK      : 100BASE-TX FULL (UP) 
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4.3.2.6 SELECT（測定条件変更）コマンド 

現在選ばれている測定条件を変更するコマンドです。このコマンドで変更された測定条件

は、以下のコマンドでサブパラメータを省略した際に有効となります。 
・・・・    SETコマンドで設定変更する際の条件 
・・・・    DISPコマンドで設定表示する際の条件 

また、上記以外にも RUNコマンドで測定を開始する際の測定条件となります。 
 

① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② サブコマンド 
・サブコマンド 

サブコマンドとして測定条件を選択して下さい。選択可能なサブコマンド一覧を下表に

示します。 

表 4.3.6 サブコマンド一覧 

サブコマンド 省略形 内容 

setup01 1(s1) Generate/Latency用の測定条件 1 

setup02 2(s2) Generate/Latency用の測定条件 2 

setup03 3(s3) Generate/Latency用の測定条件 3 

setup04 4(s4) Generate/Latency用の測定条件 4 

setup05 5(s5) Generate/Latency用の測定条件 5 

setup06 6(s6) Generate/Latency用の測定条件 6 

setup07 7(s7) Generate/Latency用の測定条件 7 

setup08 8(s8) Generate/Latency用の測定条件 8 

setup09 9(s9) Generate/Latency用の測定条件 9 

setup10 10(s10) Generate/Latency用の測定条件 10 

Free f(s11) Ping/Reply/Loopback用の測定条件 

 
③ コマンド入力有効無効条件 

表 4.3.2を参照願います。 

 
④ 画面例 

正常動作時は何も表示せず、次のコマンド待ちとなります。 

 
 
 
 
 
 
 

>select setup01 

> 

>select setup01 

TELNETコンソールウィンドで 
「>select サブコマンド」（省略形「>sel サ
ブコマンド」）と入力後、[Enter]キーを押し

て下さい。 
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4.3.2.7 SETLIST（測定条件一覧表示）コマンド 

測定条件の一覧を表示するコマンドです。 
 

① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

③ 画面例 
測定条件一覧表示コマンドを実行すると下記内容を表示します。 
・現在選択中の測定条件 
・全測定条件のテストモードと名称 
正常動作時の画面例を下図に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>setlist 

CURRENT   : SETUP01 

 SETUP01(GENERATE) : Setup_No01 

 SETUP02(GENERATE) : Setup_No02 

 SETUP03(GENERATE) : Setup_No03 

 SETUP04(GENERATE) : Setup_No04 

 SETUP05(GENERATE) : Setup_No05 

 SETUP06(GENERATE) : Setup_No06 

 SETUP07(GENERATE) : Setup_No07 

 SETUP08(GENERATE) : Setup_No08 

 SETUP09(GENERATE) : Setup_No09 

 SETUP10(GENERATE) : Setup_No10 

 FREE(PING)        : 

> 

>setlist 

TELNETコンソールウィンドで 
「>setlist」（省略形「>sl」）と入力後、[Enter]
キーを押して下さい。 

現在選択中の測定条件 

全測定条件のテストモー

ドと名称 
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4.3.2.8 SET（設定変更）コマンド 

測定条件内の各設定項目を変更するコマンドです。 
 

① コマンド入力書式 

 
 
 
 
 
 
 
 

② サブコマンド／パラメータ／設定値 
・サブコマンド 

サブコマンドとして測定条件を選択して下さい。選択可能なサブコマンド一覧を下表に

示します。サブコマンドを省略した場合は測定条件変更コマンドで選択された測定条件

が変更対象となります。 
ただし、DHCPと ARPの設定を行う場合はサブコマンドの省略はできません。 

表 4.3.7サブコマンド一覧 

サブコマンド 省略形 内容 

setup01 1(s1) Generate/Latency用の測定条件 1 

setup02 2(s2) Generate/Latency用の測定条件 2 

setup03 3(s3) Generate/Latency用の測定条件 3 

setup04 4(s4) Generate/Latency用の測定条件 4 

setup05 5(s5) Generate/Latency用の測定条件 5 

setup06 6(s6) Generate/Latency用の測定条件 6 

setup07 7(s7) Generate/Latency用の測定条件 7 

setup08 8(s8) Generate/Latency用の測定条件 8 

setup09 9(s9) Generate/Latency用の測定条件 9 

setup10 10(s10) Generate/Latency用の測定条件 10 

Free f(s11) Ping/Reply/Loopback用の測定条件 

DHCP 無し DHCP画面の項目が対象 

ARP 無し ARP画面の項目が対象 

 
・パラメータ（サブパラメータ） 
変更対象の設定項目をパラメータ（サブパラメータ）によって指定して下さい。 
設定項目はパラメータを更にサブパラメータに細分化可能なものがあります。 
各パラメータ（サブパラメータ）と設定値、テストモードの関係を表 4.3.8、表 4.3.9、 

表 4.3.10、表 4.3.11、表 4.3.12に示します。 

 
・設定値 

変更対象の設定項目に対して新しく値を入力して下さい。各パラメータ（サブパラメ

ータ）と設定値、テストモードの関係を表 4.3.8、表 4.3.9、 
表 4.3.10、表 4.3.11、表 4.3.12に示します。 

 

>set setup01 link:flow=on 

TELNETコンソールウィンドで 
「>set サブコマンド パラメータ：サブパラメータ 
= 設定値」と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 
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パラメータ（サブパラメータ）、設定値とテストモードの関係を下表に示します。 
サブパラメータがあるものは[パラメータ：サブパラメータ]と記載されています。 

 

表 4.3.8 パラメータ／設定値一覧 1 

テストモード 
パラメータ 設定値 Gene 

rate 
Laten 
cy 

Ping Reply Loop 
back 

Name (半角英数文字列) ○ ○ ○ ○ ○ 

Generate(gen) ○ ○ × × × 

Latency(lat) ○ ○ × × × 

Ping(pin) × × ○ ○ ○ 

Reply(rep) × × ○ ○ ○ 

test_mode(test) 

Loopback(lb) × × ○ ○ ○ 

rx&tx(r&t) ○ ○ × × × run_mode(run) 

rx->tx(r-t) ○ ○ × × × 

10BASE-T_FULL(10F) ○ ○ ○ ○ ○ 

10BASE-T_HALF(10H) ○ ○ ○ ○ ○ 

100BASE-TX_FULL(100F) ○ ○ ○ ○ ○ 

100BASE-TX_HALF(100H) ○ ○ ○ ○ ○ 

1000BASE-T_FULL(1000T) ○ ○ ○ ○ ○ 

1000BASE-SX_FULL(1000S) ○ ○ ○ ○ ○ 

link:L1(L1)

 

1000BASE-LX_FULL(1000L) ○ ○ ○ ○ ○ 

On ○ ○ × × × link:flow 

(flow) Off ○ ○ × × × 

Auto(AT) ○ ○ ○ ○ ○ link:negotiate 

(nego) Manual(Man) ○ ○ ○ ○ ○ 

Mdi ○ ○ ○ ○ ○ 

mdix ○ ○ ○ ○ ○ 

link:crossover 

(cross) 

Auto(AT) ○ ○ ○ ○ ○ 

10M ○ ○ × × × 

100M ○ ○ × × × 

tx_setup:transmit 

(trans) 

1G(1000M) ○ ○ × × × 

constant/count(c/cnt) ○ ○ × × × 

constant/continue(c/con) ○ ○ × × × 

burst/count(b/cnt) ○ ○ × × × 

tx_setup:tx-mode 

(txmode) 

burst/continue(b/con) ○ ○ × × × 

XXXbit ○ ○ × × × tx_setup:ifg(ifg) 

XXX.XXX% ○ ○ × × × 

tx_setup:idle(idle) XXXbit(bit省略可) ○ ○ × × × 

tx_setup:cnt(cnt) XXX ○ ○ × × × 

On ○ ○ × × × 

Off ○ ○ × × × 

tx_setup:stop_action 

(stopact) 

XXXXmin(min省略可) ○ ○ × × × 

注：カッコで囲まれたパラメータは、省略形を示します。 

 
 



第 4章使用方法 

AS-84708Y                 4-121    

 

表 4.3.9 パラメータ／設定値一覧 2 

テストモード 
パラメータ 設定値 Generate Latency Ping Reply Loop 

back 

tx_frame_count(frmcnt) XXXX ○ ○ × × × 

tx_frame?:length

 

(tf?len) 

XXXX ○ ○ × × × 

Manual(man) ○ ○ × × × 

ARP ○ ○ × × × 

tx_frame?:dst_mac

 

(tf?dmac) 

XX-XX-XX-XX-XX-XX ○ ○ × × × 

Global ○ ○ × × × 

Manual(man) ○ ○ × × × 

DHCP ○ ○ × × × 

tx_frame?:src_mac

 

(tf?smac) 

XX-XX-XX-XX-XX-XX ○ ○ × × × 

tx_frame?:vlan_cnt

 

(tf?vcnt) 

X ○ ○ × × × 

tx_frame?:vlan?:tpid

 

(tf?v?tpid) 

XXXX ○ ○ × × × 

tx_frame?:vlan?:up

 

(tf?v?up) 

X ○ ○ × × × 

On ○ ○ × × × tx_frame?:vlan?:cfi

 

(tf?v?cfi) Off ○ ○ × × × 

tx_frame?:vlan?id

 

(tf?v?id) 

XXXX（DEC 入力） ○ ○ × × × 

IPv4 ○ ○ × × × 

IPv4-MC ○ ○ × × × 

IPv6 ○ ○ × × × 

USER ○ ○ × × × 

tx_frame?:type 

(tf?type) 

XXXX（HEX 入力） ○ ○ × × × 

ARP ○ ○ × × × 

Manual ○ ○ × × × 

tx_frame?:dst_IP 

(tf?dip) 

XXX.XXX.XXX.XXX ○ ○ × × × 

DHCP ○ ○ × × × 

Manual ○ ○ × × × 

tx_frame?:src_IP 

(tf?sip) 

XXX.XXX.XXX.XXX ○ ○ × × × 

tx_frame?:tos 

(tf?tos) 

XXX（DEC 入力） ○ ○ × × × 

None ○ ○ × × × tx_frame?:error 

(tf?err) CRC ○ ○ × × × 

注：カッコで囲まれたパラメータは、省略形を示します。 
注：MACアドレスの入力は「XX」部分は HEX入力です。 
注：IPアドレスの入力は「XXX」部分は DEC入力です。 

注：? は 1～4のいずれかを入力して下さい。 
注：#は 1～2のいずれかを入力して下さい。 
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表 4.3.10 パラメータ／設定値一覧 3 

テストモード 

パラメータ 設定値 Gene 
rate 

Late
ncy 

Ping Reply Loop
back 

On ○ ○ × × × Filter#:sel 

(f#sel) Off ○ ○ × × × 

Filter#:offset(f#off) XX(DEC 入力) ○ ○ × × × 

Filter#:length(f?len) X ○ ○ × × × 

Filter#:pattern(f?pat) XX-XX-XX-XX-XX-XX ○ ○ × × × 

Filter#:mask(f?msk) XX-XX-XX-XX-XX-XX ○ ○ × × × 

And ○ ○ × × × filter_init(finit) 

Or ○ ○ × × × 

over_size(OVSZ) XXXXX(DEC 入力) ○ ○ × × × 

On ○ × × × × 

Off ○ × × × × 

Up ○ × × × × 

Down ○ × × × × 

alarm:rx_frame 

(almrx) 

XXXXXXXXXX(DEC 入力) ○ × × × × 

On ○ × × × × 

off ○ × × × × 

alarm:err_cnt 

(almer) 

XXXXXXXXXX(DEC 入力) ○ × × × × 

On ○ × × × × 

off ○ × × × × 

alarm:tx_frame 

(almtx) 

XXXXXXXXXX(DEC 入力) × × × × × 

On × ○ × × × fixed_delay 

(delay) off × ○ × × × 

注：フィルタパターンまたはフィルタマスクの「XX」部分は HEX入力です。  

注：カッコで囲まれたパラメータは、省略形を示します。 
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表 4.3.11 パラメータ／設定値一覧 4 

テストモード 

パラメータ 設定値 Gene 
rate 

Late
ncy 

Ping Reply Loop
back 

all × × × × ○ 

global × × ○ ○ ○ 

manual × × ○ ○ ○ 

src_mac 

(smac) 

XX-XX-XX-XX-XX-XX × × ○ ○ ○ 

MAC × × × × ○ Loopback(lb) 

MAC+IP × × × × ○ 

Manual × × ○ ○ ○ 

Dhcp × × ○ ○ ○ 

Src_IP 

(sip) 

XXX.XXX.XXX.XXX × × ○ ○ ○ 

subnet_mask(subnet) XXX.XXX.XXX.XXX × × ○ × × 

Gateway(gw) XXX.XXX.XXX.XXX × × ○ × × 

Dst_IP(dip) XXX.XXX.XXX.XXX × × ○ × × 

frame_len(frmlen) XXXX(DEC 入力) × × ○ × × 

1sec × × ○ × × 

5sec × × ○ × × 

Interval 

10sec × × ○ × × 

continue × × ○ × × 

count × × ○ × × 

tx_mode 

(txmode) 

XXXXXXXXXX(DEC 入力) × × ○ × × 

vlan_cnt(vcnt) X × × ○ ○ ○ 

On × × × ○ × vlan_cmp(vcmp) 

Off × × × ○ × 

vlan?:tpid(v?tpid) XXXX(DEC 入力) × × ○ ○ × 

vlan?:up(v?up) X × × ○ × × 

On × × ○ × × 
vlan?:cfi(v?cfi) 

Off × × ○ × × 

vlan?:id(v?id) XXXX(HEX 入力) × × ○ ○ × 

On ○ ○ × × ○ arp_reply(ARPREP) 

Off ○ ○ × × ○ 

注：カッコで囲まれたパラメータは、省略形を示します。 
注：MACアドレスの入力は「XX」部分は HEX入力です。 
注：IPアドレスの入力は「XXX」部分は DEC入力です。 

注：? は 1～4のいずれかを入力して下さい。 
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表 4.3.12 パラメータ／設定値一覧(DHCP/ARP の場合) 

特殊モード 
サブコマンド＋パラメータ 設定値 

DHCP ARP 

10BASE-T_FULL(10F) ○ × 

10BASE-T_HALF(10H) ○ × 

100BASE-TX_FULL(100F) ○ × 

100BASE-TX_HALF(100H) ○ × 

1000BASE-T_FULL(1000T) ○ × 

1000BASE-SX_FULL(1000S) ○ × 

dhcp link:L1 

(dhcp L1)

 

1000BASE-LX_FULL(1000L) ○ × 

Auto(AT) ○ × dhcp link:negotiate 

(dhcp nego) Manual(Man) ○ × 

Mdi ○ × 

mdix ○ × 

dhcp link:crossover 

(dhcp cross) 

Auto(AT) ○ × 

Manual ○ × 

Dhcp ○ × 

dhcp Src_IP 

(dhcp sip) 

XXX.XXX.XXX.XXX ○ × 

dhcp Subnet_mask 

(dhcp subnet) 

XXX.XXX.XXX.XXX ○ × 

dhcp Gateway 

(dhcp gw) 

XXX.XXX.XXX.XXX ○ × 

arp Dst_IP 

(arp dip) 

XXX.XXX.XXX.XXX × ○ 

注：カッコで囲まれたパラメータは、省略形を示します。 
注：MACアドレスの入力は「XX」部分は HEX入力です。 
注：IPアドレスの入力は「XXX」部分は DEC入力です。 

 
 

③ コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 
④ 画面例 

正常動作時は何も表示せず、次のコマンド待ちとなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

>set setup01 flow=on 

> 
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NOTENOTENOTENOTE    
● SETコマンド、DISPコマンド、RESULTコマンドには多数のサブパラメータが

存在するため、入力の短縮形を用意しています。 
● SETコマンドのサブパラメータ種類は、プロンプト上で「help set」または「? set」

と入力することで一覧を表示します。 
● SETコマンドの設定値の種類は、プロンプト上で「help set “サブパラメータ”」

または「? set “サブパラメータ”」と入力することで一覧表示します。 
● TX_FRAME#:SRC_MAC(TXFRM#:SRCMAC,F#SMAC)「? set」で表示される

HELPの内、上記の場合は入力形式として以下の３種類があります。 
 >set tx_frame1:src_mac=00-00-00-00-00-01 

 >set txfrm1:srcmac=00-00-00-00-00-01 

 >set t1smac=00-00-00-00-00-01 

● アドレスの設定は以下の様になります。 

 > set TX_FRAME1:DST_MAC=manual（種別入力） 

 > set TX_FRAME1:DST_MAC=arp（種別入力） 

 > set TX_FRAME1:DST_MAC=00-00-00-00-00-01（数値入力） 

 > set TX_FRAME1:src_ip=DHCP（種別入力） 

 > set TX_FRAME1:src_ip=192.168.0.1（数値入力） 

● 数値入力を行った場合、種別は自動的にMANUALになります。 

● 種別入力には以下の種類が有ります。 

・ARP    (ARP 画面の取得結果を反映) 

・DHCP   (DHCP 画面の設定値を反映) 

・MANUAL (手動入力) 

・GLOBAL (測定ポートのグローバル MAC アドレス) 

・ALL    (LOOPBACK の SRCMAC のみ指定可能) 

● set コマンドにおける各設定パラメータの省略形については「5.4.1 SET コマン

ドの設定パラメータの省略形一覧」を参照してください。 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● 「>help set」で表示されるヘルプで「（）」で囲まれて「，」で区切られた文字列

は、省略形であることを示します。 
 

TX_FRAME#:VLAN#:TPID(TXFRM#:VLAN#TPID,TF#V#TPID) 
①        ②      ③ 

 
指定方法は以下の３通り有ります。 
①TX_FRAME1:VLAN1:TPID 
②TXFRM1:VLAN1TPID 
③TF1V1TPID 
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4.3.2.9 DISPLAY（設定確認）コマンド 

指定した設定条件を確認するコマンドです。パラメータの指定により、1個の条件を確認

したり複数の条件を確認したりすることが可能です。 
DHCPや ARPの実行結果は DISPLAYコマンドで確認可能です。（RESULTコマンドで

はありません） 
① コマンド入力 
>display サブコマンド 個別パラメータ：グループパラメータ 
（>disp サブコマンド 個別パラメータ：グループパラメータの省略形も可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② サブコマンド／パラメータ 
・サブコマンド 

サブコマンドとして測定条件を選択して下さい。選択可能なサブコマンド一覧を下表に

示します。サブコマンドを省略した場合は測定条件変更コマンドで選択された測定条件

が表示対象となります。 
ただし、DHCPと ARPの設定表示を行う場合はサブコマンドの省略はできません。 

表 4.3.13サブコマンド一覧 

サブコマンド 省略形 内容 

setup01 1(s1) Generate/Latency用の測定条件 1 

setup02 2(s2) Generate/Latency用の測定条件 2 

setup03 3(s3) Generate/Latency用の測定条件 3 

setup04 4(s4) Generate/Latency用の測定条件 4 

setup05 5(s5) Generate/Latency用の測定条件 5 

setup06 6(s6) Generate/Latency用の測定条件 6 

setup07 7(s7) Generate/Latency用の測定条件 7 

setup08 8(s8) Generate/Latency用の測定条件 8 

setup09 9(s9) Generate/Latency用の測定条件 9 

setup10 10(s10) Generate/Latency用の測定条件 10 

Free f(s11) Ping/Reply/Loopback用の測定条件 

 
・パラメータ（グループパラメータ） 

表示対象の設定項目をパラメータ（グループパラメータ）によって指定して下さい。 
パラメータを省略すると、サブコマンドで指定された（または、現在選択中の測定条件）

の全設定項目が表示されます。 
パラメータは、グループや個別で指定することもでき、グループのみ指定するとそのグ

ループに含まれる設定項目を全て表示します。個別パラメータまで指定すると、指定し

た設定項目のみ表示します。 
グループパラメータと個別パラメータ、およびテストモードの関係を表 4.3.14、表 
4.3.15に示します。 

>display setup01 name 

TELNETコンソールウィンドで 
>display サブコマンド 個別パラメータ：グループ

パラメータ（省略形「>disp サブコマンド 個別パ

ラメータ：グループパラメータ」）と入力後、[Enter]
キーを押して下さい。 
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表 4.3.14 パラメータ一覧 1 

パラメータ テストモード 

グループ 個別 Gene 
rate 

Laten 
cy 

Ping Reply Loop 
back 

name ○ ○ ○ ○ ○ 

test_mode(test) ○ ○ ○ ○ ○ 

run_mode(run) ○ ○ × × × 

L1 ○ ○ ○ ○ ○ 

Flow ○ ○ × × × 

Negotiate 

(nego) 

○ ○ ○ ○ ○ 

Link 

Crossover 

(cross) 

○ ○ ○ ○ ○ 

Transmit 

(trans) 

○ ○ × × × 

tx-mode 

(txmdoe) 

○ ○ × × × 

Ifg ○ ○ × × × 

Idle ○ ○ × × × 

Cnt ○ ○ × × × 

tx_setup 

(txset)

注 2

 

stop_action 

(stopact) 

○ ○ × × × 

tx_frame_count 

(frmcnt) 

○ ○ × × × 

Length ○ ○ × × × 

dst_mac ○ ○ × × × 

src_mac ○ ○ × × × 

vlan_cnt ○ ○ × × × 

vlan1

注 1

(v1) ○ ○ × × × 

vlan2

注 1

(v2) ○ ○ × × × 

vlan3

注 1

(v3) ○ ○ × × × 

vlan4

注 1

(v4) ○ ○ × × × 

dst_IP ○ ○ × × × 

src_IP ○ ○ × × × 

tos 

注３

 ○ ○ × × × 

tx_frame1    

(tf1) 

tx_frame2    

(tf2) 

tx_frame3 

(tf3) 

tx_frame4 

(tf4) 

 

error ○ ○ × × × 

注 1：[vlan1]～[vlan4]の指定は、[TPID]，[UP]，[CFI]，[ID]を全て表示します。 
注 2：tx_setupを指定した場合は、[tx_frame_count]と[tx_frame]も表示します。 

（送信条件を全て表示します） 
注３：tosフィールドの表示は「tos=10進数（16進数）」の表示形式になります。 
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表 4.3.15 パラメータ一覧 2 

パラメータ テストモード 

グループ 個別 
Gene 
rate 

Laten 
cy 

Ping Reply Loop 
back 

filter1(f1)

 注 1

 ○ ○ × × × 

filter2(f2) ○ ○ × × × 

filter_init(finit) ○ ○ × × × 

over_size(ovsz) ○ ○ × × × 

rx_frame(rx) ○ × × × × 

err_cnt(er) ○ × × × × 

Alarm 

(alm) 

tx_frame(tx) ○ × × × × 

fixed_delay(delay) × ○ × × × 

src_mac(smac) × × ○ ○ ○ 

loopback(lb) × × × × ○ 

src_ip(sip) × × ○ ○ ○ 

subnet_mask(subnet) × × ○ × × 

Gateway(gw) × × ○ × × 

dst_ip(dip) × × ○ × × 

frame_len(frmlen) × × ○ × × 

Interval × × ○ × × 

tx_mode(txmode) × × ○ × × 

vlan_cnt(vcnt) × × ○ ○ ○ 

vlan_cmp(vcmp) × × × ○ × 

× × ○ ○ × 

× × ○ ○ × 

× × ○ ○ × 

vlan1

注 2

(v1) 

vlan2(v2) 

vlan3(v3) 

vlan4(v4) × × ○ ○ × 

arp_reply(ARPREP) ○ ○ × × ○ 

注 1：[filter1]または[filter2]はグループパラメータのみ可 
注 2：[vlan1]～[vlan4]の指定は、[TPID]，[UP]，[CFI]，[ID]を全て表示します 

 

表 4.3.16 パラメータ一覧（DHCP/ARP の場合） 

パラメータ 特殊モード 

グループ 個別 DHCP ARP 

L1 ○ × 

Negotiate 

(nego) 

○ × 

Link 

Crossover 

(cross) 

○ × 

src_mac(smac) ○ × 

src_ip(sip) ○ × 

subnet_mask(subnet) ○ × 

Gateway(gw) ○ × 

dst_ip(dip) × ○ 
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③ コマンド入力有効無効条件 

表 4.3.2を参照願います。 
④ 画面例 
画面表示はパラメータの指定により異なります。 
・グループパラメータ指定の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・個別パラメータの場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● dispコマンドのサブパラメータ種類は、プロンプト上で「help disp」または「? 

disp」と入力することで一覧表示します。 
● SET命令、DISP命令、RESULT命令には多数のサブパラメータが存在するため、

入力の短縮形もあります。 
● TX_FRAME#:SRC_IP(TXFRM#:SRCIP,F#SIP)「? disp」で表示される HELP

の内、上記の場合は入力形式として以下の３種類があります。 
>disp tx_frame1:src_ip 

>disp txfrm1:srcip 

>disp t1sip 

>disp setup01 link 

<< LINK >> 

L1               : 10BASE-T FULL 

FLOW             : ON 

NEGOTIATE        : AUTO 

CROSSOVER        : MDI 

> 

>disp setup01 link:negotiate 

LINK - NEGOTIATE        : AUTO 

> 
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4.3.2.10 RESULT（測定結果表示）コマンド 

AE5501の測定結果を表示するコマンドです。 
サブコマンドやパラメータにより ONLINE／OFFLINE画面、または測定項目の指定を行

えます。（DHCP／ARPの実行結果は DISPLAYコマンドで確認することが出来ます） 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② サブコマンド／ファイル名／パラメータ 
・サブコマンド 
サブコマンドとして測定条件を選択して下さい。選択可能なサブコマンド一覧を下表に

示します。サブコマンド／ファイル名を省略すると表示する測定結果が異なります。 
表 4.3.18を参照して下さい。 

表 4.3.17 サブコマンド一覧 

サブコマンド 省略形 内容 

setup01 1(s1) Generate/Latency用の測定条件 1 

setup02 2(s2) Generate/Latency用の測定条件 2 

setup03 3(s3) Generate/Latency用の測定条件 3 

setup04 4(s4) Generate/Latency用の測定条件 4 

setup05 5(s5) Generate/Latency用の測定条件 5 

setup06 6(s6) Generate/Latency用の測定条件 6 

setup07 7(s7) Generate/Latency用の測定条件 7 

setup08 8(s8) Generate/Latency用の測定条件 8 

setup09 9(s9) Generate/Latency用の測定条件 9 

setup10 10(s10) Generate/Latency用の測定条件 10 

Free f(s11) Ping/Reply/Loopback用の測定条件 

 

>result setup01 030821080448.re time 

TELNETコンソールウィンドで 
>result サブコマンド ファイル名 パラメータ 
（省略形「>res サブコマンド ファイル名 パラメータ」） 
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・ファイル名 
表示対象の測定結果ファイルのファイル名を入力して下さい。結果ファイルのファイル

名は測定結果ファイル一覧表示コマンドで調べられます。 
サブコマンド／ファイル名を省略すると表示内容が異なります。表 4.3.18を参照して下

さい。 

表 4.3.18 サブコマンド／ファイル名省略時の対象測定結果 

サブコマンド ファイル名 対象測定結果 

省略 省略 オンライン時 ： オンライン測定結果 
オフライン時 ： オフライン最新測定結果 

指定 省略 オンライン時 ： エラー 
オフライン時 ： エラー 

省略 指定 オンライン時 ： エラー 
オフライン時 ： 測定条件変更コマンドで指定した測定条件

内の指定測定結果ファイル（ファイル名） 

指定 指定 オンライン時 ： エラー 
オフライン時 ： 指定測定条件（サブコマンド）内の指定測

定結果ファイル（ファイル名） 

 
 

・パラメータ 
表示対象の設定項目をパラメータによって指定して下さい。 
また、パラメータは”,”で区切ることで複数指定を行うことが可能です。 
パラメータを省略すると、全測定項目の結果を表示します。パラメータにはグループ指

定パラメータと個別パラメータがあります。個別パラメータとテストモードの関係を表 
4.3.19に示します。グループパラメータと測定項目の関係を表 4.3.20に示します。 
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○のついているテストモードの測定結果には個別パラメータの指定を行えます。 

表 4.3.19 個別パラメータとテストモード 

テストモード 個別 
パラメータ 

省略形 
 Generate Latency Ping Reply Loopback 

ｈead

注 1 

MD ○ ○ ○ ○ ○ 

time

注 2

 TM ○ ○ ○ ○ ○ 

tx_rate TRATE,TR ○ ○    

rx_rate RRATE,RR ○ ○    

tx_frm/s TFRMS,TFS ○ ○    

rx_frm/s RFRMS,RFS ○ ○    

tx_bit/s TBITS,TBS ○ ○    

rx_bit/s RBITS,RBS ○ ○    

tx_error TERR,TE ○ ○    

rx_error RERR,RE ○ ○    

crc_error CRC ○ ○    

under_size UNDER,UD ○ ○    

over_size OVER,OV ○ ○    

alignment ALIGN,AL ○ ○    

collision COLL,CL ○ ○    

pause_pkt PAUSE,PS ○ ○    

tx_byte TBYTE,TB ○ ○    

rx_byte RBYTE,RB ○ ○    

tx_frame TFRAME,TFRM,TF ○ ○ ○   

rx_frame RFRAME,RFRM,RF ○ ○ ○   

idle

注 3

 IL ○ ○    

alarm ALM ○     

delay DLY  ○    

src_ip SIP   ○   

dst_ip DIP   ○   

tx_mode TXMODE,TMD   ○   

interval

注４

    ○   

loss_cnt LCNT   ○   

loss_rate LRATE   ○   

round_trip ROUND   ○   

ping PIN    ○  

arp     ○  

注 1：測定時の測定条件の一部(RUN MODE / STOP ACTION)と LINK情報を表示

します。 
注 2：オフライン測定結果表示の時のみ有効です。測定開始時間と測定終了時間を示

します。 
注 3：“filter1”または、“filter2”は、グループパラメータのみでも可です。 
注４：オンライン測定中時のみ有効です。 
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グループパラメータを入力した場合、○のついている測定項目を表示します。 

表 4.3.20 グループパラメータと測定項目 

グループパラメータ 
測定項目 tx rx rate frm/s 

(frm) 
bit/s 
(bits) 

error 
(err) 

byte frame 
(frm) 

tx_rate ○  ○      

rx_rate  ○ ○      

tx_frm/s ○   ○     

rx_frm/s  ○  ○     

tx_bit/s ○    ○    

rx_bit/s  ○   ○    

tx_error ○     ○   

rx_error  ○    ○   

crc_error      ○   

under_size      ○   

over_size      ○   

alignment      ○   

collision      ○   

pause_pkt      ○   

tx_byte ○      ○  

rx_byte  ○     ○  

tx_frame ○       ○ 

rx_frame  ○      ○ 

idle         

alarm         

delay         

src_ip         

dst_ip         

tx_mode         

loss_cnt         

loss_rate         

round_trip         

ping         

arp         

 
 

③ コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 
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④ 画面例 
AE5501が OFFLINE状態でグループ指定をした際の画面例を下図に表示します。 
ファイル名の指定はしていないので、最新の測定結果を表示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● resultコマンドのサブパラメータ種類は、プロンプト上で「help result」または

「? result」と入力することで一覧を表示します。 
● SET命令、DISP命令、RESULT命令には多数のサブパラメータが存在するため、

入力の短縮形も用意しています。 
● Resultコマンドの省略形については「5.4.2 RESULTコマンドのパラメータの省

略形一覧」を参照してください。 

>result tx 

TX RATE        :  0.000% 

TX FRM/s       :0 

TX BIT/s       :0 

TX ERROR       :0 

TX BYTE        :33984 

TX FRAME       :531 

> 
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サブコマンド、ファイル名、パラメータを省略した場合は最新の測定結果を全て表示しま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>result 

VERSION        :R03.01 

NAME           :030820093048.re 

SETUP MODE     :Setup_No01 

TEST MODE      :GENERATE 

 

L1             :10BASE-T  FULL 

FLOW CTRL      :ON 

NEGOTIATE      :AUTO 

LINK           :UP 

CROSSOVER      :MDI 

RUM MODE       :RX->TX 

STOP ACTION    :OFF 

START TIME     :2003/08/20 09:29:16 

END TIME       :2003/08/20 09:30:48 

TX RATE        :  0.000% 

TX RATE        :  0.000% 

TX FRM/s       :0 

TX FRM/s       :0 

TX BIT/s       :0 

RX BIT/s       :0 

TX ERROR       :0 

RX ERROR       :0 

CRC ERROR      :0 

UNDERSIZE      :0 

OVER SIZE      :0 

ALIGNMENT      :0 

COLLISION      :0 

PAUSE Pkt      :0 

TX BYTE        :43392 

RX BYTE        :43392 

TX FRAME       :678 

RX FRAME       :678 

IDLE           : 

 MAX           :6704usec 

 MIN           :6704usec 

 AVG           :6704usec 

TX FRAME       :678 
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4.3.2.11 LIST（測定結果ファイル一覧表示）コマンド 

測定条件毎の測定結果のファイル一覧を表示するコマンドです。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 

② サブコマンド 
サブコマンドとして測定条件を選択して下さい。選択可能なサブコマンド一覧を下表に示

します。サブコマンドを省略すると、各測定条件のファイル数の一覧を表示します。 

表 4.3.21 サブコマンド一覧 

サブコマンド 省略形 内容 

setup01 1(s1) Generate/Latency用の測定条件 1 

setup02 2(s2) Generate/Latency用の測定条件 2 

setup03 3(s3) Generate/Latency用の測定条件 3 

setup04 4(s4) Generate/Latency用の測定条件 4 

setup05 5(s5) Generate/Latency用の測定条件 5 

setup06 6(s6) Generate/Latency用の測定条件 6 

setup07 7(s7) Generate/Latency用の測定条件 7 

setup08 8(s8) Generate/Latency用の測定条件 8 

setup09 9(s9) Generate/Latency用の測定条件 9 

setup10 10(s10) Generate/Latency用の測定条件 10 

Free f(s11) Ping/Reply/Loopback用の測定条件 

 
③ コマンド入力有効無効条件 

表 4.3.2を参照願います。 

 

>list setup01 

TELNETコンソールウィンドで 
「>list サブコマンド」 
（省略形「>ls サブコマンド」）と入力後、

[Enter]キーを押して下さい。 
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④ 画面例 

サブコマンドの省略、指定により 2通りの画面があります。 
サブコマンド省略時は setup01～setup10および FREEの各ファイル数、測定結果ファイ

ルの総数を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サブコマンド指定時は指定測定条件のファイル名一覧、指定測定条件での測定結果ファイ

ル数を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>list 

 SETUP01 : 18 Files 

 SETUP02 :  4 Files 

 SETUP03 :  0 Files 

 SETUP04 :  0 Files 

 SETUP05 :  0 Files 

 SETUP06 :  0 Files 

 SETUP07 :  0 Files 

 SETUP08 :  0 Files 

 SETUP09 :  0 Files 

 SETUP10 :  0 Files 

 FREE    :  0 Files 

   Total : 22 Files 

> 

>list setup02 

 SETUP02(GENERATE) : Setup_No02 

  030819094808.re 

  030819102113.re 

  030819102344.re 

  030819102525.re 

   Total :  4 Files. 

> 
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4.3.2.12 REMOVE（測定結果ファイル削除）コマンド 

測定結果ファイルを削除するコマンドです。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② サブコマンド／ファイル名 
・サブコマンド 
サブコマンドとして測定条件を選択して下さい。選択可能なサブコマンド一覧を下表に

示します。サブコマンドを省略すると、ファイル名を指定している場合は測定条件変更

コマンドで指定した測定条件内の指定測定結果ファイルの 1ファイルを削除します。 

表 4.3.22 サブコマンド一覧 

サブコマンド 省略形 内容 

setup01 1(s1) Generate/Latency用の測定条件 1 

setup02 2(s2) Generate/Latency用の測定条件 2 

setup03 3(s3) Generate/Latency用の測定条件 3 

setup04 4(s4) Generate/Latency用の測定条件 4 

setup05 5(s5) Generate/Latency用の測定条件 5 

setup06 6(s6) Generate/Latency用の測定条件 6 

setup07 7(s7) Generate/Latency用の測定条件 7 

setup08 8(s8) Generate/Latency用の測定条件 8 

setup09 9(s9) Generate/Latency用の測定条件 9 

setup10 10(s10) Generate/Latency用の測定条件 10 

Free f(s11) Ping/Reply/Loopback用の測定条件 

 

>remove setup 030821080448.re 

TELNETコンソールウィンドで 
「>remove サブコマンド ファイル名」 
（省略形「>rm サブコマンド ファイル名」） 
「>delete サブコマンド ファイル名」 
（省略形「>del サブコマンド ファイル名」） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 
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・ファイル名 
削除対象となる測定条件内の測定結果ファイルのファイル名を指定して下さい。 
ファイル名を省略すると、サブコマンドで指定した測定条件内の全測定結果ファイルが

削除対象となります。 

 
サブコマンド／ファイル名省略時の削除対象を表 4.3.23に示します。 

表 4.3.23 サブコマンド／ファイル名省略時の削除対象 

サブコマンド ファイル名 削除対象ファイル 

省略 省略 全測定条件内の全測定結果ファイル 

指定 省略 指定測定条件（サブコマンド）内の全測定結果

ファイル 

省略 指定 測定条件変更コマンドで指定した測定条件内の

指定測定結果ファイル（ファイル名）の１ファ

イル削除 

指定 指定 指定測定条件（サブコマンド）内の指定測定結

果ファイル（ファイル名）の１ファイル削除 

 
③ コマンド入力有効無効条件 

表 4.3.2を参照願います。 
 

④ 画面例 
全測定結果ファイルを削除する際は下図のようになります。問い合わせに対しては[y]を入

力して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特定測定条件内の全測定結果ファイルを削除する際は下図のようになります。問い合わせ

に対しては[y]を入力して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

>remove 

All Result File Delete OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :y 

Removed 4 Files. 

> 

>remove setup02 

SETUP02 All Result File Delete OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :y 

 Removed 5 Files. 

> 
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特定の測定結果ファイルを削除する際は下図のようになります。問い合わせに対しては[y]

を入力して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせに対して[n]を入力した場合はファイルの削除を中断します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

>remove setup01 030814152525.re 

030814152525.re Result File Delete OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :y 

 Removed 030814152525.re Result File. 

> 

>remove 

All Result File Delete OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :n 

> 
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4.3.2.13 VERSION（バージョン表示）コマンド 

AE5501のバージョン情報を確認するコマンドです。 
① コマンド入力 
>version（>verの省略形も可） 

 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

③ 画面例 

 
 
 
 
 
 
 
 

>version 

 AE5501 Traffic Tester Mini 

 Version : R03.01 

 Copyright ANDO ELECTRIC CO.,LTD. 

> 

>version 

TELNETコンソールウィンドで 
「>version」（省略形「>ver」） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 
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4.3.2.14 SELFTEST（セルフテスト）コマンド 

AE5501のセルフテストを行うコマンドです。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

③ 画面例 
セルフテストを実行したい場合は問い合わせに対して[y]を入力して下さい。セルフテスト

実行から終了まで約 5秒かかります。 
セルフテスト終了後は、結果を表示して入力待ち状態になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>selftest 

Execute SELFTEST OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :y 

Please Wait... 

 Test1 = OK 

 Test2 = OK 

 Test3 = OK 

> 

>selftest 

TELNETコンソールウィンドで 
「>selftest」（省略形「>self」） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 
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4.3.2.15 DATETIME（日時設定）コマンド 

AE5501のカレンダーを設定するコマンドです。 
① コマンド入力 
>datetime 日時 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 日時 
変更する日時データを「年／月／日 時：分：秒」の形式で入力して下さい。 
日時を省略すると、AE5501のカレンダーを表示します。 

③ コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

④ 画面例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.3.2.16 DATETIME（日時表示）コマンド 

AE5501のカレンダーを表示するコマンドです。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

③ 画面例 

 
 
 
 
 
 
 

>datetime 03/08/20 20:10:10 

> 

>datetime 

 Date/Time = 03/08/20 20:10:18 

> 

>datetime 03/08/21 11:40:31 

TELNETコンソールウィンドで 
「>datetime 日時」（省略形「>dt 日時」） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>datetime 

TELNETコンソールウィンドで 
「>datetime」（省略形「>dt」） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 
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4.3.2.17 INIT（全デフォルト）コマンド 

AE5501を全てデフォルトにするコマンドです。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 
 

③ 画面例 
全デフォルトを実行したい場合は問い合わせに対して[y]を入力して下さい。 
全デフォルトコマンド実行から終了まで約 15秒かかります。 
全デフォルト終了後は、入力待ち状態になります。全デフォルトを中止したい場合は問い

合わせに対して[n]を入力して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示結果で Setupが OKとなると、SUコマンド用のパスワードも消去されますので、ご

注意ください。 

 

>init 

TELNETコンソールウィンドで 
「>init」 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>init 

All Default OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :y 

Please Wait... 

 File   = OK 

 Setup  = OK 

 Result = OK 

> 
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4.3.2.18 VERSIONUP（バージョンアップ）コマンド 

AE5730と接続して AE5501をバージョンアップモードへ移行させるためのコマンドです。 
① コマンド入力書式 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

③ 画面例 
バージョンアップモードへ移行する場合は問い合わせに対して[y]を入力して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
バージョンアップコマンドを実行すると、AE5501 との TELNET 通信は出来なくな

ります。AE5730からバージョンアップを実行するようにしてください。 

>versionup 

TELNETコンソールウィンドで 
「>versionup」（省略形「>verup」） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>verup 

Version Up OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :y 

<Now Verup Mode>. Can't receive any request. 

> 
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4.3.2.19 REMOTEコマンド 

AE5730からのアップロード／ダウンロードを受け付けるリモートモードへ移行させるコ

マンドです。 
 

① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 
 

③ 画面例 
リモートモードへ移行したい場合は問い合わせに対して[y]を入力して下さい。 
正常に動作した場合は次の入力待ちになります。 

 
 
 
 
 
 
 

プロンプト表示されたことを確認して、AE5730からのアップロード／ダウンロード制御

を行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● 現在の AE5501 の状態は status コマンドで表示します。（OFFLINE 状態／

ONLINE状態／REMOTE状態） 
● リモート状態を終了する場合は STOP コマンドを使用してください。（STOP 後

は OFFLINE状態になります） 

>remote 

TELNETコンソールウィンドで 
「>remote」（省略形「>rmt」） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>remote 

AE5730 Connect OK ? 

OK=[Y] / Cancel=[N] :y 

> 
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4.3.2.20 DHCPコマンド 

測定ポートに DHCPにより IPアドレスを取得するコマンドです。 

 
① コマンド入力 

 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 
③ 画面例 
実行中は「Please Wait...」となります。完了すると、「Complete」表示がされます。DHCP

の取得結果は、「display dhcp」と入力して確認してください。 
また、DHCP設定で「SRC IP」設定が AUTOになっていない場合は、DHCP動作は出来

ませんのでご注意ください。（設定変更は 「>set dhcp sip=auto」と入力すると DHCPコマ

ンドが有効になります） 
正常に動作した場合は次の入力待ちになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>dhcp 

TELNETコンソールウィンドで 
「>dhcp」（省略形なし） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>disp dhcp 

<< LINK >> 

L1               : 10BASE-T FULL 

NEGOTIATE        : AUTO 

CROSSOVER        : MDI 

SRC MAC          : 00-01-E2-00-1E-C4(GLOBAL) 

SRC IP           : ***.***.***.***(AUTO) 

SUBNET MASK      : ***.***.***.***(AUTO) 

GATEWAY          : ***.***.***.***(AUTO) 

> 

>dhcp 

Please Wait... 

!!! Complete !!! 

> 

>disp dhcp 

<< LINK >> 

L1               : 10BASE-T FULL 

NEGOTIATE        : AUTO 

CROSSOVER        : MDI 

SRC MAC          : 00-01-E2-00-1E-C4(GLOBAL) 

SRC IP           : 192.168.0.5(AUTO) 

SUBNET MASK      : 255.255.255.0(AUTO) 

GATEWAY          : 192.168.0.254(AUTO) 

> 

現在の DHCP取得状況を表示します。 

AUTOになっていることを

確認してください。 

DHCP処理実行 

完了表示 

取得結果の確認コマンド 

「 SRC IP」「 SUBNET」

「GATEWAY」の取得結果

を表示します。 
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4.3.2.21 ARPコマンド 

指定した IPアドレスの端末のMACアドレスを ARP処理により取得するコマンドです。 
 

① コマンド入力 

 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 
 
 

③ 画面例 
対称の端末の IPアドレスは 「>set arp dip=XXX.XXX.XXX.XXX」と入力することで指定

できます。 
実行中は「Please Wait...」となります。完了すると、「Complete」表示がされます。ARP

の取得結果は、「display arp」と入力して確認してください。 
ARPに必要な SRC系のアドレス情報（SRC MAC／SRC IP等）または LINK設定情報は

DHCP画面で設定されている設定値を使用します。 
正常に動作した場合は次の入力待ちになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>arp 

TELNETコンソールウィンドで 
「>remote」（省略形なし） 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>set srp dip=192.168.0.1 

>arp 

Please Wait... 

!!! Complete !!! 

>disp arp 

DST IP           : 192.168.0.1 

DST MAC          : 00-00-00-00-00-01(TARGET) 

> 

対象の端末の IPアドレスを指定 

ARP実行 

ARP結果表示 

・ 取得が失敗した場合：**-**-**-**-**-** 

・ 対象の端末が同一ネットワーク内にいた

場合は TARGET表示となる。 

・ 対象の端末が同一ネットワークに以内場

合は GATEWAY 表示となり、GATEWAY の MAC

アドレスを表示する。 
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4.3.2.22 PROMPTコマンド 

ターミナル画面に表示されるプロンプトを変更するコマンドです。 

 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 
③ 画面例 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ADMIN権限を持つときのみ有効となります。プロンプトとして指定できる文字列は８文

字までの英数記号（0x21～0x7Eまでのアスキーキャラクタ）となります。 
文字列中にスペースを入力することは出来ません。 
 
また、promptコマンドのみ（サブパラメータとなる文字列無し）の場合は、プロンプト表

示を「>」に戻します。 

 
 

>prompt 12345 

ターミナル画面で「>prompt ********」（**はプ

ロンプト名）と入力後、[Enter]キーを押して下

さい。 

>prompt 12345 

12345> 

12345> 

12345>prompt 

> 

> 
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4.3.2.23 PASSWDコマンド 

suコマンドで権限変更を行う際のパスワード設定を行います。 

 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 
③ 画面例 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ADMIN権限を持つときのみ有効となります。パスワードとして指定できる文字列は８文

字までの大小英字及び数字のみとなります。 
passwdコマンドのサブパラメータと再入力の文字列が一致している場合に、新しいパス

ワードとして登録されます。 
 
また、passwdコマンドのみ（サブパラメータとなる文字列無し）の場合は、設定されて

いるパスワードを消去します。これにより、suコマンド入力時のパスワード入力は必要有り

ません。 
 
尚、initコマンド（「4.3.2.17 INIT（全デフォルト）コマンド」を参照）を実行すると、設

定されているパスワードも消去されますのでご注意ください。 

 
 

>passwd 12345 

ターミナル画面で「>passwd ********」（**は新

規パスワード）と入力後、[Enter]キーを押して

下さい。 

>passwd 12345 

Re-enter New Password :12345 

> 

> 
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4.3.2.24 historyコマンド 

ターミナル画面で入力した文字列の履歴一覧表を表示します。 
 

① コマンド入力 

 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 

 
 

③ 画面例 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
表示される一覧表には履歴番号があり、「!履歴番号」入力すると履歴の直接指定し表示す

ることが可能です。また「!!」と入力すると直前に入力した文字列が表示されます。 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

NOTENOTENOTENOTE    
履歴は最大 50件分保持します。50件を越えると古い履歴から順次上書きされます。 

>history 

ターミナル画面で「>history」（省略形は「h」）
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>history 

01 : su 12345 

02 : status 

03 : ls 

04 : disp 

05 : set setup01 test=gen 

> 
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4.3.2.25 HELP（ヘルプ）コマンド 

TELNET制御で使用するコマンドについてのヘルプを表示するコマンドです。 
 

① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド名 
表示したいコマンド名を入力して下さい。コマンド名を省略すると全コマンドの名称およ

びコマンドの概要を表示します。 
 

③ コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.2を参照願います。 
 

④ 画面例 
コマンド名を指定した場合の画面表示は下図の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

SETコマンドについては、各パラメータ毎に設定値の一覧を表示することが可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● 各コマンドのサブパラメータは「>HELP ”コマンド名”」または「>？ ”コマ

ンド名”」と入力することで表示されます。 
● SET命令、DISP命令、RESULT命令には多数のサブパラメータが存在します。

また、それぞれには入力の短縮形も有りますのでご活用ください。 

>help run 

Run Command -- Start Measurement. 

[Syntax] 

 >Run 

> 

>help run 

TELNETコンソールウィンドで 
「>help コマンド」、「>? コマンド」 
と入力後、[Enter]キーを押して下さい。 

>? set nego 

[Syntax] 

 >SET [setupXX,free,dhcp] LINK:NEGOTIATE=(Value) 

  Parameter : LINK:NEGOTIATE(NEGOTIATE,NEGO) 

  Value     : AUTO(AT) 

              MANUAL(MAN) 

> 
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コマンド名を省略した場合の画面表示は下図の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
● 「>help set」や「> help disp」で表示されるヘルプで「（）」で囲まれて「，」で区切ら

れた文字列は、省略形であることを示します。 
 

TX_FRAME#:VLAN#:TPID(TXFRM#:VLAN#TPID,TF#V#TPID) 
①        ②      ③ 

 
指定方法は以下の３通り有ります。 
①TX_FRAME1:VLAN1:TPID 
②TXFRM1:VLAN1TPID（省略形１） 
③TF1V1TPID（省略形２） 

>help 

AE5501 Remote Control Command Reference 

 SU        -- Up to ADMIN. 

 Quit      -- Quit Telnet Remote Contorol(same eXit). 

 Run       -- Start Measurement. 

 DHCP      -- Get IP Address. 

 ARP       -- Get Destination Terminal MAC Address. 

 SToP      -- Stop Measurement or AE5730 Remote. 

 STatuS    -- Display System Status. 

 SELect    -- Select Measure Condition. 

 SetList   -- Display Measure Condition List. 

 SET       -- Change Measure Condition Setup. 

 DISPlay   -- Display Measure Condition Setup. 

 RESult    -- Display Measure Result. 

 LiSt      -- Display Result File List. 

 DELete    -- Deleted Result File(same ReMove). 

 VERsion   -- Display System Version Information. 

 SELFtest  -- Execute System Self Test. 

 DATETIME  -- Change or Display Date,Time. 

 INIT      -- System All Default. 

 VERsionUP -- Execute System Version Up. 

 ReMoTe    -- Change AE5730 Remote Control Mode. 

 PASSWD    -- Change SU Mode Password. 

 PROMPT    -- Change Input Prompt. 

 HELP      -- Display Command Referrence. 

 SHell     -- Shell Command : Start Shell Command Entry. 

 shellEND  -- Shell Command : Finish Shell Program Entry. 

 shellVIEW -- Shell Command : Display Entry Shell Program. 

 shellGO   -- Shell Command : Execute Entry Shell Program. 

 WAIT      -- Shell Command : Waitting for some Sec or Input Key. 

 LOOP      -- Shell Command : Start Loop. 

 LOOPEND   -- Shell Command : end of Loop. 

 History   -- Display Command History. 

> 
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4.3.3 スクリプト系コマンド 

スクリプトコマンドとして TELNETコマンドを登録することで、連続動作をさせる機能

です。スクリプト登録するコマンドは通常コマンドのほか下表の様な専用コマンドがありま

す。 

表 4.3.24 スクリプト系コマンド一覧 

名称 詳細 

シェルプログラム登録コマンド 4-154ページ 

シェルプログラム表示コマンド 4-155ページ 

シェルプログラム実行コマンド 4-156ページ 

Waitコマンド 4-157ページ 

繰り返しコマンド 4-158ページ 

 
 

4.3.3.1 SHELL（シェルプログラム）登録コマンド 

シェルプログラム登録用のコマンドです。シェルプログラム登録コマンド間に登録した

TELNETコマンドはシェルプログラム実行コマンド（詳細は 4.3.3.3を参照）により自動的

に実行されます。 
① コマンド入力 
実際の画面表示を例にコマンド書式を説明します。 
「>shell」コマンドで開始して「@>shellend」で終了して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上図の書式でシェルプログラムを登録した後、シェルプログラム実行コマンド（詳細は

4.3.3.3を参照）を入力することにより登録されたシェルプログラムを実行します。 
シェルプログラムは１プログラムのみ登録可能です。再度 shellコマンドによりプログラ

ム登録を行うことで、以前登録したプログラムは上書きされます。 
尚、シェルプログラム登録中はプロンプトが”＞”から”＠＞”に変わります。 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.3を参照願います。 

 

>shell 

@>select setup01 

@>run 

@>stop 

@>shellend 

> 

シェルプログラム開始コマンド 
>shell（省略形「>sh」）を入力して

下さい 

TELNETコマンド 
シェルプログラム開始コマンド 
とシェルプログラム終了コマンド 
の間に入力して下さい。 
100行まで登録可能です。 

シェルプログラム終了コマンド 
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4.3.3.2 SHELLVIEW（シェルプログラム表示）コマンド 

登録されているシェルプログラムを表示します。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.3を参照願います。 

③ 画面例 
シェルプログラムが登録されている場合は下図の画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シェルプログラムが登録されていない場合は下図の画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>shellview 

  select setup01 

  run 

  stop 

  shellend 

> 

>shellview 

(E)Shell Program No Registry 

> 

>shellview 

TELNETコンソールウィンドで 
「>shellview」（省略形「>view」）と入力

後、[Enter]キーを押して下さい。 
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4.3.3.3 SHELLGO（シェルプログラム実行）コマンド 

登録してあるシェルプログラム中で最新のものを実行します。シェルプログラムの登録は

4.3.3.1を参照して下さい。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.3を参照願います。 

③ 画面例 
シェルプログラムが登録されている場合の画面例を下図に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シェルプログラムが登録されていない場合は下図の通りに動作します。 

 
 
 
 
 
 

 

NOTENOTENOTENOTE 

● シェルプログラム実行後にリモートケーブルを抜いた場合（イーサネットリンクがダウン

した場合）、15分程度シェルプログラムの動作を続けます。 
● ただし、再度ターミナルより TELNET制御を行う場合は、AE5501本体側の TELNETモ

ード設定を再設定する必要があります。 
● 尚、シェルプログラム登録中はプロンプトが”＞”から”＠＞”に変わります。 

>shell 

@>run 

@>wait 100 

@>stop 

@>shellend 

>shellgo 

@<run 

Please Wait... 

@<wait 100 

@<stop 

@<shellend 

> 

シェルプログラム登録コマンド 

シェルプログラム実行コマンド 
入力によって表示される 

>shellgo 

(E)Shell Program No Registry 

> 

>shellgo 

TELNETコンソールウィンドで 
「>shellgo」（省略形「>go」）と入力後、

[Enter]キーを押して下さい。 
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スクリプトコマンド実行中に[Esc]キーを入力するとコマンドは途中で強制終了されます。 
画面例は下図の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
4.3.3.4 WAITコマンド 

シェルプログラム中に使用することで、直前に実行したコマンドを指定した間だけ継続す

るコマンドです。指定した時間継続する設定とキー入力までの間継続する設定の 2通りあり

ます。 
① コマンド入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 中断アクション 
時間指定とキー入力指定の 2通りの設定方法があります。 
指定した時間だけWaitコマンドを継続させたい場合は下図のように設定を行って下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>shellgo 

@<run 

Please Wait... 

@<wait 50 

^[(W)Shell Script Canceled!! 

 

> 

「@>wait 50」実行中に[Esc]キー

を入力した 

>shell 

@>run 

@>wait 100 

@>stop 

@>shellend 

> 

Wait コマンドを継続させたい時間

を 10進数で設定して下さい。 
1～3600の範囲で設定可能です。 
表示単位は秒です。 

>wait 10 

TELNETコンソールウィンドで 
「>wait 中断アクション」と入力後、

[Enter]キーを押して下さい。 
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キーを入力するまでWaitコマンドを継続させたい場合は下図のように設定を行って下さ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.3を参照願います。 

 
4.3.3.5 LOOP（繰り返し）コマンド 

スクリプトプログラム中で使用します。繰り返しコマンドで挟まれた範囲のコマンドを指

定した回数だけ繰り返します。 
① コマンド入力 
実際の画面表示を例にコマンド書式を説明します。 
「@>loop」で開始して「@>loopend」で終了して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② コマンド入力有効無効条件 
表 4.3.3を参照願います。 

 

>shell 

@>run 

@>wait key 

@>stop 

@>shellend 

> 

「>wait key」と入力して下さい。 

>shell 

@>loop 18 

@>run 

@>wait 10 

@>stop 

@>loopend 

@>shellend 

> 

繰り返し開始コマンド 
繰り返したい回数を 10進数で 0～99 
の範囲で設定します。 
0を設定した場合繰り返しを行いません。 

繰り返し開始コマンドと繰り返し終了コ

マンドで挟まれた間にあるコマンドを繰

り返します。 

繰り返し開始終了コマンド 
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4.3.4 エラーメッセージ 

TELNET遠隔操作実行時に TELNETコンソール画面に表示されるエラーメッセージ一覧

を下表に示します。 

 

表 4.3.25 TELNET 遠隔操作エラーメッセージ一覧 

エラーメッセージ 内容 

(E)Permission Error USER権限で、ADMIN権限のコマンド(SET/RUN等)
を実行しようとした。 

(E)Already [ADMIN].. 既に ADMIN権限を持つ状態で SUコマンドを実行し

ようとした。 

(E)Now Online... ONLINE時に無効なコマンドを実行した。 

(E)Now Offline... OFFLINE時に無効なコマンドを実行した。 

(E)Now Remoting... EMOTE時に無効なコマンドを実行した。 

(E)Invalid Parameter Key Word.. 指定できないパラメータを指定した。 

(E)Invalid Parameter Value.. 指定できない値を指定した。 

(E)Can't Disp Parameter.. 表示できないパラメータを指定した。 

(E)Not Telnet Mode AE5501が TELNET接続待ちでは無い。 

(W)Already Sending... 送信中に RUNコマンドを実行した。 

(E)System Error... システムエラー 

(E)Can't Get Address... DHCP または ARP 実行で、アドレス取得が出来なか

った。 

(E)Complete ! DHCPまたは ARP実行で、アドレス取得が完了した。 

(E)Can't RUN.. I/F Mismatch.. I/Fミスマッチにより測定実行できなかった。 

(E)Undefined Parameter Key Word 定義されていないコマンドパラメータを指定した。 

(E)Undefined Command Key Word 定義されていないコマンドを指定した。 

(E)Over/Under Parameter Range 範囲外の設定値を指定した。 
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エラーメッセージ 内容 

(E)Already [ADMIN] 既に ADMIN権限を持つ状態で SUコマンドを

実行しようとした。 

(E)Now Online.. ONLINE時に無効なコマンドを実行した。 

(E)Now Offline.. OFFLINE時に無効なコマンドを実行した。 

(E)Now Remoting.. REMOTE時に無効なコマンドを実行した。 

(E)Not Telnet Mode AE5501が TELNET接続待ちでは無い。 

(E)Permission Error USER 権限で、ADMIN 権限のコマンド

(SET/RUN等)を実行しようとした。 

(E)SU Unmatch Passwd SUコマンドのパスワードが異なっている。 

(W)Already Sending 既に送信状態に RUNコマンドを入力した。 

(E)Can't Get Address DHCPまたは ARP実行で、アドレス取得が出

来なかった。 

(E)Can't RUN.. I/F Mismatch.. I/F不適合により測定実行できなかった。 

(E)Command Syntax Error コマンドの文法エラー 

(E)Invalid Command Key Word.. サブパラメータの文法エラー 

(E)Invalid Measure Condition Key Word.. 現在のテストモードでは指定できない派ラー

メータを指定した。 

(E)Invalid Parameter Key Word.. 指定できないパラメータを指定した。 

(E)Invalid Parameter Value.. 指定できない値を指定した。 

(E)Over/Under Parameter Range.. 範囲外の設定値を指定した。 

(E)Invalid Result File Name.. 指定された結果ファイルが無い。 

(E)No Result Parameter.. Resultコマンドで表示する項目が無い。 

(E)Shell Program No Registory.. シェルプログラムが登録されていない。 

(E)Passwd File Error パスワード設定のエラー 

(E)Prompt File Error プロンプト設定のエラー 

(E)System Error システムエラー 

 
 



第 5 章 付録 

AS-84708Y                 5-1    

第5章 付録 

5.1 エラー表 

本器画面のメッセージ表示部に表示されるエラーの一覧を以下に示します。 

表 5.1.1 エラー表 

画面表示 内容 対処法 

ERROR NO.1 
ERROR NO.2 
ERROR NO.3 
ERROR NO.4 
ERROR NO.5 
ERROR NO.6 

BOOT処理エラー 

ERROR NO.7 リンク設定エラー 

ERROR NO.8 ファイルチェックエラー 

ERROR NO.9 FTPサーバ動作エラー 

ERROR NO.10 ファイルエラー 

ERROR NO.11 その他システムエラー 

ERROR NO.12 SETUPの内容と GBICの 
実装状況が一致していない 

ERROR NO.13 
ERROR NO.14 

ネットワーク情報登録エラー 

ERROR NO.15 リモート初期処理エラー 

ERROR NO.16 データ長とバッファ書込不一致 

ERROR NO.24 
ERROR NO.25 
ERROR NO.26 
ERROR NO.27 
ERROR NO.32 

RUN処理エラー 

ERROR NO.28 
ERROR NO.29 

STOP処理エラー 

ERROR NO.30 Ping処理中エラー 

ERROR NO.31 Reply処理中エラー 

システムを再起動して下さい。 

ERROR NO.33 PINGの ARPタイムアウト 測定ポートの接続を確認した後 
再度 RUNして下さい。 

ERROR NO.34 RUN中のオーバーフロー 

ERROR NO.36 SELF TEST中のエラー 

システムを再起動して下さい。 

I/F not support I/Fミスマッチのため 
RUN出来ない 

GBICの実装状況を確認して下さい。 

No Result File 測定結果ファイルが存在しない 測定結果ファイルを作成してくださ

い。 

Pull Out GBIC GBIC が実装されており、L1 設定

で 1000BASE-Tを選択している場

合 

GBICを抜いてください。 

Remote 
Complete 

リモート動作が完了したことを示

します。 
リモート画面を終了してください。 

Prm Miss & 
Modify 

設定値が範囲外となり、対象の値を

修正した。 
修正個所にカーソルが移動しますの

で、その値を再確認してください。 
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5.2 ポップアップメッセージ 

本器画面の各種項目表示部に表示されるポップアップメッセージの一覧を以下に示します。 

表 5.2.1 ポップアップメッセージの表示１ 

画面表示 内容 備考 

File Delete? 
 

CANCEL   OK 

File Select 画面で結果ファイルを削

除する際の確認画面です。 
OK：ファイルを削除します。 
CANCEL：File Select 画面へ戻りま

す。 

System Error 
Please Power Off 
 

致命的なシステムエラーが発生した

場合に表示されます。 
AE5501を再起動してください。 

Set Remote Cable 
[ENTER] & Retry 

リモートポートのリンクが確立して

いない状態 を指します。 
リモートケーブルを実装して、再度

ENTERキー を入力してください。 

I/F Mismatch 
 

OK 

測定情報と実際実装されている I/F構

成が異なることを示します。 
GBIC の実装及び、測定設定の I/F 情

報を再確認してください。 

Can't Detect 
DHCP server 

Remote Setup 画面において、 IP 
ADDR SETが  AUTO指定の状態

で、リモートポートのリンク確 立が

がない、またはネットワーク上に

DHCP サーバを検出できない場合で

す。 

リモートネットワークを再確認して

ください。 

Init Error 
Please Retry 

CANCEL   OK 

リモート結果でエラーを検出した場

合に表示されます。 
再度、Remote 処理を実行してくださ

い。 

System Error 
Stop  Init 

OK 

測定時の初期処理中にエラーが発生

した場合に表示されます。 

System Error 
Execute STOP 

OK 

測定実行中にエラーが発生した場合

に表示します。 

一度、測定を終了し、AE5501を再起

動してください。 

ARP Miss 
Execute STOP 

OK 

PING動作時の ARP処理で ARPリプ

ライが受信できなかった場合に表示

されます。 

測定回線を確認後、再度測定を実行し

てください。 

File Count 100 
Delete OK ? 

CANCEL   OK 

測定開始時に既に測定結果ファイル

が 100個存在するときに表示します。 
OK：一番古いファイルを削除します。 
CANCEL：測定を中止します。 
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画面表示 内容 備考 

Now Link Down 
Continue ? 

CANCEL   OK 

測定開始時にLINKが確立していない

場合に表示されます。 
OK：リンク確立が無いまま測定を実

行します。 
CANCEL：測定を中止します。 

Rmt Miss Detect! 
Please Retry! 

OK 
File loss Detec 
Please  Remote 

OK 

Remote 処理でエラーが発生した場合

に表示されます。 
再度、Remote 処理を実行してくださ

い。 

Pull Out 
Gbic Module! 

OK 

GBIC が実装 さ れ て い る 場 合 に

1000BASE-TXの測定情報が選択され

た場合に表示します。 

電源 OFF 後、GBIC を抜いてから再

度立ち上げてください。 

Really? 
<VerUP Mode> 
CANCEL   OK 

VerUP モードに移行する場合の最終

確認として表示します。 
OK：VerUPモードへ移行します。 
CANCEL：中止します。 
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5.3 消耗品一覧 

本器で使用する消耗品の一覧を以下に示します。 

表 5.3.1 消耗品一覧 

品名 供給メーカー 型名 備考 

充電式バッテリー 松下電器産業 HHR-3XPS 充電可能回数 
500回 

コンパクトフラッシュ ハギワラ シスコム CFI-128MDG  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE 

● 消耗品に関しては無償サービスから除外させて頂きます。 
● コンパクトフラッシュの交換には AE5501の引き取りが必要となります。 
● これら消耗品に関して、お客様にお断りなく供給メーカや型名を変更することが

ありますのでご了承ください。 
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5.4 TELNET コマンドの省略型について 

5.4.1  SET コマンドの設定パラメータの省略形一覧 

サブパラメータ 基本設定項目 省略形１ 省略形２ 省略形３ 

GENERATE GEN   

LATENCY LAT   

PING PIN   
REPLY REP   

test_mode 

LOOPBACK LOOP LB  

RX->TX R-T   run_mode 

RX&TX R&T   

10BASE-T_HALF 10FULL 10F  
10BASE-T_FULL 10HALF 10H  
100BASE-TX_HALF 100FULL 100F  
100BASE-TX_FULL 100HALF 100H  
1000BASE-T_FULL 1000TFUL

L 
1000TF 1000T 

1000BASE-SX_FULL 1000SFUL
L 

1000SF 1000S 

link:L1 

1000BASE-LX_FULL 1000LFUL
L 

1000LF 1000L 

OFF    link:flow 
ON    
AUTO AT   link:negotiate 
MANUAL MAN   
MDI    

MDIX    

link:crossover 

AUTO AT   

10M 10   

100M 100   

tx_setup:transmit 

1000M 1000 1G  
constant/count c/cnt   

constant/continue c/con   

burst/count b/cnt   

tx_setup:tx-mode 

burst/continue b/con   
tx_setup:ifg XXXbit 

XXX% 
 
 

単位省略（現在設定されて

いる単位での入力になる） 

tx_setup:idle XXXbit  単位省略（現在設定され

ている単位での入力にな

る） 

tx_setup:cnt XXXbit  単位省略（現在設定されて

いる単位での入力になる） 
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サブパラメータ 基本設定項目 省略形１ 省略形２ 省略形３ 

ON   
OFF   

tx_setup:stop_action 

XXXmin 単位省略 数 値 入 力 で 自 動 的 に 
actionは ONになる。 

manual man   

arp    

tx_frame#:dst_mac 

XX-XX-XX-XX-XX-XX  アドレス入力で自動的に

MANUALになる。 

manual man   

global gl   

dhcp    

tx_frame#:src_mac 

XX-XX-XX-XX-XX-XX  アドレス入力で自動的に

MANUALになる。 

manual man   
arp    

tx_frame#:dst_ip 

XXX.XXX.XXX.XXX  アドレス入力で自動的に

MANUALになる 

manual man   
dhcp    

tx_frame#:src_ip 

XXX.XXX.XXX.XXX  アドレス入力で自動的に

MANUALになる 

NONE NO   tx_frame#:error 

CRC    

OFF    filter%:sel 

ON    

OR    filter_init 
AND    
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サブパラメータ 基本設定項目 省略形１ 省略形２ 省略形３ 

OFF    

ON    

DOWN D   

UP U   

alarm:rx_frame 

XXXX  数値入力で自動的に使用

（ON）設定になる。 

OFF    
ON    

alarm:err_cnt 

XXXX  数値入力で自動的に使用

（ON）設定になる。 

OFF    

ON    

alarm:tx_frame 

XXXX  数値入力で自動的に使用

（ON）設定になる。 

OFF    arp_reply 

ON    
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サブパラメータ 基本設定項目 省略形１ 省略形２ 省略形３ 

fixed_delay OFF 
ON 

   

MAC    loopback 
(LATENCY, 
LOOPBACK) 

MAC+IP MACIP   

MANUAL man   

GLOBAL gl   

ALL    

src_mac 
(PING,REPLY, 
LOOPBACK) 

DHCP    

manual man   

dhcp    

src_ip 
(PING,REPLY, 
LOOPBACK) XXX.XXX.XXX.XXX    

subnet_mask XXX.XXX.XXX.XXX  src_ipがDHCP指定にな

っている場合は設定不可 

gateway XXX.XXX.XXX.XXX  src_ipがDHCP指定にな

っている場合は設定不可 

dst_ip XXX.XXX.XXX.XXX    

1sec 1   

5sec 5   

interval 
(PING) 

10sec 10   

continue con   

count cnt   

tx_mode 
(PING) 

XXXX  数 値 入 力 で 自 動 的 に

count設定になる。 

manual man   

global gl   

dhcp src_mac 

XX-XX-XX-XX-XX-XX  アドレス入力で自動的に

MANUAL設定になる。 

manual man   

auto at   

dhcp src_ip 

XXX.XXX.XXX.XXX  アドレス入力で自動的に

MANUAL設定になる。 

dhcp subnet_mask XXX.XXX.XXX.XXX  src_ipが AUTO指定にな

っている場合は設定不可 

dhcp gateway XXX.XXX.XXX.XXX  src_ipが AUTO指定にな

っている場合は設定不可 

arp dst_ip XXX.XXX.XXX.XXX    
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5.4.2  RESULT コマンドのパラメータの省略形一覧 

サブパラメータ 省略形１ 省略形２ 省略形３ 

HEAD HD   

TIME TM   

TX_RATE TRATE TR  
RX_RATE RRATE RR  

TX_FRM/S TFRMS TFS  
RX_FRM/S RFRMS RFS  
TX_BIT/S TBITS TBS  
RX_BIT/S RBITS RBS  
TX_ERROR TERR TE  
RX_ERROR RERR RE  
CRC_ERROR CRC   
UNDER_SIZE UNDER UD  
OVER_SIZE OVER OV  
ALIGNMENT ALIGN AL  
COLLISION COLL CL  

PAUSE_PKT PAUSE PS  
TX_BYTE TBYTE TB  
RX_BYTE RBYTE RB  
TX_FRAME TFRAME TFRM TF 
RX_FRAME RFRAME RFRM RF 
IDLE IL   
ALARM ALM   
DELAY DLY   
SRC_IP SIP   

DST_IP DIP   
TX_MODE TXMODE TMD  
INTERVAL    
LOSS_CNT LCNT   
LOSS_RATE LRATE   
ROUND_TRIP ROUND   
PING PIN   
ARP    
TX TX   
RX RX   

RATE RATE   

FRM/S FRMS   
BIT/S BITS   

ERROR ERR   
BYTE    
FRAME FRM   
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5.5 AE5730 搭載 PC との直接接続時の設定 

「4.1.5 AE5730搭載 PCとの接続」に記載したように本器と AE5730搭載 PCを接続する方法

は２通りあります。本器と AE5730搭載 PCとをクロスケーブルを使用して下図のように直接接

続する場合、AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載 PCの設定を一部変更する必要があ

ります。AE5730搭載 PCにインストールされている OSによって設定事項が異なりますので各

OS毎の設定手順を説明します。 

 
 

 

図 5.5-1 AE5730搭載 PC との直接接続 
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5.5.1 Microsoft
®
 Windows

®
 Millennium Edition 使用時 

OSとしてMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemを使用している

場合の設定方法について説明します。 

 
(a) Windowsのスタートメニューから[設定(S)]→[コントロールパネル(C)]と選択して下さ

い。図 5.5-2が表示されます。 
 

 
 

図 5.5-2 [コントロールパネル]ウィンドウ 
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(b) 図 5.5-2で[ネットワーク]をダブルクリックして下さい。図 5.5-3が表示されます。図 
5.5-3の[TCP/IP－＞□](□はご使用のPCのNIC名です)を選択して[プロパティ(R)]をク

リックして下さい。 
 

 

図 5.5-3 [ネットワーク]ダイアログ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載PCのネットワーク設定は必要によ

り復旧できるように変更を行う前に控えをとっておくことをお勧めします。 
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(c) (b)の操作後[TCP/IPのプロパティ]ダイアログが表示されます。各設定項目を以下のよ

うに設定して下さい。 
 
[IPアドレス]の設定を下図のように行って下さい。[IPアドレス]の設定で[IPアドレスを

指定(S)]をチェックして[IPアドレス]と[サブネットマスク]を入力して下さい。なお下図に

示す[IPアドレス]および[サブネットマスク]の値は例として示します。既に設定済みの値が

存在する場合は変更不要です。 
 

 

図 5.5-4 [TCP/IP のプロパティ]ダイアログ 1 
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[WINS]の設定を下図のように行って下さい。 
 

 

図 5.5-5 [TCP/IP のプロパティ]ダイアログ２ 

 
[ゲートウェイ]の設定を下図のように行って下さい。新しいゲートウェイ設定はしないで

下さい。既に設定されているゲートウェイは削除する必要はありません。 
 

 

図 5.5-6 [TCP/IP のプロパティ]ダイアログ３ 
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[DNS]の設定を下図のように行った後[OK]をクリックして下さい。 
 

 

図 5.5-7 [TCP/IP のプロパティ]ダイアログ４ 

 
 
 

(d) 図 5.5-7で[OK]をクリックすると「図 5.5-3 [ネットワーク]ダイアログ」が表示され

ます。「図 5.5-3 [ネットワーク]ダイアログ」で[OK]をクリックして下さい。しばらくす

ると下図が表示されます。[はい(Y)]をクリックすると設定の変更を完了して PCを再起

動します。 
 

 

図 5.5-8 [システム設定の変更]ダイアログ 
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5.5.2 Microsoft
®
 Windows

® 
2000 使用時 

OSとしてMicrosoft® Windows® 2000 operating systemを使用している場合の設定方法

について説明します。 
 

(a) Windowsのスタートメニューから[設定(S)]→[コントロールパネル(C)]と選択して下さ

い。図 5.5-9が表示されます。[ネットワークとダイアルアップ接続]をダブルクリック

して下さい。 
 

 

図 5.5-9 [コントロールパネル]ウィンドウ 
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(b) (a)の操作を行うと図 5.5-10が表示されますので[ローカルエリア接続]をダブルクリッ

クして下さい。 
 

 

図 5.5-10 [ネットワークとダイアルアップ接続]ウィンドウ 

 
(c) 図 5.5-10で[ローカルエリア接続]をダブルクリックすると図 5.5-11が表示されます。

[プロパティ]をクリックして下さい。 
 

 

図 5.5-11 [ローカルエリア接続状態]ダイアログ 
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(d) 図 5.5-12が表示されたら[インターネットプロトコル(TCP/IP)]を選択して 
[プロパティ(R)]をクリックして下さい。 

 

 

図 5.5-12 [ローカルエリア接続のプロパティ]ダイアログ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載PCのネットワーク設定は必要によ

り復旧できるように変更を行う前に控えをとっておくことをお勧めします。 
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(e) (d)の操作を行うと[インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティ]ダイアログが

表示されます。[インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティ]ダイアログを図 
5.5-13のように設定した後[詳細設定(V)]をクリックして下さい。なお下図に示す[IP
アドレス]および[サブネットマスク]の値は例として示します。既に設定済みの値が存

在する場合は変更不要です。 

 

 

図 5.5-13 [インターネットプロトコル(TCP/IP のプロパティ)]ダイアログ 
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(f) [TCP/IP詳細設定]ダイアログが表示されますので以下の通りに設定を行って下さい。 
 
[IP設定]を下図のように設定して下さい。 

 

図 5.5-14 IP 設定 

 
[DNS]を下図のように設定して下さい。 

 

図 5.5-15 DNS 設定 
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[WINS]を下図のように設定した後[OK]をクリックして下さい。 

 

 

図 5.5-16 [WINS]設定 

 
 

(g) 図 5.5-16で[OK]をクリックすると図 5.5-13が表示されます。 
(h) 図 5.5-13で[OK]をクリックして下さい図 5.5-12が表示されます。 
(i) 図 5.5-12で[OK]をクリックすると図 5.5-11が表示されます。図 5.5-11で[OK]をクリ

ックすることで設定を完了します。 
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5.5.3 Microsoft
®
 Windows

® 
XP 使用時 

OSとしてMicrosoft® Windows® XP operating systemを使用している場合の設定方法に

ついて説明します。 
 

(a) Windowsのスタートメニューから[ネットワーク接続]を選択して下さい。図 5.5-17が

表示されます。 
 

 

図 5.5-17 [ネットワーク接続]ウィンドウ 
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(b) 図 5.5-17で設定をする「LANまたは高速インターネット」を選択、[ファイル(F)]→[プ
ロパティ(R)]と選択して下さい。下図が表示されます。[インターネットプロトコル

(TCP/IP)]を選択して[プロパティ(R)]をクリックして下さい。 

 

 

図 5.5-18 [ローカルエリア接続２のプロパティ]ダイアログ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NOTENOTENOTENOTE    
AE5730 TrafficTesterMini Setup Software搭載PCのネットワーク設定は必要によ

り復旧できるように変更を行う前に控えをとっておくことをお勧めします。 
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(c) 図 5.5-18で[インターネットプロトコル(TCP/IP)]を選択して[プロパティ(R)]をクリ

ックすると図 5.5-19が表示されます。[次の IPアドレスを使う(S)]をチェックして[IP
アドレス(I)]、[サブネットマスク(U)]および[デフォルト ゲートウェイ(D)]を入力して

下さい。なお下図に示す[IPアドレス(I)]、[サブネットマスク(U)] および[デフォルト 
ゲートウェイ(D)]の値は例として示します。既に設定済みの値が存在する場合は変更

不要です。 
 

 

図 5.5-19 [インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティ]ダイアログ 
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(d) (c)の操作を行うと[TCP/IP詳細設定]ダイアログが表示されます。[TCP/IP詳細設定]ダ
イアログの各設定項目を以下に示すように設定して下さい。 

 
[IP設定]を下図のように設定して下さい。 

 

 

図 5.5-20 [IP 設定] 

 
[DNS]を下図のように設定して下さい。 

 

 

図 5.5-21 [DNS]設定 
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[WINS]を下図のように設定して下さい。 

 

 

図 5.5-22 [WINS]設定 

 
 

(e) (d)の各種設定が終了したら[OK]をクリックして下さい。 
(f) 図 5.5-19で[OK]をクリックして下さい。 
(g) 図 5.5-18で[OK]をクリックして下さい。設定を完了します。 
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5.6 その他の注意事項 

5.6.1  バージョンアップについて 

5.6.1.1 R02.02以前のバージョンからR02.03以降のバージョンにバージョンアップする場合 

R02.02以前のバージョンを R02.03以降のバージョンに変更完了するまでには、一連の

処理中に再起動を行う必要があります。 
ただし、AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareからのオペレーションでは一連の作

業として動作しますので、オペレーションに沿ってバージョンアップ処理を行ってくださ

い。 
また、動作概念図を以下に示します。詳細は AE5730 TrafficTesterMini Setup Software

取扱説明書のバージョンアップ項目を参照してください。 
 

 

図 5.6-1 バージョンアップの概念図 
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5.6.1.2 R02.03以降のバージョンからR02.03以降のバージョンにバージョンアップする場合 

R02.03以降のバージョンから R02.03以降のバージョンに変更する場合（例えば、将来

的に R02.04から R02.05にバージョンアップする等）は、AE5501をバージョンアップモ

ードにして、AE5730 よりバージョンアップ操作の開始を選択することで、自動的バージ

ョンアップを行います。 
 
AE5501 はバージョンアップの完了を判断すると、自動的にシステムシャットダウンを

行います。この場合、LCD が消え PowerLED が点灯している状態になりますので、再度

AE5501を起動する場合は、電源供給方式が以下の場合で異なります。 
・・・・    ACアダプタ駆動している場合 

一度 ACアダプタを挿抜した後、Powerキーの長押しによる電源 ONを行

ってください。 
・・・・    バッテリー駆動している場合 

一度本体裏のバッテリーカバーを開閉した後、Power キーの長押しによる

電源 ONを行ってください。 
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5.6.2  復旧モードについて 

バージョンアップ処理中に、何らかの原因によりファイル転送が失敗した場合、AE5501 
TrafficTesterMiniを再起動しても、システムが立ち上がらなくなる可能性があります。 

その際、システムを再構築し正常起動させることを目的とした機能です。 
この機能は、R02.04以降にバージョンアップした場合にのみ有効となります。 

 
5.6.2.1 ＢＯＯＴロゴ表示で止まってしまう場合 

その場合は、電源 LEDが点滅したままの状態で、１分程度時間が経過してもシステムが

立ち上がらない状態になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.6-2 BOOT ロゴで停止している画面 

 
この状態になった場合、AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareより復旧する処理を

行うことで、システムが回復する可能性があります。 
 

5.6.2.2 手動で復旧処理を受け付けるモードにする場合 

また、ALL DEFAULT機能を使用した後に AE5501の BOOT画面までは起動が到達する

がシステムエラーで止まってしまう等の現象が発生する場合は、手動で、復旧処理を受けつ

けるモードに切り替えることが出来ます。 
BOOT画面表示中に【DISPキー】を押しっぱなしにすることでいかの画面が表示され復

旧処理を受け付ける状態になります。 
 

 

図 5.6-3 手動で復旧モードにしたときの画面 

AE5501AE5501AE5501AE5501    

 

TraffIcTesterMini 
 

 

 

Booting．．． 

電源 LED 

Boot Logo画面 
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5.6.2.3 復旧処理を行う際の注意点 

復旧処理を行う場合は以下の事を確認して実行してください。 
① リモート回線の確認 

AE5501 を起動した時点では、リモートポートのネットワーク設定は以

下の様に固定されています。 
 
IPアドレス 192.168.0.1 

サブネットマスク 255.255.255.0 

 
但但但但しししし、、、、起動時起動時起動時起動時ににににリモートポートリモートポートリモートポートリモートポートががががリモートネットワークリモートネットワークリモートネットワークリモートネットワークにににに接続接続接続接続されていされていされていされてい

るるるる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    
復旧用に以下の様にネットワーク接続を行うことをお勧めします。 
 

 

図 5.6-4 HUB を使用した場合の接続例 

 

 

図 5.6-5 クロスケーブルで接続した場合 
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② 復旧処理 

AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareより復旧処理を行ってくだ

さい。詳しくは AE5730 TrafficTesterMini Setup Software取扱説明書を

参照してください。 
 

③ 復旧処理の終了 

AE5730 TrafficTesterMini Setup Softwareで復旧処理完了が表示され

ると、AE5501 は自動的にシステムシャットダウンします。再起動する場

合は以下の処理を行い起動してください。 
・・・・    ACアダプタ駆動している場合 

一度 ACアダプタを挿抜した後、Powerキーの長押しによる電

源 ONを行ってください。 
・・・・    バッテリー駆動している場合 

一度本体裏のバッテリーカバーを開閉した後、Power キーの長

押しによる電源 ONを行ってください。 
 

復旧処理で AE5501システムが起動したら（MODE SELECT画面が表示されたら）、再度

バージョンアップ処理を行うことをお勧めします。（バージョンアップに関しては「4.2.16.2 
Verup画面」または「5.6.1 バージョンアップについて」を参照してください） 
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[このページはブランクです。] 
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